
つながる世界の
ソフトウェア品質ガイド

あたらしい価値提供のための品質モデル活用のすすめ

 

独立行政法人情報処理推進機構 技術本部 ソフトウェア高信頼化センター



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲載されている会社名・製品名などは、各社の登録商標または商標です。 

 

つながる世界のソフトウェア品質ガイド 

あたらしい価値提供のための品質モデル活用のすすめ 

2015年 5月 

独立行政法人情報処理推進機構 

© Information-technology Promotion Agency, Japan. 2015 All Rights Reserved  

 

  



はじめに

 
いま企業が成長していくためには、新たな価値を提供する製品を生

み出し、その価値を確実に利用者に届けることが必須となってきている。

逆に、新たな価値を提供する製品を生み出せれば、例えば小さなベン

チャー企業も強い影響力を発揮できる時代となってきた。しかしながら、

新たな価値を生み出すことも、それを確実に利用者に届けることも決し

て容易なことではない。本書は、その両方の実現に欠かすことのでき

ない品質の考え方について解説したものである。

現在、新しい価値を提供する製品の多くが、ネットワーク機能を組み

込み、また、インタフェースを公開することで、単一の製品では提供で

きない価値をシステムとして実現している。システムの全てを１社で実

現できなくても、複数社が協力することで競争力を発揮できる環境が

生じている。

異なる製品同士がつながるために重要なことは、相互につながる製

品それぞれがシステムとして使われた時の品質を確保し、その情報を

外部に公開することである。さらに、その価値を確実に利用者に届ける

ためには、利用者を含むすべての関係者が価値を感じるあらゆる側面

から品質が考慮されなければならない。そのためには、製品分野を越

えた共通的な品質に関する考え方が重要となってくる。これが、つなが

る製品が強い競争力を持つための源泉となる。

本書では、つながる世界のソフトウェア品質について解説するととも

に、つながる品質を整理するための指針として国際規格「 シリ

ーズ」についてのリファレンスを提供する。本書が、新たな「つながる」

価値を組込んだ製品を届けたいと考えている企業にとって、品質への

取組みを見直すきっかけになれば幸いである。
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多様化する利用者の期待
多岐にわたるステークホルダ
「つながる」システムの拡大
品質に関する共通言語の必要性
スマート家電の品質

品質の重要性は、システムやソフトウェアの開発では大変古くか

ら議論されてきた。しかし、今あらためて品質を考え直す必要性

が出てきている。この章ではその背景を解説する。

第１章

あらためて品質を考える理由
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多様化する利用者の期待

 

多くの開発現場では、機能そのものが利用者の期待であるという考え

をもとにして、想定している機能が動作しない危惧のみを考え、機能を正

しく動くようにすること（システム／ソフトウェアのバグをゼロにすること）が

主要な品質であるという考え方が一般的だったのではないだろうか。

しかし、IT を活用した製品 の種類や社会における役割が増えるにつ

れ、利用者の期待は、機能だけにとどまらず、利用目的や利用場面に応

じて、安全性・セキュリティはもとより、快適さや楽しさ、また、ビジネスへの

高度の貢献といった内容まで含まれるようになってきており、非常に多様

化している。必要な機能が使えるというだけではよい製品であるとはいえ

ず、利用者が必要とする機能を「高い満足度」で使えることが強く求めら

れようになっている。

製品を提供する事業者が、安心できる生活基盤を整備し、また競争力

のある製品を生み出すには、上記のように利用者の多様な期待を分析し

                                                        
1 量販品、特定用途のシステム、サービスを含む（以下同様）。 

図 1.1-1 多様化する利用者の期待 
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た上で、ビジネス上の戦略に沿って実現すべき品質要求 を明らかにし、

設計・実装・試験・保守によって具現化し、かつ保証することが求められて

いる。

多岐にわたるステークホルダ

 

現在の製品では、利用者それぞれの期待が多様化しているということ

に加えて、ひとつの製品やサービスが対象とすべきステークホルダ3が従

来よりも広範囲になってきているという状況がある。ステークホルダとはそ

の製品に何かしらの関与を持つ人のことを言い、本書では製品の直接的

な関係者だけでなく、間接的に影響を受ける人も含む広い意味で用いる。

例えばソフトウェアの利用者、開発者、発注者は代表的なステークホルダ

であるが、その他にも、システムの運用担当者、販売者なども含まれる。

以前から、様々なステークホルダが存在していたことには違いないが、製

品そのものが、複雑化し、かつ高機能化したことで、開発のサプライチェ

ーンや運用に関わる企業の増加があり、さらに、その製品に関わる多様

な利用者の存在など4、考慮すべきステークホルダは確実に増えている。

これらのステークホルダの存在を正しく理解し、その期待に応えることが、

これからの製品開発、ひいてはビジネスの成功には欠かせない。 

製品に対する期待はステークホルダの立場によって異なる。例えば、

利用者の立場からは必要な機能が使い易く、安全に提供されることが重

要だが、運用担当者の立場からは、製品が運用環境下で安定して動作し

続けること、その監視や修正が容易であるかどうかが重要である。異なる

                                                        
2 品質に関する具体的なニーズを仕様化したもの。 
3 「利害関係者」と訳されることもある。 
4 製品の直接的な利用者だけでなく、間接的な利用者も考慮する必要がある。例え
ば、公共交通システムの利用者は、交通制御システムの不具合で移動できない等の

影響を受ける。 



 

第
１
章 

多様化する利用者の期待

 

多くの開発現場では、機能そのものが利用者の期待であるという考え

をもとにして、想定している機能が動作しない危惧のみを考え、機能を正

しく動くようにすること（システム／ソフトウェアのバグをゼロにすること）が

主要な品質であるという考え方が一般的だったのではないだろうか。

しかし、IT を活用した製品 の種類や社会における役割が増えるにつ

れ、利用者の期待は、機能だけにとどまらず、利用目的や利用場面に応

じて、安全性・セキュリティはもとより、快適さや楽しさ、また、ビジネスへの

高度の貢献といった内容まで含まれるようになってきており、非常に多様

化している。必要な機能が使えるというだけではよい製品であるとはいえ

ず、利用者が必要とする機能を「高い満足度」で使えることが強く求めら

れようになっている。

製品を提供する事業者が、安心できる生活基盤を整備し、また競争力

のある製品を生み出すには、上記のように利用者の多様な期待を分析し

                                                        
1 量販品、特定用途のシステム、サービスを含む（以下同様）。 

図 1.1-1 多様化する利用者の期待 

 

第
１
章 

多様化する利用者の期待

 

多くの開発現場では、機能そのものが利用者の期待であるという考え

をもとにして、想定している機能が動作しない危惧のみを考え、機能を正

しく動くようにすること（システム／ソフトウェアのバグをゼロにすること）が

主要な品質であるという考え方が一般的だったのではないだろうか。

しかし、IT を活用した製品 の種類や社会における役割が増えるにつ

れ、利用者の期待は、機能だけにとどまらず、利用目的や利用場面に応

じて、安全性・セキュリティはもとより、快適さや楽しさ、また、ビジネスへの

高度の貢献といった内容まで含まれるようになってきており、非常に多様

化している。必要な機能が使えるというだけではよい製品であるとはいえ

ず、利用者が必要とする機能を「高い満足度」で使えることが強く求めら

れようになっている。

製品を提供する事業者が、安心できる生活基盤を整備し、また競争力

のある製品を生み出すには、上記のように利用者の多様な期待を分析し

                                                        
1 量販品、特定用途のシステム、サービスを含む（以下同様）。 

図 1.1-1 多様化する利用者の期待 

 

第
１
章 

多様化する利用者の期待

 

多くの開発現場では、機能そのものが利用者の期待であるという考え

をもとにして、想定している機能が動作しない危惧のみを考え、機能を正

しく動くようにすること（システム／ソフトウェアのバグをゼロにすること）が

主要な品質であるという考え方が一般的だったのではないだろうか。

しかし、IT を活用した製品 の種類や社会における役割が増えるにつ

れ、利用者の期待は、機能だけにとどまらず、利用目的や利用場面に応

じて、安全性・セキュリティはもとより、快適さや楽しさ、また、ビジネスへの

高度の貢献といった内容まで含まれるようになってきており、非常に多様

化している。必要な機能が使えるというだけではよい製品であるとはいえ

ず、利用者が必要とする機能を「高い満足度」で使えることが強く求めら

れようになっている。

製品を提供する事業者が、安心できる生活基盤を整備し、また競争力

のある製品を生み出すには、上記のように利用者の多様な期待を分析し

                                                        
1 量販品、特定用途のシステム、サービスを含む（以下同様）。 

図 1.1-1 多様化する利用者の期待 

 

第
１
章 

ステークホルダの立場からは、必要とする品質への期待の観点も異なっ

てくる。さらに、観点が異なるだけでなく、場合によってはしばしば矛盾す

る。一方を優先すると、他のステークホルダの満足度を下げてしまうような

ことが発生してしまう。 

それぞれのステークホルダがどのような品質を期待するのかは、ステー

クホルダとのディスカッション等を通じて、ある程度把握することができるが、

要求を明確化する方法論が十分に活用されていない状況もあり、正確な

把握は難しい。また、ステークホルダ自身が認識せず、製品を実際にある

場面で使った時に初めて認識するような、暗黙の期待の存在も無視でき

ない。 

 

 

  

図 1.2-1 製品に対するステークホルダのさまざまな期待 
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「つながる」システムの拡大

 

利用者の期待とステークホルダの変化に加えて、これらの変化をさらに

加速させる昨今の状況について認識しておく必要がある。それは、これま

で単体で提供されてきた製品がネットワークに接続され、かつ相互に連携

し合って「つながる」システムとして利用者に価値を提供するような新しい

形態が増えているということである。この「つながる」システムには、スマー

トフォンにインストールされたアプリを通して、センターサーバーやクラウド

が提供するサービスを利用するような比較的小さなものから、エネルギー、

交通、医療のような社会インフラシステムが相互に連携しながら、全体とし

て効率的な生活基盤システムを提供するスマートコミュニティのような大規

模なものまで含まれる。これらの「つながる」システムの普及に対して、利

図 1.3-1 スマートコミュニティのイメージ 

出典：経済産業省 http://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/smart_community/ 
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用者は、生活を便利で安全なものにしてくれる、という大きな期待を持っ

ている。同時に、システムの品質に関与するステークホルダも一般的に増

加する傾向にある。 

 

さらに、「つながる」システムを開発あるいは提供する事業者にとって、

もうひとつ特徴的な問題がある。それは、「つながる」システムにおいては、

特定の開発者や運用者が管理できる製品の先に直接管理ができない製

品あるいはシステムがつながり、それらシステムの全体として利用者に価

値をもたらす状況が広がってきているということである。つまり、開発時点

でその利用範囲が明確に決められず、利用者やステークホルダを具体的

に定義することが、そもそも難しい場合が頻繁に起こりうる。 

このような「つながる」システムの品質を実現するためには、つながって

いる全ての要素が確実に品質要求を満たしている必要がある。相互の接

続に齟齬があると、提供する価値が大きく下がり、場合によっては事故に

至ることも危惧される。このため、異なる人・組織の間での製品の品質に

関する共通認識や相互理解ができていることは重要である。 

 

図 1.3-2 「つながる」システムのイメージ 
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品質に関する共通言語の必要性

 

ここまで、あらためて品質を考え直す必要性について、その背景を中

心に説明した。それでは、事業者は、利用者や多くのステークホルダが期

待する品質をどのように具体化し実現すればよいのであろうか。

品質要求の項目は、機能だけでなく、使いやすさ、性能、壊れにくさな

ど機能以外の項目（非機能項目）も含めて非常に多くの観点から整理す

る必要があるが、これらを漏れなく洗い出すのは容易ではない。

また、これからの「つながる」システムにおいては、構成する製品がそれ

ぞれ異なる品質要求の下で開発されている場合、それをつなぐ時に、整

合していない要求を確認し突き合わせることが必要になる。

この問題に対しては、双方の製品が共通の考え方に基づいて品質保

証がされていることが対策の近道となる。それぞれ独立に開発された製品

であっても、また事業者が異なる場合であっても、品質を保証する共通の

基準があれば、「つながる」システム全体の品質を一貫して確認し説明す

ることが容易になる。言い換えれば、品質に関する共通言語を定義し利

用することで、「つながる」システム全体の品質を具体化することが可能と

なる。

このような課題に対して、現在ではシステム／ソフトウェア開発の品質

における共通言語の役割を果たす国際規格／国内規格が体系的に整

理されている。本書では、そのような国際規格として、SQuaRE を取り上げ、

その考え方と活用方法を紹介する。SQuaRE で規定された内容は、「つな

がる」システムに特化したものではなく、現在の複雑化・多様化した品質を

整理するための一つの指針である。また、規格そのものが課題方法を示

している訳ではない。しかしながら、このような共通の枠組みを活用するこ

                                                        
5 SQuaRE：Systems and software Quality Requirements and Evaluation； ISO/IEC 
25000シリーズ、JIS X 25000 シリーズの呼称。スクウェアと読む。 
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とが、「つながる」システムにおける様々な課題に対して今後取り組んでい

くための環境作りという意味で、非常に重要であると考えている。 

 

 

スマート家電の品質 【事例】

 

スマート家電は、家電がインターネットなどにつながることにより、私た

ちに新しい価値を提供してくれる。スマートフォンなどの情報端末を使っ

て、家電を操作したり、状態を確認したり、設定を変更したりすることがで

きる。最近の家庭内のインターネット環境やスマートフォンの急速な普及

により、浸透しつつある分野である。

例えば、外出先からエアコンをオンすることで、家に着くころには、部屋

を暖めたり、冷やしたりすることができる。また、いまの部屋の温度をスマ

ートフォンから確認することができ、室温が高くなると、メールで知らせてく

れる機能を使って、部屋に残したペットのために温度調整をすることもで

きる。

図 1.5-1 スマート家電のイメージ 
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冷蔵庫は、外出先から庫内の食材をカメラで確認することで、買い物先

で、買い忘れや重複して買ったりするのを防ぐことができる。冷蔵庫の冷

えが悪いと、メールで知らせてくれたりもする。

血圧計や体重計などは、スマートフォンで測定記録をグラフで確認す

ることも可能となり、日々の健康管理が簡単にできるようになる。 

 

■スマート家電の障害事例 

家電がネットワークにつながることで私たちの暮らしが便利になる一方

で、セキュリティへの対策は、非常に重要になってきている。これまでは、

パソコンやサーバーなどがサイバー攻撃の対象であったが、家電も同じよ

うな脅威にさらされてきている。現在のところ、家電が重要な機密情報を

持つケースは限られるため、情報漏えいが問題になることはあまりない。

しかし、攻撃者によって機能が停止させられたり、遠隔で操作されたり、攻

撃の踏み台に利用される場合が出てきている。

最近のスマートテレビは、内蔵カメラを持っているが、このスマートテレ

ビがハッキングされ、盗撮も可能であることが大きなカンファレンスで公開

された 。盗撮された映像は、インターネットを通じて、広く出回ってしまう

可能性がある。テレビの画面に流れるテロップに、デマ情報を流すデモも

行われ、話題になった。

これまでセキュリティとは無縁と思われてきたコーヒーメーカーにも脆弱

性が見つかっている 。外部からコーヒーの濃さや水量などを変更すること

が可能と発表された。これだけであれば、大きな問題にはならなかったか

もしれないが、この脆弱性を利用して、ユーザーのパソコンにアクセスが

可能となり、問題は広がった。さらに、この製品はソフトウェアにパッチをあ

てることもできないため、修正することができず、現在も脅威にさらされた

ままになっている。

                                                        
6 http://www.cnn.co.jp/tech/35035482.html 
7 http://jvndb.jvn.jp/ja/contents/2009/JVNDB-2009-004384.html 
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■スマート家電に必要な対策

スマート家電には、セキュリティ対策が必須であるだけでなく、出荷後

に見つかった脆弱性を修正するためのソフトウェア更新のしくみを入れて

おくことも重要である。

ソフトウェアを更新するしくみは、製品の持つ機能を進化させるという点

ではメリットがある。これまでの製品は、工場出荷時に機能が決まり、出荷

後に機能を追加することはできなかった。新製品に新しい機能が追加さ

れると、その機能が欲しいユーザーは、製品を買い換えるしかなかった。

スマート家電では、ソフトウェアで実現する機能を出荷後にでも更新する

ことができるようになり、欲しい機能が追加される機会も増えてくる。また、

ユーザーごとに異なるニーズに対応した機能（ソフトウェア）を入れることも

可能となる。

例えば、工場出荷時には発売されていなかった新しい洗剤に対応した

洗濯コースを追加したり（洗濯機）、新しい料理に対応したレシピを追加し

たりすること（電子レンジ）ができる。ユーザーごとに、希望するレシピを入

れることもできる。 

 

 

表 1.5-1 スマート家電の特徴 
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これまでは製品単体で機能していたものが、ネットワーク環境を含めた

システムとして、機能を実現するようになり、システム全体で、品質を確保

する必要がある。システムの一部分がうまく動かないと、全体として、機能

しなくなることもある。また、一つの会社だけでシステムを提供するとは限

らず、接続検証が重要になってくる。

今後、スマート家電は、ますます機種が増えてくることが予想されてい

る。家中の家電がつながり、スマート家電からスマートホーム、そしてスマ

ートシティへ展開されてくると、IoT の一翼を担う重要な生活基盤になって

くる。品質への要求は、さらに高くなってくる。
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時代の品質課題

昨今、ITの分野において、IoT（Internet of Things）という言葉

が頻繁に使われるようになった。日本語では“モノのインターネ

ット”と訳され、今のところ、広く認知された定義はないが、概ね

以下のような意味で使われることが多い。 

「機械、自動車、医療機器、家電、日用品など様々なモノが、

インターネットに接続し、個体情報やセンサー情報をもとに、他

のデバイスやサービスとつながることで、必要な情報の入手や、

あるいは制御を可能とする技術、機器/デバイス、サービス等の

総称」 

今後、IoT は、生産や流通などビジネスの仕組みだけでなく、

エネルギーや交通システムのような社会インフラや、一般消費

者の身近な生活環境を大きく変える可能性があると言われてお

り、新たなビジネス機会の拡大や、人々の生活を豊かで便利な

ものにしてくれるという期待が大きい8。 

一方で、様々な機器やサービスの普及に伴うリスクの増大も懸

念されており、我が国においても、セキュリティやプライバシーの

問題を中心に、今後の対策を具体化する動きが進められてい

る。 

 

 

                                                        
8 「IoT時代に対応したデータ経営 2.0の促進」（経済産業省 産業構造審議会 商務

情報流通分科会 資料） 
http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/shojo/johokeizai/pdf/001_03_00.pdf 
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PC がインターネットを介してウィルスに感染したり、乗っ取られ

たりする危険があるのと同様に、あらゆる IoT デバイスが攻撃の

対象となり、悪質な攻撃により社会システムが機能不全になる可

能性もある。また、IoTデバイスを使う個人のプライバシーにかか

わるデータが、本人の認識や承諾なく収集され、あるいは流出

する危険性が指摘されている9。 

IoT に関しては、様々な標準化の動きも活発化しており、国内

外の事業者による民間レベルのコンソーシアムが複数存在する

ほか、ISO/IEC JTC1において国際標準化の取組みもスタートし

た10。 

 

 

  

                                                        
9 「我が国のサイバーセキュリティ推進体制の機能強化に関する取組方針」（内閣サイ
バーセキュリティセンター） 

http://www.nisc.go.jp/conference/seisaku/dai41/pdf/houshin20141125.pdf 
10 https://www.itscj.ipsj.or.jp/oshirase/2015/01/20150122.html 
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IT システムに対する要求には、システムが果たすべき機能に対する要

求事項はそれぞれに異なるが、品質要求はシステムが異なっても比較的

に同じような観点が求められることが多い。そこに標準化の意味がある。 

ソフトウェア品質の国際規格としては、さかのぼれば、1991 年に発行さ

れた ISO/IEC 91261があり、（規格を意識せずに使われる場合を含めて）

これまでにかなり広い範囲で活用されてきた。この規格では、ソフトウェア

品質の評価観点として 6 つの品質特性（機能性、信頼性、使用性、効率

性、保守性、移植性）が定義され、ソフトウェア品質の要求定義から評価

に至る一連の作業の枠組みが規定された。その後、実務への活用のしや

すさや、規格利用者の利便性の向上などを考慮して、ISO/IEC 9126 シリ

ーズ（4 分冊）及び 14598 シリーズ（6 分冊）と、それを補完する ISO/IEC 

12119 と ISO/IEC 14756 が制定され、それぞれ JIS（日本工業規格）化さ

れた。 

その後、ソフトウェア技術の進化、利用形態の多様化、人々や社会に

及ぼす影響の増大などを考慮して、これらの規格を再編、強化する取組

みが行われてきた。これらは、ISO/IEC 25000 シリーズとして、順次、整備

されてきている。従来の規格からの主要な強化点は次の通りである。 

 

1）品質モデル、品質測定量を用いた品質要求定義のプロセスを規定 

2）ソフトウェアによって処理されるデータ、ソフトウェアを活用して提供され

るサービス2について、それらの品質特性、品質測定量を規定。 

3）品質測定量（例：規模あたり障害件数）の測定値の算出に用いる測定

量要素を規定（例：成果物規模、障害件数） 

                                                        
1 ISO/IEC 9126 は、Information technology – Software product evaluation – Quality 
characteristics and guidelines for their use というタイトルの国際規格で、1991 年に発行
され、1994 年にそれを翻訳した JIS X 0129 が制定された。 
サービス品質は、 年 月現在策定中。
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なお、ソフトウェア製品評価標準化の進展の過程で、従来の国際規格

並びに対応 JIS 規格は、次世代規格の制定に伴って随時廃止され、置き

換えられている。 

 

  

表 2.1-1 ＜参考＞ソフトウェア製品評価標準化の進展 
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の構造と概要

 

SQuaRE は、大きくコア部分と拡張部分に分かれている。コア部分では、

システム及びソフトウェアの品質要求定義と評価に関して、基本的な概念、

具体的な品質の定義や測定方法、作業要件等を規定している。コア部分

の具体的な構成としては、品質管理、品質モデル、品質測定、品質要求、

品質評価という 5 つのカテゴリ（部門という）がある。拡張部分（部門）には、

それらの応用規格や特定領域をさらに詳細化した規格が制定・計画され

ている。SQuaRE の全体構造とそれを構成する個別国際規格の概要につ

いては、図 2.2-1 及び表 2.2-1 に示した。これらの国際規格は、それ自身

が改訂・拡充されているとともに、逐次翻訳され JIS 規格として発行されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-1 ソフトウェア製品評価規格の発行状況（含：JIS） 
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表 2.2 -1 SQuaRE規格の内容

部門 規格番号（注） 内容

品質管理
部門

ISO/IEC 25000 システム及びソフトウェアの品質要求定義と評価に関する基本概
念と用語を定義

ISO/IEC 25001 SQuaRE の考え方に沿って品質要求定義や品質評価を実施する組織
が、それらに関する技術やノウハウを蓄積し、標準化し、プロジェ
クトでの適用を支援し、改善するサイクルを規定

品質モデ
ル部門

ISO/IEC 25010 システム及びソフトウェアの品質の構造をモデル化し、それを構成
する品質の観点（品質特性及び品質副特性）を、利用時の品質モデ
ル及び製品品質モデルとして定義

ISO/IEC 25011 
（審議中）

システム及びソフトウェアを用いたサービスの品質の構造をモデ
ル化し、それを構成する品質の観点（品質特性及び品質副特性）を
サービス利用時の品質モデル及びサービス製品品質モデルとして
定義

ISO/IEC 25012 システム及びソフトウェアが処理するデータの品質の構造をモデ
ル化し、それを構成する品質の観点（品質特性）をデータ品質モデ
ルとして定義

品質測定
部門

ISO/IEC 25020 品質測定の基本概念と作業要件を規定

ISO/IEC 25021 品質測定量の算出によく用いられる要素（例：規模、欠陥数など）
を品質測定量要素（QME: Quality Measure Elements）として定義

ISO/IEC 25022 
（審議中）

ISO/IEC 25010の利用時の品質モデルの品質特性/品質副特性を定量
化するのに用いる品質測定量を定義

ISO/IEC 25023 
（審議中）

ISO/IEC 25010の製品品質モデルの品質特性/品質副特性を定量化す
るのに用いる品質測定量を定義

ISO/IEC 25024 
（審議中）

ISO/IEC 25012 のデータ品質モデルの品質特性を定量化するのに用
いる品質測定量を定義

品質要求
部門

ISO/IEC 25030 品質要求定義の基本概念と作業要件を規定

品質評価
部門

ISO/IEC 25040 品質評価の基本概念と作業要件を規定

ISO/IEC 25041 開発者、取得者、独立評価者のそれぞれの立場に応じた品質評価の
進め方を規定

ISO/IEC 25045 回復性（Recoverability）の実用的な品質測定量を規定

拡張部門 ISO/IEC 25051 品質保証部門や独立評価機関が実施する既製ソフトウェア製品
（RUSP: Ready to Use Software Product）の第三者評価を規定

ISO/IEC 25060 ～ 66
（一部審議中）

ユーザビリティの要求定義と評価に用いる様式を規定

（注） カッコ内は 2015 年 3 月時点 
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他標準との関連

システム及びソフトウェアの開発から運用・保守に至るライフ

サイクルプロセスを規定した『 ISO/IEC 15288』、『 ISO/IEC 

12207』、『共通フレーム』などでは、品質要求定義と評価に関

連するプロセス、アクティビティ、タスクの概要が定義されてい

る。 SQuaREは、それらのプロセス、アクティビティ、タスクに対

して、システム及びソフトウェアの品質の視点から、より詳細か

つ具体的な作業要件や進め方を提供している。 

プロセスアセスメントを規定した『ISO/IEC 15504 シリーズ』、

『ISO/IEC 33000 シリーズ』、『CMMI』などでは、プロセスの能

力や組織の成熟度の評価や改善に用いるアセスメントモデル

の中で、要求定義と評価に関連するプロセス領域、プラクティ

スが定義されている。SQuaREは、それらのプロセス領域、プラ

クティスを品質モデルや品質メトリクスを用いて、より効果的に

実践するための方法を提供している。 

品質マネジメントシステムを規定した『ISO/IEC 9001 及び

9000ファミリ』では、その要求事項の1つとして製品及びプロセ

スの測定、分析及び改善の仕組みを構築し運用することを求

めている。SQuaRE は、その要求に応えて品質モデルを用い

て、システム及びソフトウェア（製品）の品質測定、分析及び改

善を実行する方式を提供している。 
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の品質のとらえ方

 

次に、SQuaRE を理解するうえで、重要な考え方である「品質ライフサイ

クル」と「品質モデル」について説明する。 

 

システム及びソフトウェアの品質要求定義と評価を行うには、対象製品

が品質ライフサイクルのどの段階にあるかを考える必要がある（図 2.3-1）。

図 2.3-1 に示された大きく循環する矢印は、ステークホルダのニーズに基

づいて、利用者視点、開発者視点の品質要求を仕様化し、開発・実現さ

れた成果物の品質をライフサイクルの各局面（設計・製造、テスト、運用・

保守）で評価して利用者・市場に製品として提供し、その後に、ステークホ

ルダの新たなニーズが製品品質の強化・改善にフィードバックされること

を表している。 

利用者は、例えば「業務効率を 10％アップする」といった利用時の品

図 2.3-1 システム＆ソフトウェア品質ライフサイクル 
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質の一つである「効率性」に関する要求（品質目標）を出す。それを実現

するには、システムソリューションとして機能要求も出す必要があるが、非

機能要求である品質要求（外部品質要求）も提出される。性能効率性、

使用性、信頼性などの品質特性がそれに貢献することが予想される。さら

に外部品質要求を実装レベルで支えるのが内部品質要求である。プログ

ラムの構築やテストの仕方についての品質が問われることになる。 

ここで、システム及びソフトウェアの品質は「製品品質」と「利用時の品

質」に分類されている（図では製品品質をさらに外部品質と内部品質にわ

けている。）。機能の豊富さ、操作のしやすさなど、製品自体が備えている

特徴から見た品質は「製品品質」と呼ばれ、作業効率の向上、使った時

の満足感など、その製品の利用者に対する影響から見た品質は「利用時

の品質」と呼ばれる。 

 

SQuaRE では、「製品品質」「利用時の品質」、それぞれに対応する品

質モデルを定義している。それ以外にも、システム及びソフトウェアの運

用において重要となる「データ品質」に対応する「データ品質モデル」が

定義されているが、これについては「3.6 データ品質」で説明する。 

図 2.3-2 品質モデル 
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図 2.3-2は、これら 3種類の品質モデルが対象とする領域を示したもので

ある。また、「製品品質モデル」「利用時の品質モデル」の概略はそれぞ

れ図 2.3-3、図 2.3-4のとおりである。 

「品質モデル」は、品質要求を定義し評価するための枠組みであり、品

質を分類・整理する時の着眼点（観点）を与えるものである。品質モデル

では、品質の概念を木構造に展開する。品質を構成する上位の要素（例

えば、「満足性」や「機能適合性」）を品質特性と呼ぶ。この品質特性をさ

図 2.3-4 利用時の品質モデル 

図 2.3-3 システム・ソフトウェア製品の品質モデル 
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らに詳細化した下位の要素（例えば、「実用性」や「機能完全性」）を品質

副特性と呼ぶ。 

図 2.3-1の品質ライフサイクルにおいて、2つの品質モデルは関係があ

り、一方の品質（副）特性の評価結果が他方の品質（副）特性の評価結果

に影響を与えている。「製品品質」は、レビューやテストなどを通して評価

し、製品の品質向上に役立てること加え、利用者から見た「利用時の品質」

の予測に用いることができる。また、「利用時の品質」は利用者へのアンケ

ートや利用場面の観察などを通して評価され、「製品品質」の要求定義の

入力として用いることができる。 
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の構造と概要
の品質のとらえ方
の活用

ソフトウェアの品質要求を定義し評価する時の、共通的な考え方を

提供するため、国際規格「 シリーズ」がある。この章では、

規格の概要と基本的な品質の考え方及び活用方法について解説

する。

第２章

品質を考える時に
知っておくべき国際規格

  

 

第
２
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

とは？
の構造と概要
の品質のとらえ方
の活用

ソフトウェアの品質要求を定義し評価する時の、共通的な考え方を

提供するため、国際規格「 シリーズ」がある。この章では、

規格の概要と基本的な品質の考え方及び活用方法について解説

する。

第２章

品質を考える時に
知っておくべき国際規格

  

 

第
２
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

とは？
の構造と概要
の品質のとらえ方
の活用

ソフトウェアの品質要求を定義し評価する時の、共通的な考え方を

提供するため、国際規格「 シリーズ」がある。この章では、

規格の概要と基本的な品質の考え方及び活用方法について解説

する。

第２章

品質を考える時に
知っておくべき国際規格

  

 

第
２
章 

要求を多角的かつ定量的に定義し、要求された品質の実装度合いを客

観的に評価し、必要な修正を施して、品質を作り込んでいくことが可能と

なる。 

取得者は、取得する製品が要求に見合うか否かを判断するのに、又は

候補となる製品のうち、どれが最も要求に合致するかを選定するのに用

いる。自身の品質要求を品質モデルに照らして定義し、品質測定量を用

いて基準を設定し、レビューやテストの結果に基づいて実績値を算出し、

基準に照らして判定を行う。それによって、期待される品質の水準に満た

ない製品のスクリーニングや用途に最も合致した製品の選択をシステマ

ティック行うことが可能となる。 

独立評価者は、開発者や利用者から独立した立場で、客観的に製品

を評価するのに用いる。例えば、品質保証部門が開発者とは異なる観点

からテストを実施して製品の品質を保証したり、認証機関が国際規格の

要求事項に準じて製品品質を認証したりするのに SQuaRE が活用でき

る。 

 

 

  



 

第
２
章 

とは？

 

システム及びソフトウェアの多岐にわたるステークホルダ（利用者、発注

者、開発者など）が持つ多様な品質要求を定義し、その実装を評価する

ための共通の考え方を示す基準のひとつとして、国際規格 SQuaRE シリ

ーズ（以下、SQuaRE）がある。 

開発した成果物が要求を満足しているかを確認する場合、候補製品を

比較選定する場合、第三者が利用者の立場で客観的な評価を行う場合

など、様々な立場のステークホルダが異なる観点から異なる基準で品質

に対する要求を出し、評価を行っていたのでは混乱が生じる。 

 

ソフトウェア品質の観点や基準には、唯一無二の正解がある訳ではな

い。したがって、観点に抜け漏れがないことや理解しやすいこと、基準が

実用的かつ客観的な判断につながることなどの基本要件を充足した上で、

国際的に広く受け入れられる標準が定められることが重要だとの考えから

SQuaREが作られた。 

 

第
２
章 

とは？

 

システム及びソフトウェアの多岐にわたるステークホルダ（利用者、発注

者、開発者など）が持つ多様な品質要求を定義し、その実装を評価する

ための共通の考え方を示す基準のひとつとして、国際規格 SQuaRE シリ

ーズ（以下、SQuaRE）がある。 

開発した成果物が要求を満足しているかを確認する場合、候補製品を

比較選定する場合、第三者が利用者の立場で客観的な評価を行う場合

など、様々な立場のステークホルダが異なる観点から異なる基準で品質

に対する要求を出し、評価を行っていたのでは混乱が生じる。 

 

ソフトウェア品質の観点や基準には、唯一無二の正解がある訳ではな

い。したがって、観点に抜け漏れがないことや理解しやすいこと、基準が

実用的かつ客観的な判断につながることなどの基本要件を充足した上で、

国際的に広く受け入れられる標準が定められることが重要だとの考えから

SQuaREが作られた。 

 

第
２
章 

とは？

 

システム及びソフトウェアの多岐にわたるステークホルダ（利用者、発注

者、開発者など）が持つ多様な品質要求を定義し、その実装を評価する

ための共通の考え方を示す基準のひとつとして、国際規格 SQuaRE シリ

ーズ（以下、SQuaRE）がある。 

開発した成果物が要求を満足しているかを確認する場合、候補製品を

比較選定する場合、第三者が利用者の立場で客観的な評価を行う場合

など、様々な立場のステークホルダが異なる観点から異なる基準で品質

に対する要求を出し、評価を行っていたのでは混乱が生じる。 

 

ソフトウェア品質の観点や基準には、唯一無二の正解がある訳ではな

い。したがって、観点に抜け漏れがないことや理解しやすいこと、基準が

実用的かつ客観的な判断につながることなどの基本要件を充足した上で、

国際的に広く受け入れられる標準が定められることが重要だとの考えから

SQuaREが作られた。 

 

第
２
章 

 

 



  

 

第
３
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ユーザビリティと利用時の品質
ユーザビリティを向上させる取り組み
セキュリティ／セーフティ
自動車分野
医療・ヘルスケア分野
データ品質
クラウドサービス分野

この章では、 で定義された品質の中で、特に注目してお

きたい品質を取り上げ詳しく解説する。また、その品質に関連が

深い産業分野における品質向上の取組み事例を紹介する。

第３章

いま注目したい品質の視点
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わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 
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ユーザビリティと利用時の品質

 

■ユーザビリティの定義と考え方

ソフトウェアやシステムは、どんなに完成度が高くても意図した利用者に

とって役に立たなければ意味がなく、また操作がわかりづらい、時間がか

かってしまうなどユーザビリティに問題があると使ってもらえなくなる。この

ようにソフトウェアやシステムの企画・開発においてユーザビリティが重要

であることは明らかだが、ではどのようにしてユーザビリティを向上できる

か、悩むことが多いのではないかと思う。ここではそのユーザビリティの定

義を解説し、利用時の品質の考え方を紹介する。なお、ユーザビリティと

利用時の品質の関係はのちほど説明する。

ユーザビリティは曖昧なものととらえられることが多いが、人間工学の国

際規格 ISO 9241シリーズにて次のように定義され、測定できるものとされ

ている。「ある製品又はあるシステムが、指定されたユーザーによって、指

定された利用の状況下で、指定された目的を達成するために用いられる

際の有効 さ 、効率及びユーザーの満足度の度合い 」 （ ISO

9241-210:2010）

図 3.1-1 ユーザビリティの定義より（ISO 9241-11、 9241-210） 
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これはユーザビリティを考える場合、ユーザー、ユーザーの目標、利用

の状況の 3つを決める必要があること、そして 3つの観点（有効さ、効率、

満足度）で測定できることを示している。図3 1-1にこの定義の模式図を示

す。言い換えると、この 3 つが決まらないとユーザビリティは測れない、と

いうことであり、またこの 3 つのうち一つでも変化するとユーザビリティの良
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わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 
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として定義している。SQuaREではこの 5つの特性の下に副特性を定義し

ており、それらを用いて測定する枠組みを与えている。利用時の品質の

測定は様々な方法で測定されるが、まずここに含まれている特性、副特

性さらにそれらを構成する特徴をベースに考えていくとよい。

■ユーザビリティ向上のための人間中心設計（HCD）

ユーザビリティや利用時の品質は、ユーザーや利用の状況によって変

化するためこれらを考慮した具体的な設計（画面遷移や画面設計など）

で苦労することが多い。対象ユーザーの特徴が異なると最適な画面遷移

やデザインが異なるからである。一方で使いやすいシステムを設計するた

めのプロセスや手法はどのようなプロジェクトでも概ね同じである。その枠

組みを与えるものとして人間中心設計（HCD ）がある。ユーザー中心設

計（UCD ）とも呼ばれている。1999 年に HCD に関する最初の ISO が発

行され、2010年には最近の動向にあわせた改訂版 ISO 9241-210が発行

された。2010年の改訂では、HCDの目標としてユーザーエクスペリエンス

（UX ）向上が追加された。UXはユーザビリティも含む概念であり、有効さ、

効率、満足度はもちろん、よりよい体験（嬉しい、感動）なども包含するも

のとして使われている。

図 3 1-3に ISO 9241-210のプロセスを示す。ユーザビリティや利用時の

品質を考える際、重要となる利用の状況や対象ユーザーのことを開発の

上流で調査によってきちんと把握すること、デザインコンセプトや要求事

項を明確にすること、そして設計（プロトタイピング）と評価を繰り返すこと

がエッセンスとなっている。HCD を推進するためには、プロセス、手法、ス

キルの 3 つが柱になっており、図 3 1-3 のプロセスをベースに、適切な時

期に適切な手法を用いること、そしてそれらをきちんと実行できるスキルを

もつ人材（専門家）が参画することが重要となる。専門家の例としては

                                                        
1 HCD: Human Centered Design 
2 UCD: User Centered Design 
3 UX: User eXperience 
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HCD-Net 認定の人間中心設計専門家や日本人間工学会認定の人間工

学専門家などがある。

SQuaREの拡張部門には、この HCDプロセスを推進するための規格も

含まれている。第 2章の表 2 2-1に示すように ISO IEC 25060番台として

審議されている。これまでに 25060 と 25062 が発行されており、現在、利

用状況の記述やユーザー要求報告書、ユーザー評価報告書などに関す

る規格が策定中で、発行されると HCD プロセス推進のよい手引き書とな

るであろう。

 

 
（注） SQuaRE（ISO/IEC 25010等）では、“usability”という用語が、製品品質の 8つの
特性のひとつとして用いられており、SQuaREの JIS（JIS X 25010等）においてその日
本語訳は“使用性”を用いている。一方、人間工学分野の ISO 9241シリーズでは、現
在“usability”の訳は、“ユーザビリティ”を用いており、SQuaRE の“利用時の品質”の

概念と近い（例外として人間工学分野の JIS Z 8521:1999だけは“usability”を“使用性”
と訳している）。 

  

図 3.1-3 ISO 9241-210のプロセス 
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ユーザビリティを向上させる取組み 【事例】

 

■「利用時の品質」が高いとは

例えば、初心者が銀行の ATM で振り込み手続きをする際に、ATM か

ら提示された情報や操作手順を迷うことなく理解でき、誤った操作をする

ことなく、期待した時間内にスムーズに手続きを終えられるなら「利用時の

品質」は高いといえる。結果として利用者の作業時間、待ち時間を最小限

に抑えることができれば、銀行としてのサービス（ここでは利用者の拘束

時間を短くする能力）が高いことを示し、顧客満足度を高め、顧客の離反

を招く不満要素の削減に繋がる。このようなユーザビリティを向上させ、か

つ、その良し悪しを測るにはどう取り組めば良いだろうか。

■「利用時の品質」のユーザビリティ観点を作り込むために

SQuaRE では「利用時の品質」と関連が深い製品品質の特性として「使

用性」副特性が定義されており、これを十分に理解し活用することが大切

である。

一方、ユーザビリティ観点での検討項目としては、有名な Jakob Nielsen

表 3.2-1 車載用 HMIの検討項目例（株式会社 U'eyes Designによる） 
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わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 
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による「ヒューリスティック評価」の 10 原則4や、国際規格 ISO9241-110「人

間工学－人とシステムとのインタラクション－対話の原則5」内で規定され

た 7 原則などがある。対象とする分野において、ユーザビリティを具体的

に考察するためには、これらの手法を参考にしながら、多岐に渡る検討

項目を分類整理して取り組む必要がある。 

表 3.2-1は、株式会社 U'eyes Designによる、車載用 HMIの分野にお

ける検討項目の分類例である。この例では、車載用 HMI の検討では安

全運転に必須の「知覚・判断・操作」を中心的項目として掲げている。また

ユーザーを明確に定めることを重視し、ペルソナ6の設定の仕方に関する

質の良し悪しを評価する「ユーザー特性」を加え、さらに、商品性として欠

かせない「魅力性」を加えた 5つの大分類で構成している。 

次に、中分類としては、先にあげたヒューリスティック評価 10 原則を扱

                                                        
4 http://www.nngroup.com/articles/ten-usability-heuristics/ 
5 JIS Z 8520 
6 http://www.usability.gr.jp/lecture/ud-and-persona.html 

http://www.usability.gr.jp/lecture/think-persona-psychologically.html 

表 3.2-2 「使用性」副特性とユーザビリティ検討項目との対応関係 

（株式会社 U'eyes Designによる） 
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い易くした「構造化ヒューリスティック7」を採用している。これらの項目は、

それぞれの製品領域や開発部門の文化に沿うよう、また、新規開発の場

合や部分的な改善を行う開発にも対応できるよう、構造的に分類しておく

と有用である。 

この分類例に関して、各検討項目と SQuaREの「使用性」副特性項目と

の対応関係は表 3.2-2 のようになる。この表で、ユーザー特性に分類した

各項目は、すべての副特性に共通して検討すべきものとして位置づけて

いる。 

 

■「利用時の品質」を測る

「利用時の品質」はユーザビリティに取り組んだ成果であり、それを測る

手法がユーザビリティの専門領域にて提唱されている8。代表的なものとし

て、タスク達成度評価、NEM9、SUS、CIF があり、NHTSA10から提唱され

た Distraction Guide lines がある。「利用時の品質」を開発プロセス内で

予測するためには、模擬的に実際の利用環境に近い環境において、実

ユーザーが商品を利用する状況を再現して測定する。本節では「使用性」

との関係性を確認できる NEM（どの操作機会で問題が発生しているか、

および、その程度を確認できる定量的評価指標）を例に「利用時の品質」

の「効率性」の改善事例について紹介する。 

 

 

 

  

                                                        
7 "問題発見効率の高いユーザビリティ評価法-1.構造化ヒューリスティク評価法の提
案-" ヒューマンインタフェースシンポジウム(1997)  p481-p488 
8 ユーザビリティハンドブック（共立出版）、ユーザビリティテスティング（共立出版） 
9 Novice Expert ratio Method 
10 NHTSA： National Highway Traffic Safety Administration（米国運輸省道路交通
安全局） 
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わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存
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を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル
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■「銀行 ATM振込操作」における効率性の問題点 

図 3.2-1 は、銀行 ATM を利用して物品の購入費を販売者へ振り込む

場面に対してNEMを適用した例である。利用者の振り込み処理における

一連の操作手順（キャッシュカードを挿入し、複数の操作機会を経て振込

み作業が完了する）を横軸に示し、縦軸は各操作に要した操作時間であ

る。棒グラフは、設計者（熟練者）の操作時間を 1 として一般利用者（初心

者）の操作時間との比 Ri（以下、NE 比11）を表したものである。NE 比が

4.5 倍以上ある操作機会にはユーザビリティ上、致命的な欠陥があると判

定12される。操作ステップ 2のNE比が 10倍を超えたのは、この操作画面

内の用語が不適切でユーザーに意味が伝わらず、次の操作ステップに

容易に遷移できなかったことが理由である。 

この対策としては、表 3.2-2で示した「C1適切な表示・表現」を考慮する

必要がある。この事例では、銀行が商品サービス用語として独自に考案

した名称が画面に表示されていたことが原因であった。どの用語を選べ

ば「C1 適切な表示・表現」が改善するかは画面仕様設計の段階で検討・

調査し、NE比の値が下がる用語を採用する。 

 

                                                        
11 NE比の考え方は電子政府ユーザビリティガイドラインにも紹介されている。
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/guide/security/kaisai_h21/dai37/h210701gl_f.pdf  
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/guide/kaisai_h20/dai2/siryou4.pdf 
12 http://ueyesdesign.co.jp/case/paper/upa2002.pdf 

図 3.2-1 銀行 ATM振込操作の場合（株式会社 U'eyes Designによる） 
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■「カーコックピット操作」における効率性の問題 

図 3.2-2 は自動車コックピット内におけるカーエアコン操作に対して

NEM を適用した例13である。不適切な用語（「MODE」が「風向き変更」の

意味を伝えられない）や、曇りを除去する対象がフロントかリアかの違いを

見分けにくいピクトグラム（サイン）デザインが要因となって NE 比が高くな

っている。ピクトグラムやアイコンデザインの意味が的確に伝わるためには

表 3.2-2 の「B1 視認性、C1 適切な表示・表現」を高める対策を施せば良

い。 

また、自動車コックピットにおける操作では安全運転が優先され、エア

コンなどの従たる操作が運転操作を阻害してはならない。このような多重

課題を伴う場合は NE 比が 4.5 倍未満であっても安全運転を確保できな

いので 2倍未満にする必要がある。 

                                                        
13 http://dl.acm.org/citation.cfm?id=633394、

http://ueyesdesign.co.jp/case/paper/nem_chi2000.pdf 

図 3.2-2 カーエアコン操作の場合（株式会社 U'eyes Designによる） 
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図 3.2-3 は停車時に集中して作業できるカーナビの設定操作の例であ

る。多重課題ではないので、ATMや後述のWEBサイトの事例と同様NE
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くなる。この例では表 3.2-2の「B3触覚、C5一貫性、C7誘導性」など複合

的な対策を立てることで「効率性」の低下を防ぐことができる。 

 

■「地方自治体Webサイト」における効率性の問題 

図 3.2-4は HCD-Net14が「地方自治体Webサイトのユーザビリティ評価

                                                        
14 特定非営利活動法人人間中心設計推進機構 

図 3.2-3 カーナビの設定操作の場合 
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2009～子育て＆引越タスク編～15」を実施した例である。この事例では、
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は違いが生じており効率性の差が明らかとなった。対策には「使用性」の

検討項目を複合的に活用し、結果として「利用時の品質」の向上に繋げ

ることが可能となる。 

 

■「利用時の品質」向上のために 

本節では「利用時の品質」を向上させるため、製品品質「使用性」副特

性を総合的にマネジメントすべきことを示した。ユーザビリティの専門領域

では、そのための多くの手技法が開発され、活用が進んでいるが、開発

現場における認知度や普及度は十分ではない。古くは人間工学の知見

がハードウェアの設計に有効に働いたように、ユーザビリティのノウハウや、

                                                        
15 http://www.hcdnet.org/event/web2009.php 

図 3.2-4 Webサイトの場合 
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多くの実践例から得られる知見が、ソフトウェア品質の向上に必ず役立つ。

こうしたノウハウを効果的に利用するためには、ユーザビリティの専門家16

を計画的に育成することに加え、外部の専門家を積極的に活用する方法

もある。 

 

  

                                                        
16 HCD-Net認定 人間中心設計専門家資格 http://www.hcdnet.org/certified/about/ 
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セキュリティ／セーフティ

 

日々の報道等にも表れているように、IT システムのセキュリティやセー

フティ（安全性）に関わる対策が不十分であることに起因する障害や事故

が頻繁に発生している。例えば、海外の原子力プラントの制御システムに

マルウェアが感染し、システムがダウンした。また、インターネットに接続さ

れた家電機器が攻撃を受け、個人情報が外部に流出する状態になって

いた、等の事故が報じられ、人々に衝撃を与えた。セーフティに関しても、

放射線治療装置のソフトウェアエラーによる治療事故等の事例が数多く

報じられている。今や、日常生活で使われる機器、社会生活や産業で使

われる機器、ネットワーク上の各種サービスといった機器・サービスの多く

が ITで支えられており、今後も、その誤動作や、外部からの攻撃、情報漏

えいなどが大きなインパクトを人々にもたらす可能性がある 。ソフトウェア、

システム、サービスが様々に組み合わされ利用されることや同じプラットフ

ォームで複数のソフトウェアが動くこと、またネットでつながっていなくても

オフライン入力データに巧妙に攻撃が仕組まれる可能性などを考慮する

                                                        
17 具体的には、モバイル機器、家電、自動車、医療機器、交通機関の制御、プラント
の制御、ネットバンキング、行政サービスなどのセキュリティ、セーフティ課題が話題と

して取り上げられている。 

図 3.3-1 セーフティとセキュリティの重要性 
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セキュリティ／セーフティを担保するための「特定機能」部分としては、本
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アーキテクチャ上の観点として、セキュリティ／セーフティを管理する厳密

さのレベルを区別した複数の領域を設定し、それら領域間での情報の移

動を制限するといった考え方がある。

 

 

■セーフティ課題

セーフティは、そのシステムを利用して生活や業務を行う際に、それら

の実施経過や結果が、安全であり、安心できるものであることを要請して

いる。
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ことや、鉄道や航空機の管制システムがあらゆる状況においても事故を

回避する設計がされていること、などが含まれる。従来から安全性が重要

なテーマとなってきた交通等の分野では、過去のトラブルや事故の分析

から得られたノウハウの蓄積がある。一方で、ソフトウェアによる制御の比

重が高まったことや、「つながる」システムの環境が増えてきたことから、い

ままであまりセーフティに関与しないと思われてきた分野でもセーフティを

問題としなければならない状況が生まれている。例えば、従来は単に人
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るシステムとなる。地図情報システムや災害情報システム（それらの機能

内容、通知タイミングや誤報防止などの性能、及びデータ内容）などがそ

うした例に挙げられる。

ところで、安全性を深く掘り下げた国際的な一般基準としては、機能安
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わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル
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全という考え方がある 。機能安全の考え方では、安全の実現のために、

開発プロセスの各場面において、順守すべき事柄が必要事項として列挙

され、深く追求すべきことが述べられている。しかし、設計上の考慮漏れ

や、機能を実現するソフトウェアの全般的な品質確保が不十分であれば、

列挙された事項に取り組むといっても、それは絵に描いた餅になる可能

性がある。思いがけない品質の落とし穴を生み出さないように、品質確保

の幅広い視点をもつことと、セーフティの基本的な課題理解とが着実に行

われることの両方が必要である 。

機能安全の規格では、どのような水準でセーフティを組込むのかにつ

いて、システムの目的やリスクを想定し、求められるレベルに応じた対策を

行うという考え方として、安全度水準（SIL）を用いることが多い。安全が重

                                                        
18 IEC 61508（機能安全）やその分野別規格である ISO 26262（自動車分野）などがあ
る。これらの規格は、装置やシステムが果たすべき安全性について、システム全体の

構造などで実現する安全と、保護装置や安全機能装置などで実現する安全との区別

を行ったうえで、後者（機能安全）についての基準を定めている。 
19 多くのプログラムが並行して動作する環境では、例えばあるプログラムの動作が他
のプログラムの動作を妨害するといった事象はしばしば出会うことであるが、そうした共

存性の話題もセキュリティ上の可用性などの課題につながることがある。 

図 3.3-3 システムのセーフティといろいろなステークホルダ 
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要だといっても、過剰な安全設計は開発期間やコストの増加に直結する

ため、品質要求の設定では、求められる必要十分な機能を明確にするこ

とが重要である。

セーフティ課題を考える上で見逃してはならない点の一つに、システム

に関わる多くの利用者（あるいはステークホルダ）がいるという点がある。

システムを直接操作するいわゆる利用者のほかにも、システムを継続的

に利用できる状態にする役割の保守要員も関与する。また、交通系のシ

ステムの正常な運用が妨げられたときに、交通機関の利用者に大きな影

響が及ぶことを考慮すると、システムの間接的な利用者も想定しなければ

ならない。セーフティにかかわる要件定義やテストでは、そうした広い利用

者を考慮することが重要である（図 3 3-3参照）。

図 3 3-3 に示されているように、安全に関わるリスクには、健康・身体に

かかわるもののほかに、より広く、社会やビジネスにとってのリスクとして、

「環境リスク」や「経済リスク」の視点もある 。環境リスクとは、システムの不

具合・不十分のために関連する生活環境・労働環境が汚染されるリスクが、

適切に緩和・回避されているかを問題としている。また経済リスクは、同様

に、システムの不具合・不十分のために関連する企業や個人がビジネス

上／金銭上のデメリットを被るリスクが、適切に緩和・回避されているかど

うかを問題としている。これらも、多様な利用者の観点から、システムの利

用の最終的結果としてリスクを免れられている程度を品質の一環として問

題としている。

                                                        
20 SQuaREでは、広く安全にかかわるリスクに対応する品質特性を「リスク回避性」とい
い、その詳細化として「経済リスク緩和性」、「健康・安全リスク緩和性」、「環境リスク緩

和性」を取り上げている。セーフティはソフトウェア単独で実現するものではなく、シス

テム総体として実現するものという考え方で、利用時の品質モデル内の「リスク回避性」

という品質特性を設けている。一方、セキュリティは、ソフトウェアの品質が直接関与す

るとの立場で製品品質に含めるとともに、データ品質の面でも機密性などの特性を課

題としている。 
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■セキュリティ課題
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ティ対策を漏れなく進めるために参考となる。その際、SQuaRE を活用し、

                                                        
21 セキュリティを社会的に問題とする際に、組織のセキュリティを対象とするセキュリ
ティマネジメントシステム（ISMS、ISO/IEC 27001）的な取り扱いと、製品のセキュリティ
を対象とするとするセキュリティ評価基準（コモンクライテリア、ISO/IEC 15408）的な取
り扱いとがある。ここでは、後者の側面について、SQuaREのテーマとの関係を見る。 
22 情報やデータが不正に書き換えられない程度のことで、セキュリティの用語としては
完全性ともいう。 
23 コモンクライテリアは、米国や日本での IT製品の政府調達基準の一部として採用さ
れている。 

図 3.3-4 コモンクライテリアに含まれるセキュリティ機能のいろいろな側面 

 



  

 

第
３
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ユーザビリティと利用時の品質
ユーザビリティを向上させる取り組み
セキュリティ／セーフティ
自動車分野
医療・ヘルスケア分野
データ品質
クラウドサービス分野

この章では、 で定義された品質の中で、特に注目してお

きたい品質を取り上げ詳しく解説する。また、その品質に関連が

深い産業分野における品質向上の取組み事例を紹介する。

第３章

いま注目したい品質の視点

  

 

第
３
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ユーザビリティと利用時の品質
ユーザビリティを向上させる取り組み
セキュリティ／セーフティ
自動車分野
医療・ヘルスケア分野
データ品質
クラウドサービス分野

この章では、 で定義された品質の中で、特に注目してお

きたい品質を取り上げ詳しく解説する。また、その品質に関連が

深い産業分野における品質向上の取組み事例を紹介する。

第３章

いま注目したい品質の視点

  

 

第
３
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ユーザビリティと利用時の品質
ユーザビリティを向上させる取り組み
セキュリティ／セーフティ
自動車分野
医療・ヘルスケア分野
データ品質
クラウドサービス分野

この章では、 で定義された品質の中で、特に注目してお

きたい品質を取り上げ詳しく解説する。また、その品質に関連が

深い産業分野における品質向上の取組み事例を紹介する。

第３章

いま注目したい品質の視点

  

 

第
３
章 

幅広の品質特性群を統一的な視点で点検してみることも有益といえる。
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れにどのように対処するのかというストーリーが明確にならなければならな

                                                        
24 事象の主体が特定できるようにすることは機能要件とみることもできるが、従来はこ
のような要件は機能とはみなされないケースがあったことを背景に、SQuaREでは品質
特性として扱っている。 
25 コンピュータ処理上の主体（人やプログラムなど）が、ただしく本物であることの確か
らしさのことで、認証性ということもある。 
26 また、特にWeb サイトの開発では、OWASP TOP10 といったデファクト基準
（http://www.owasp.org/）や、IPAで提供している「安全なウェブサイトの作り方」
（https://www.ipa.go.jp/security/）等を参考にすることが有効である。 
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わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 

 

第
３
章 

わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 

 

第
３
章 

わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 

 

第
３
章 

い（図 3 3-5を参照）。

セキュリティやセーフティの品質要件を定める際には、程度の差はあっ

ても、こうしたリスク分析に基づいた要件策定が基本的な形となると思わ

れる。コストの考慮といった面も含めリスク分析・評価の結果としてリスクが

明示的に受容可能となるまでリスク緩和策の実装・実現を追求すべきだと

いうことに注意が必要である。

また、セキュリティ／セーフティを追求する上での、これとは異なる観点

として、セキュリティ／セーフティを、「困ったことを緩和するためにやむを

えず考慮しなければならない追加機能」として考えるのではなく、適切な

セキュリティ／セーフティ方策を採用することによってそれまでの発想で

は実現困難であった価値を実現するといった積極的な品質要件とする立

場も考えられる 。

  

                                                        
27 例えば、電子署名の導入により、従来危険として試みられなかった情報保存や通
信経路の設定等が可能になりシステムのイノベーションが起こることがある。 

図 3.3-5 セキュリティ／セーフティのリスク評価とリスク緩和の反復プロセス 
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自動車分野 【事例】

 

■車載電子システムの動向

社会と自動車の関わりを考える上で、「環境」「安全・安心」の視点は欠

かせない。

自動車は「環境」と常に向き合いながら発展をとげてきた。1970 年代か

ら導入された排ガス規制をきっかけとしてエンジン制御の電子化が始まっ

た。今日では温暖化防止に向けた CO2 排出量削減のため、燃費改善に

加えて環境負荷の低いエネルギーを利用することが求められている。この

ためハイブリッド車、電気自動車、燃料電池車といった新たな技術を導入

した自動車が開発され製品化されている。

「安全・安心」も自動車にとっては重要な視点である。これまでも機構の

改良や安全装置を工夫することで、交通事故による死亡者数を削減して

きた。今日では、事故そのものを削減するためにドライバーの認知・判断・

操作ミスを冒さないように支援する技術、衝突が避けられない場合に被害

を最小限に抑える技術が実用化されている。

これからの環境技術や安全技術は、情報通信や電力といった社会イン

フラとつながりながら発展していく。高度な運転支援には、車車間・路車

"高信頼車載電子システムの安全性とソフトウェア",SECjournal No.38 より引用 

図 3.4-1 車載電子システムの発展 
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間通信といった技術が使われ始めており、環境面では自動車の充電を電

力システムの中で最適化するマイクログリッドも実用化が始まっている。今

後は、スマートフォンやクラウドといった IT 技術との連携により、新たな自

動車の利用方法やサービスの創出が加速的に進む（図 3 4-1）。

このような先進的なシステムはソフトウェアにより実現されている部分が

大きい。車載ソフトウェアは、年々指数関数的に増加してきており、2015

年には総ソースコード行が1億行 1台を越える。これに対応する為に ISO

16949 や SQuaRE 等を参照しながら、機能性・信頼性・効率性・保守性・

移植性といった特性の改善に取り組んできた。今後は、前述したように、

人命に直接的に関わる高度運転支援・車内外の通信を活用した新たな

サービスが普及するにつれ、セーフティ・機密性（セキュリティ）といった特

性が、ますます重要になってくる。以下、車載ソフトウェアのセーフティ・セ

キュリティについて述べる。

 

■自動車向け機能安全規格（ISO 26262）

自動車業界では、機能安全規格ISO 26262の制定により、車載電子シ

ステムの安全に関する標準的な考え方が確立された。

ISO 26262では「モノが壊れること」（偶発的故障）と「人がミスをすること」

（系統的故障）の2点を前提に安全対策を行う。偶発的故障はハードウェ

アの通常の意味での故障であるため、故障率を許容レベル以下に抑える

（信頼性をあげる）か、安全装置や安全機構を追加することで危害の発生

確率を抑制するといった設計上の対策を取る必要がある。一方、系統故

障は設計上の考慮漏れや設計ミスなどに起因するために、開発プロセス

の中で必要な対策を行う。

品質マネジメント体系（ISO TS 16949）に基づく車載電子システムの安

全性は、安全性の作りこみを行うことを重視してきたが、ISO 26262では安

全性を規格に照らし合わせて説明できることが必要となる。
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■車載ソフトウェアの安全性

ソフトウェアの不具合は系統的故障に分類される。しかし、開発プロセ

スを整備すれば十分であるわけではなく、ソフトウェアに対しても安全設

計を行うこととその検証を行うことが要求されている。

昨今のような複雑なシステムに対しては、アーキテクチャレベルで安全

構想を基本設計に落としこんでおくことが重要となる。アーキテクチャレベ

ルで安全対策を行うためには、安全要件とその安全対策を明確にするこ

とと、安全機能とそれ以外の非安全機能（主制御など）を明確に分離して

おくことなどがポイントである。

ソフトウェア不具合のうちメモリ破壊や暴走につながるものは、その影響

の解析が一般には難しいが、保護機構もしくは監視機構などを用いて非

安全機構の不具合からの干渉を受けない構成を取ることで、安全機構を

分離することができる。この場合には、干渉に関する安全性解析を安全

機構に対して行うことで、非安全機構も含めた安全性の確認ができる。

このようにソフトウェアであっても、安全構想から基本設計に落とすレベ

ルで対策を考慮しておくことで十分に安全性の説明が可能となる（図

3 4-2）。

"高信頼車載電子システムの安全性とソフトウェア",SECjournal No.38 より引用 

図 3.4-2 ソフトウェア安全性の設計への織り込み 
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わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 

 

第
３
章 

わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 

 

第
３
章 

わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 

 

第
３
章 

■安全マネジメント

ISO 26262は安全設計、開発プロセスだけでなく、製品ライフサイクル

全体の観点から、組織面やマネジメント面での要件も規定している。その

ため機能安全に対応するためには企業活動の広範囲に亘った対応が必

要となってくる。機能安全への組織的対応としての一例を図3 4-3に示

す。

■セキュリティ

自動車は情報系技術を取り込みながら社会とつながる存在に変わろう

としている。車載電子システムがネットワークに常時接続することにより、

様々な利便性をサービスとして実現できるようになってきていると同時に、

外からの脅威にも晒されることになる。セキュリティの観点からはこのような

脅威に対する対策が必要となる。

脅威には大きく分けて、①財産・プライバシーに関わるものと②人命に

関わるものがある。財産・プライバシーに関わる脅威については、情報シ

ステムを対象とした標準や技術が既に存在しているため、社会インフラと

の調和を考慮してこれらの標準技術を取り入れる必要がある。一方で、人

命に関わる脅威については、ISO 26262の観点から安全性を担保する必

要がある。

"高信頼車載電子システムの安全性とソフトウェア",SECjournal No.38 より引用 

図 3.4-3 機能安全への組織的対応 
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車載電子システムにおけるセキュリティ対策は、安全設計を中核として

情報システムの技術・手法を取り込むアプローチが現実的である。具体

的には脅威分析の段階で財産・プライバシーなどの従来の情報セキュリ

ティの観点に加えて人命を考慮した分析を行い、人命に関わる脅威が識

別できた際には ISO 26262 の観点から安全性の検証を行って必要な品

質を担保することである（図3 4-4）。

■まとめ 

自動車は外とのつながる機能・性能の進展により、社会システムの一構

成要素としての色合いが濃くなる。情報セキュリティ含め自動車が安全で

あることを、アーキテクチャ・プロセス面から担保することに加えて、社会に

対してその証明・説明をすることが今後ますます重要となる。

 

  

"高信頼車載電子システムの安全性とソフトウェア",SECjournal No.38 より引用 

図 3.4-4車載電子システムのセキュリティ 
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医療・ヘルスケア分野 【事例】 

 

■つながる医療・ヘルスケア ～医療 ICTについて～

患者及び様々な医療従事者が医療情報を共有し活用していく仕組み、

「医療情報連携ネットワーク」が広がりつつある。将来、一人の患者に一

つの電子カルテとなり、健康管理情報から、通院記録、診断記録、処方

箋、診断画像など、全てのデータが一元的に管理され、日本中のどこの

病院でもアクセスできる時代がくると考えられている。 ただし、患者情報

の取り扱いは極めて重要で、万が一の場合でも医療事故が起こってはな

らないし、データ連携の標準化もやさしいことではない。 技術的にも、先

進医療機器から、各種センサー、スマートフォンやタブレットなどのモバイ

ル端末、医療クラウドといった幅広いデバイス・システムの連携が考えられ

る。 私たちの QOL（Quality Of Life）にとって重要な役割を果たす医療

図 3.5-1 つながる医療・ヘルスケア 
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ICT だが、このように社会的にも技術的にも高度で複雑な関係を併せ持
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ログラムは単体であって法規制への対応が求められている。 ここでは、

ソフトウェアそのものの品質確保も大切だが、そのソフトウェアを動作させ

るシステムへの配慮も必要で、特にコンピューターウイルスやハッキング

の不正攻撃から守る仕組みも含めた総合的な品質確保が重要になって

いる。
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わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存

在する（図 3.1-2参照）。

ユーザビリティが、曖昧ととらえられるのは、この 3 つをきちんと定義せ

ずに議論することが原因である。特に利用の状況は刻々と変化するため

必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。

SQuaRE 規格でも同じ考え方が採用されており、ソフトウェア開発にお

いてさらに有効となるように拡張されている。SQuaRE では利用時の品質

を次のように定義している。

「特定の利用状況において、特定の目標を達成するために、特定の利

用者が彼らのニーズを満たすために、有効性、効率性、リスク回避性及び

満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 
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■医療機器のクラス分類

医療法規制では、図 に示すように人体に与えるリスクの程度によ

って医療機器を分類し、そのクラス分類ごとの規制基準をもって管理を行

っている。人の生命・健康に重大な影響を与えるおそれがあるクラスの医

療機器にはより高度な管理が求められている。 ここで注意しなくてはなら

ない点は、品質管理基準に関し、クラスが高ければ高品質で、クラスが低

ければ品質が低くても構わないということを意味するものではない。 クラ

ス I ではバグが 5 つまで許されるというものではなく、各クラス分類に応じ

て必要な品質管理の厳格さが要求事項として設定されており、その各々

への対応が求められるということを意味している。

 

 

図 3.5-2 医療機器に関連した国際規格・各国規制事例 
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■医療機器における品質要件事例

（1）内視鏡システム －信頼性―

内視鏡を用いた検査では検査中に画像が消えてしまうと、挿入したスコ

ープを一旦取り外して再度挿入することになり、患者に不快な思いをさせ

てしまう。 また、内視鏡下外科手術の場合では、機

器が正常に動作するまで手術を中断したり、開腹手

術に切り替えたり、後日改めて手術を行うようなケー

スにもつながってしまう。 このように、内視鏡を用い

た検査や手術において、「画像消え」はあってはなら

ない事象の筆頭に上げられている。これは”医師は

一瞬足りとも術野から視線を外さない”という鉄則を

犯すことになってしまうためである。そのため、内視鏡

図 3.5-3 医薬品医療機器等法におけるクラス分類 

 

※厚生労働省 「薬事法等の一部を改正する法律について」 改正法の参考資料より抜粋 
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11120000-Iyakushokuhinkyoku/0000066816.pdf 
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システムにおいては、民生品では許容範囲とされるような「画像消え」に対

しても、異常系を含むあらゆるケースを想定した設計・検証を行うなど、細

心の注意を払った対応を行っている。 

（2）外科用エネルギーデバイス －機能適合性―

外科手術で使われる電気メスや超音波メスといったエネルギーデバイ

スでは、スイッチを押していないにもかかわらず出力してしまう場合、設定

した値より過大な出力になってしまう場合が危険なユースケースとなる。

それによって正常部位に火傷を与える、或いは穿孔に至るようなケースが

考えられる。一方、実際の超音波メスや、電気メスではその出力の増減で

切開の深さ／広さ、凝固の範囲などが大幅に変わってしまう。 そのため

このような外科用エネルギーデ

バイスでは、使用する医師の

意図通りに確実に作動するとと

もに、使用する周辺の環境が

変わっても、いつでも同じ結果

を出すことが求められている。

 

■まとめ

医療情報連携ネットワークが広がりつつある中、医療・ヘルスケアの環

境は様々なステークホルダが様々なデバイスをつなぎ情報を共有してい

くものになっていく。 そうした医療・ヘルスケア・システムが今後どのよう

に品質を確保していくかが重要な課題になっていくであろう。 本節では

主に現状の医療機器の環境を述べたが、今後のつながる医療において

は、SQuaRE 等も参考に、広範な視点に立った医療向け品質モデルの定

義が大切になっていくのではないかと考えている。
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データ品質

 

システム及びソフトウェアの品質を考えるとき、その処理対象となるデー

タの品質を併せて考えることが重要になっている。システムやソフトウェア

の品質に問題がなくても、データの品質に問題があれば、期待する結果

が得られず、利用者からは、その製品やサービスの品質が不足している

ように見えることに変わりない。 

年金、預金など個人の財産に関するデータ、行政サービスや課税の基

礎となる国民、住民の基本データ、事業上の主要な意思決定に用いる市

場動向等に関するデータなど、品質を考慮すべきデータには多種多様な

ものが考えられる。本書が注目する「つながる」システムにおいても、機器

やシステムの間で都度やり取りされる情報や、膨大に蓄積されたデータそ

出典:総務省 http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/h24.html 
図 ビッグデータの例



 

第
３
章 

わりの騒音の大きさなど電話をかける上で影響を受ける様々な要因が存
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必要な項目をきちんと定義しておく必要がある。
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満足性を満足して製品又はシステムを使用することができる度合い」（JIS

X 25010:2011）。

ユーザビリティの定義における有効さ、効率、満足度の度合いに加え

て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル
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のものが新たな価値を生み出すといわれるビッグデータなど、データの品

質がシステム全体の品質に与える影響は、今後も増大すると思われる。 

 

システム及びソフトウェアと同様に、データに関しても品質の多様性に

対する考慮が必要である。データに欠落がないこと、データ相互に矛盾

がないこと、プライバシーに対する配慮がなされていることなど、データ品

質にも様々な特性が求められる。このようなニーズに対応して、SQuaRE

では、ISO/IEC 25012 で表 3.6-1 に示すデータ品質モデルを規定してい

る。 

 

SQuaRE のデータ品質モデルの特徴は、データ品質特性を固有の視

点からのものとシステム依存の視点からのものに分類していることである。

例えば、データの正確性や一貫性は、コンピュータシステムを介さず、紙

に打ち出された状態でも評価できるが、バックアップなどを前提とした回

復性は、当該データを処理、保管するコンピュータシステムを介さなくて

は評価することができない。加えて、2 つの性質を併せ持つ、固有の視点

及びシステム依存の視点からのデータ品質特性もある。例えば、データ

表 3.6-1 データ品質モデル 
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の機密性は、暗号化などによって機密保護されているデータを仕様から

特定することができるとともに、機密保護対象データを保管しているシステ

ムに仮想的な攻撃を試みてデータの機密性を評価することもできる。 

 

 

 

 

 

サービス品質

システム及びソフトウェアの品質に関連したもう 1つのトレンド

として、システム及びソフトウェアを様々に活用した ITサービス

の品質が重要になってきている。IT サービスの品質では、サ

ービスの提供に関わる人の能力、それらの人とサービス提供

基盤としてのシステム及びソフトウェアとの相乗効果などが問

題になる。そのようなサービスを開発し提供するベンダにとっ

て、またサービス利用者にとって、IT サービスの品質に対す

る共通の認識、理解を促進するための品質モデルが必要とな

ってきている。このような背景から、現在 ISO IEC 25011 として、

IT サービスの品質モデルの国際規格化の作業が進められて

いる。
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クラウドサービス分野 【事例】

 

■クラウドサービスの現状

近年、多岐にわたる分野でM2M（Machine to Machine）や IoT（Internet 

of Things）などを用いて、社会や企業活動を通じて生成される多種多様

なデータを活用し、新たな事業を創出していくことが期待されている。こう

した中、システムの初期投資を抑えつつ、短期間でシステム構築や構成

変更が容易に行え、企業のグローバル事業拡大や新事業の立ち上げに

迅速に対応できるシステム基盤として、クラウドサービスを活用することが

一般的になっている。 

また、クラウドサービスの裾野の広がりと、さまざまなクラウド基盤を相互

運用するための技術標準化を踏まえ、企業ユーザーの関心は、「どのクラ

ウドサービスを使うか」から、「どうクラウドサービスを組み合わせて使うか」

に移ってきている。サービスを提供する事業者にとっては、多様化する利

用者ニーズに対応した製品・サービスを迅速に提供するとともに、それら

の品質確保の重要性がますます高まっている。 

 

「つながる領域」として見たときに、センター設備、ネットワーク、ハードウ

ェア、基本ソフトウェア、アプリケーション、ヘルプデスクなど、様々な資源

を必要とするサービスを提供する場合、単一の事業者（企業や組織）でこ

れらすべてをまかなうことは困難であり、多くの場合、複数の事業者が関

与してサービスを提供する形態がとられる（これを垂直方向のつながりと

呼ぶ）。 

一方、グローバルで高い競争力をもつパートナーとのアライアンスによ

り、異なる複数のクラウドサービスをシームレス、かつセキュアに接続する

クラウド連携をとる形態がある（これを水平方向のつながりと呼ぶ）。 
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章 ■サービス品質の向上に向けた取組み

本節では、利用者に対するサービス品質を維持・向上していくために、

クラウドサービス提供に関わる事業者の内部で行われている施策のうち、

垂直・水平方向の連携を前提とした取組み事例を中心に述べる。 

 

（1）利用者とのサービス品質の合意 

クラウドサービスのように、システムの運用まで含めた IT サービスを提

供するビジネス形態においては、サービス内容について評価指標を設定

し、達成すべき品質レベルを利用者に対して合意する SLA28の設定が一

般的となっている。利用者にとっては、メニューなどで謳われている性能

や機能がどの程度の品質で確保されるのか事前に知ることができ、また、

求めるサービスの品質とコストを比較して事業者を選定できるようになる。 

                                                        
28 SLA ：Service Level Agreement 
サービスレベルアグリーメント / サービスレベル合意書 

図 3.7-1 つながる領域のイメージ 
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SLAの普及は、サービスを提供する事業者にとっては、より高い品質レ

ベルのメニューを準備し他事業者との差別化を図るための基準となるが、

同時に、高品質なサービス提供にはリスクが伴うため、事業者内部の

様々な改善努力が必要になる。 

 

（2）垂直方向のつながりに対する取組み 

IT サービスを提供する事業者が、組織内部で行うマネジメントプロセス

が SLM29である。SLMは、要求されるサービスレベルを保証するために、

提供事業者が継続的に取り組むべき基本的なマネジメントプロセスである。
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上につながる。 

SLM は継続的で予防的な PDCA サイクルをもった改善活動であり、

                                                        
29 SLM ：Service Level Management 
サービスレベル管理 / サービスレベルマネジメント 

図 3.7-2 SLMプロセスの概要 
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SLM 計画の策定時には、SLA を保証するために必要となる詳細な評価

指標と定量的な達成目標（これを KPI30という）を設定する。 

KPI の評価指標の範囲は多岐にわたるため、その選定や評価は難し

いが、システムやソフトウェアの品質に関しては、SQuaRE の品質モデル

が参考になる。 

 

（3）水平方向のつながりに対する取組み 

サービス事業を新規に立ち上げる際、全てを一事業者単独で開発す

るのではなく、コモディティ化が進んでいる領域については、他事業者と

パートナー関係を築くことで、開発期間を短縮する取組みも増えている。 

パートナーが提供する各種サービスを事業の一部として活用することで、

サービス事業の拡大を推進し、よりよい品質を提供していくことが可能とな

る。一方で、このような形態では、パートナーの品質レベルを正確に把握

したうえで、たとえ不十分な箇所があってもそれを許容する必要があるな

ど、自組織での開発に比べ品質管理は大きく制限される。 

このため、パートナーのサービスを利用したサービス事業の品質を確

保するために、他社サービスの設計概念、標準プロセスなどに関する留

意項目や評価に関するノウハウを体系化したガイドラインを整備し、サー

ビスの開発に活用する取組みも行われている。 

表 3.7-1にガイドラインの一例を示す。 

                                                        
30 KPI ：Key Performance Indicators 重要業績評価指標 
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表 3.7-1 ガイドライン項目の一例

 

 

このようなガイドラインを整備することで、採用するパートナーのサービ

ス固有の仕様によらない普遍的な評価と、想定されるリスクの最小化が可

能となり、顧客満足の向上につながる。 

  

№ 確認事項

企業背景 パートナー企業 パートナー企業の日本での体制・言語

システムで取り扱える業務件数（業務量）

可用性設計 利用者に提供するサービスに要求される信頼性と

パートナーのサービスの信頼性に乖離

第三者機関の認証 ISMS認証、プライバシーマーク制度(Pマーク)な

どの認証（受けていることが望ましい）

法律関係 関連業法（事業を

営む上で必要とな

る許免許関連）

電気通信事業者としての届出・登録

（この届出がなされていない状況下では、その他

の法遵守が蔑ろにされている懸念がある）

契約書・ＳＬＡ 可用性 サービス時間、サービス稼働率、ディザスタリカ

バリの有無、システム二重化の有無

体制・会議体 緊急体制 エスカレーション体制、災害時体制など

（通常体制では解決しない時の体制を明確にして

おくべきである）

運用 定常運用、

臨時運用

スケジューリング、巡回、入出庫、リブート、消

耗品管理、開始管理、障害管理、終了管理、セ

キュリティ対策、秘密情報等取り扱いなど。

監視・ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ

対応・変更管理

生死監視・

障害予兆監視

ノード監視、プロセス監視などの仕組み、ログ情

報から障害予兆が検出できる仕組みの有無など。

テスト 負荷試験・

ｲﾚｷﾞｭﾗｰ試験

性能限界試験、1:n試験、不正値試験、準不正値

試験、手順不正試験の実施有無。

ガイドライン項目
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■サービス品質の見える化の取組み

IT サービスの利用者に対して、サービス品質の見える化を促進する取

組みも進んでいる。一般財団法人マルチメディア振興センター は、総務

省から公表されている指針に対応した「ASP・SaaS の安全・信頼性に係る

情報開示認定制度」を2008年から実施しており、さらに2012年から、同じ

く総務省の指針に対応した制度として、「データセンターの安全・信頼性

に係る情報開示認定制度」及び「IaaS・PaaS の安全・信頼性に係る情報

開示認定制度」を創設し、これら 3つの情報開示認定制度を、「クラウドサ

ービスの安全・信頼性に係る情報開示認定制度」と総称し運営している。

これらの制度は、クラウドサービスの利用を考えている企業や地方公共団

体などが、事業者やサービスを比較、評価、選択する際に必要な「安全・

信頼性の情報開示基準」を満たしていることを第三者機関が認定し公開

するもので、サービス品質の全体的なレベル向上につながると期待され

る。

■まとめ

クラウドサービスや、ITシステムの運用まで含めた ITサービスを提供す

るビジネス形態が広く、加速的に普及している。

一方で、サービスを利用するユーザーの顧客満足を十分なレベルで

提供するための、国際規格を含む標準化（3.6 内コラム参照）やガイドライ

ンの整備は、まだまだ発展途上である。 本節で述べた事例も参考に、顧

客が満足する製品・サービスの品質の維持・向上に向けた、サービス事

業者の継続的な取組みが必要といえる。

 

 

 

                                                        
31 http://www.fmmc.or.jp/ 
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X 25010:2011）。
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て、リスク回避性があげられており、より広い概念となっている。SQuaREで

は、本書の第 2章で紹介があったように、利用時の品質モデル（図 2 3-4）

があり、上記 4つに利用状況網羅性を加えた 5つを利用時の品質モデル

図 3.1-2 ユーザビリティの良し悪しは変化する 
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改善を行うには、品質の仕様化、実装、制御の 3つの側面から取り組むこ

とが重要である。ここでいう仕様化は、顧客要求や組織目標に基づいて

品質要求を定義することで、実装は、開発手順を整備し、技法やツール

を活用するなどして品質を作り込むことで、制御は、品質の達成度を定量

化・可視化して検証・改善することである。

図 1 に、品質の仕様化、実装、制御という一連の活動と、SQuaRE

を構成する国際規格との関連を示す 。

 

以下、SQuaRE の考え方を参考に、システム及びソフトウェアの品質向

上に向けた改善を行うための、3つのステップを説明する。

                                                        
1 SQuaREの規格番号と内容は第 2章参照。 

図 4.1-1 品質の仕様化、実装、制御における SQuaREの活用 
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■品質の仕様化 

システム及びソフトウェアの仕様化を行う際に、その機能を仕様書や設

計書の形で明確化することは通常行われるが、品質に対する仕様を漏れ

なく記述することは必ずしも実践されていない。その結果、実運用のイメ

ージが明確になってくる開発後期に品質に対する認識の齟齬が生じ、後

戻りが発生することがままある。まずは開発初期に品質を仕様化すること

が重要である。 

システムを構成するソフトウェアの品質の仕様化では、ソフトウェア自体

に求められる内部（静的な）品質とソフトウェアをシステムとして動作した際

に求められる外部（動的な）品質を、製品品質モデルで規定している品質

（副）特性を参照して仕様化するのがよい。また、システム及びソフトウェア

が利用者に与える影響から見た品質は、利用時の品質モデルで規定し

ている品質（副）特性を参照して仕様化するのがよい。さらに、システム及

びソフトウェアの処理対象となるデータの品質は、表 3.6-1 のデータ品質

モデルで規定している品質特性を参照して仕様化するのがよい。 

この際、図4.1-2に示すように、異なる品質モデルの品質（副）特性の関

図 4.1-2 製品品質と利用時の品質の特性間の関係（例） 
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係性を考慮して整合を図ることが重要である。例えば、利用時の品質モ

デルで、システム及びソフトウェアの利用者がそれを用いることで作業の

効率がどの程度向上するかを扱う「効率性」 に対するニーズを持ってい

るならば、製品品質モデルでは、システム及びソフトウェアの動作の効率

を扱う「性能効率性」や操作のしやすさを扱う「使用性」の観点から要求事

項を定義することとなる。 

 

品質の仕様化では、まずはシステム及びソフトウェアの利用に対するニ

ーズ、またはその機能や品質に対するニーズを持っているステークホル

ダを識別する。ステークホルダには、システム及びソフトウェアの開発に関

与する開発者と発注者だけでなく、直接、間接の利用者が含まれる。そ

れらを共通の属性を有するグループに分類する。これらステークホルダの

個々のグループが、システム及びソフトウェアに求める品質特性とそれら

の重要度を品質モデルに照らして特定し、重視する特性に対する具体的

な要望を品質要求として仕様化する。この際、相反する品質要求が識別

された場合、あるいは費用、期間などの制約からすべての品質要求に応

えることが困難な場合には、ステークホルダ間で協議を行い、調整を行

図 4.1-3 品質要求事項定量化の考え方 
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う。

仕様化された個々の品質要求について、その充足の度合いをどのよう

に測定し、評価するのかを明確にする。測定と評価は、図 4.1-3 に示すよ

うに、算式と測定方法によって定義された測定量（これを品質測定量と呼

ぶ）、及び算出された測定値の良否判定を行うための目標値や尺度を設

定する。目標値や尺度の設定は、過去の実績データの収集・分析による

のが望ましいが、利用可能なデータが欠如している場合には、公開され

ているデータ白書や事例を参考に設定し、データの蓄積に伴って見直し

を行う。

■品質の実装

品質の仕様化で、重視する品質特性と具体的な品質要求を定義した

なら、それらをいかに実現するか、プロセスデザインの視点から検討する

ことが必要になる。

重視する品質特性と具体的な品質要求が定義されたなら、システム及

びソフトウェアのライフサイクルプロセス に照らして、重視すべきプロセス、

アクティビティ、タスクを特定する。例えば、「機能完全性」 （求められる機

能の充足）については、構成管理のプロセスを確実に実施し、要求仕様

に定義された機能が、開発プロセスを通して漏れなく実装できていること

を追跡できるようにする必要がある。また、「成熟性」（成果物に欠陥を含

まない） については、レビュー、検証、妥当性確認、適格性確認などのプ

ロセスを確実に実施し、それらを通じての瑕疵やバグの収束度合いなど

を管理する必要がある。

個々の品質特性のうち、利用時の品質やセキュリティ／セーフティに関

しての実装に関する留意事項については、本書の第 3 章を参照するとよ

                                                        
2 システム及びソフトウェアを開発するプロセスは、ISO/IEC 12207：ソフトウェアライフ
サイクルプロセス（主に、テクニカルプロセスとソフトウェア固有プロセス）、ISO/IEC 
15528：システムライフサイクルプロセス（主に、テクニカルプロセス）に規定されている。
これらの国際規格では、要求分析、設計、実装、結合、検証、妥当性確認などのプロ

セスごとに、プロセスの目的、成果、アクティビティ及びタスクを規定している。 
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い。

 

■品質の制御

システム及びソフトウェアの品質の制御は、品質要求定義として仕様化

され、開発・運用された成果物及び製品に実装された品質を評価し、評

価結果に基づいて改善することで行われる（図 を参照）。ここでは、

SQuaRE の品質評価プロセスにそって、その活動を説明する。

 

① 評価要求事項の確立 

評価の目的には、取得者による受入れ等の際の評価や、独立の立場

からの第三者評価もあるが、ここでは開発者による評価活動を説明する。

その際の基本的な目的は、“開発した成果物が要求を満足しているかを

確認すること”である。 

評価の目的に照らして、個々の品質要求の充足を評価する対象を特

定する。最終的な製品に加え、開発の過程で作成される中間成果物（設

計書、ソースコードなど）やシステム及びソフトウェアを構成するコンポー

ネント（サブシステム、モジュールなど）も評価対象になる。システム及びソ

フトウェアの構成要素の評価では、成熟性（欠陥がないこと）など共通的

図 4.1-4 SQuaREの品質評価プロセス（JIS X 25040） 
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に考慮すべき品質要求もあれば、セキュリティの実装など特定の構成要

素で考慮すべき品質要求もある。このような点を加味して、ライフサイクル

の中で開発・検証・運用される評価対象ごとに、「品質の仕様化」で定義

された品質要求が、どの構成要素に関連するかを特定する。また、品質

の重要度と工数・コストの制約に応じて、どの程度の厳密さで評価を実施

するかを検討する。

② 評価の仕様化

仕様化された品質要求を定量的に評価するための品質測定量を選定

し、個々の品質測定量に対する評価基準を設定する。評価目的、評価対

象、評価の厳密さに照らして、「品質の仕様化」の際に設定した品質測定

量と評価基準が各評価対象に適用できるかを検討する。

また、個々の品質測定量による良否判定や、重要度による重み付けを

加えたうえで、工程終了、出荷などの可否判定に用いる総合的な評価基

準を設定する。

③ 評価の設計

品質評価の計画を立案する 。

図 4.1-5 のようなライフサイクルを参考にデータの収集と分析、分析結

果に基づく評価と判定などのスケジュールを策定する。具体的な評価方

法の確立や、評価作業の効率化などに役立つ技法やツールの利用に関

しては、SQuBOK4 、SWEBOK5 などの知識体系が参考になる。

                                                        
3 ISO/IEC 25001 に品質評価計画テンプレートが定義されているので参考にするとよ
い。 
4 SQuBOK: Software Quality Body Of Knowledge ソフトウェア品質知識体系 
5 SWEBOK: SoftWare Engineering Body Of Knowledge ソフトウェアエンジニアリン

グ基礎知識体系 
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④ 評価の実施

品質評価計画に基づいて評価を実施する。ライフサイクルの各段階で、

品質評価に用いる品質測定量の算出に必要なデータを収集し、測定値

を算出する。しかし、測定値単独では、その値の良否判定はできない。図

4.1-6に示すように、「評価の仕様化」で設定した評価基準を用いて、目標

図 4.1-5 ソフトウェアのライフサイクルと品質評価 

図 4.1-6 品質測定量の評価イメージ（JIS X 0133-1） 
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とする値との乖離の大きさを見たり、優／良／可などの水準に合わせて設

定された値の幅（尺度：Scale）に測定値を照らし合わせたりすることで良

否判定が可能になる。更に、品質（副）特性別の評価、品質全体の評価、

品質及びその他管理ファクタを考慮して総合的に評価を行うことが重要

である。

 

⑤ 評価の終結 

一連の計画や結果は評価報告書に記録し第三者の確認や、今後の改

善活動に利用するとよい。 

各種評価において、測定値が評価基準に満たない場合には、開発さ

れたシステム及びソフトウェアの修正などのフィードバック処置と再評価を

計画し、実施する。また、評価の方法に見直しの余地がある場合には、報

告書に課題や改善方策を記載して、測定方法や評価基準の見直しを行

う。 
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アジャイル開発や小規模開発への応用

SQuaRE で述べられている品質プロセスの考え方は、基本と

なる筋道を整理したものなので、特定の開発スタイルを前提と

していない。したがってアジャイル開発や小規模開発等にも応

用できる。その際には、システムの再利用性、他のシステムと

の「つながり」の度合、システムの利用期間等を考慮して、メリ

ハリのある重点がどこにあるかに着目した取組みを行うとよい。

その際、品質プロセスの管理的な側面は軽い取扱い（メモ書き

による確認など）で済ませられる場合がある。
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品質のトレーサビリティとは

 

一般に、システム及びソフトウェアの開発におけるトレーサビリティ（追

跡可能性）とは、開発の過程で、設計書、ソースコード、テスト結果、等の

成果物に、要求項目がどのように、展開されているか追跡できること、ある

いはその逆方向に辿れるようになっていることをいう6。これを品質の観点

で管理することを、本書では、「品質のトレーサビリティ管理」と呼ぶ。 

不具合が生じたときの生命、財産、環境などへの影響が大きいシステ

ム及びソフトウェアでは、開発及び運用の過程で品質のトレーサビリティ

管理を実施し、要求された品質が求められた水準で漏れなく実現されて

いるかを可視化して、リスクを制御することが極めて重要になる。 

システム及びソフトウェアの品質のトレーサビリティは、4.1 に述べた品

質の仕様化、実装、制御を、開発及び運用の中で適時かつ反復的に実

施していくことがベースになる。それによって、開発及び運用の過程で、

要求された品質が品質モデルを用いて多角的観点から仕様化され、品

質測定量と設定した基準を用いてどの程度の水準で実装されているかが

定量化され、適時に対処することが可能になる。 

また、開発者の説明責任の観点からも、品質の可視化、トレーサビリテ

ィの確保を実現する必要がある。継続的な品質評価並びに評価結果の

保管に加え、第三者視点からの客観的な品質評価を可能とする仕組み

作りが求められており、開発部門から独立した品質保証部門によるレビュ

ーやテストの実施とその結果に基づく工程審査や出荷審査の実施、独立

したテスト機関の活用、SQuaRE に基づくシステム及びソフトウェア品質の

認証機関による審査の受診など、その実施形態、あるいはシステム及び

ソフトウェアのクリティカリティのレベルに応じて実施する。 

この際、開発者側の自助努力だけに頼るのには限界がある。発注者、
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購入者側でも、開発を委託又は購入するシステム及びソフトウェアの品質

が及ぼす影響を理解し、然るべき水準の品質を実装し、維持するのに要

する費用を受容することが求められる。 

開発、運用の各段階で実施した品質評価の結果、システム及びソフト

ウェアの品質上の欠陥が判明した場合には、評価対象となったシステム

及びソフトウェアの修正を実施するのに加え、品質向上の仕組み自体の

改善を図ることも重要である。 

SQuaRE では、品質要求定義及び品質評価のプロセスを実践する上

での原理原則を規定しているが、そこに示された原理原則を効果的に実

践するには、それらに関連する技術、ノウハウ、データなどの知識や経験

を組織的に蓄積して標準化し、プロジェクトへの適用と移転を行い、プロ

ジェクトでの適用結果に基づいて改善することが不可欠である。この技術

管理の活動は、ISO/IEC 25001 に規定されている。組織とプロジェクトが

連携して遂行する技術管理活動の流れを図 4.2-1に示す。 

 

 

  

図 4.2-1 SQuaREの技術管理のフロー（JIS X 0133-1の解説） 
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必要な品質を確保するために事業者はどのように取り組めば

よいであろうか。この章では、 で規定されたプロセスを

中心に、開発現場における改善ポイントについて解説する。
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品質を戦略的に考える 

「品質を確保すること」はコストがかかるというのは、決して間

違っていない。一般的に、品質の目標レベルを高く設定すれ

ば、必要な開発コストは増加する。しかし、品質が不十分な製

品が、出荷後に問題を出してしまうと、その対策コストや、企業

イメージの低下によるマイナス要因などを含めると、開発時の

何倍ものコストが発生する、という研究結果もある。この点も踏

まえて、適切に品質コストをコントロールする必要がある。 

本書では、利用者の要望が多様化し、関連するステークホ

ルダが増えている昨今の状況を踏まえ、事業者に対して品質

要求を多様な観点で見直すことを推奨している。しかし、これ

は、必ずしもコストの増加につながることを意味していない。製

品の特徴、会社での位置づけ、方針などに合わせて、あえて

品質を低いレベルに設定するという選択もある。つまり、事業

戦略に基づいて、対象とする利用者や、利用場面を想定した

うえで、品質の種類や目標レベルとの間に不一致がないように

適切に設定することが重要である。 
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品質説明と第三者評価
認証制度

製品利用者の安全・安心のためには、製品の品質が十分であるこ

とや、製品が想定している環境や使い方を、利用者にしっかりと説

明することが重要である。また、第三者によってソフトウェアの品質

を確認する認証制度について事例を交えて紹介する。

第５章

利用者の安全・安心に
つながる品質説明
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品質説明と第三者評価

 

近年、システム及びソフトウェアの利用の形態が増々多様化する中で、

その欠陥に起因した不具合が、利用者の不利益や社会的な混乱を引き

起こす事例が後を絶たず、訴訟に発展するケースも見受けられる。このよ

うな背景のもと、事業者の品質に対する説明責任（アカウンタビリティ）へ

の関心が高まっている。事業者には、製品の品質に関する取組みの正当

性や十分性を、利用者を含む幅広いステークホルダに対して説明する努

力が求められている（品質説明）。 

図 5.1-1 ソフトウェア品質説明 
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出荷後や運用中に何らかの不具合が発生した場合の品質説明だけで

なく、製品の購入やサービスの利用に先だって、利用者に安心して使っ

てもらうための事前の情報提供が重視される傾向がある。

一方で、利用者の側にも、自分の利用目的や利用場面を考えたうえで、

どんな機能やどのレベルの品質を必要としているかを整理し、事業者が

提供する情報を収集・理解し、適切なものを選択し、正しく利用する姿勢

が求められる。

IPA/SEC では、このような品質説明の取組みを促進するための環境整

備の一環として、事業者の品質説明が適切であることを、第三者の専門

家が客観的に評価し、利用者に向けて分かりやすく公開する仕組みを構

築するための指針をまとめた「製品・システムにおけるソフトウェアの信頼

性・安全性等に関する品質説明力強化のための制度構築ガイドライン」

（以降、制度ガイドライン）を作成し公開している。

「制度ガイドライン」では、事業者と利用者から独立した第三者が評価す

ることによる公正性の確保や、制度の運用体制（制度フレームワーク）の

あり方、さらには、制度設計において順守すべき 43項目を規定している。

URL  http://www.ipa.go.jp/sec/reports/20130612.html 
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また、「制度ガイドライン」では、品質を評価するための審査基準の策定

方法として、「国際標準化機構（ISO）、国際電気標準会議（IEC）等の定

めた国際標準や、日本工業規格（JIS）等の国家標準に依拠して策定され

ることが望ましい」としている。

 

図 5.1-2 制度ガイドラインにおける制度フレームワーク 
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認証制度 【事例】

 

ソフトウェア製品の品質を、国際規格 SQuaRE に

基づいて第三者が評価して認証する「PSQ 認証」と

いう制度がある。

この PSQ認証は、国際規格 ISO/IEC 25051：2006

（JIS X 25051:2011）に準拠した第三者適合性評価

に基づく認証制度として、一般社団法人コンピュー

タソフトウェア協会（CSAJ ）が 2013 年 6 月より運営

を開始した。この規格はSQuaREシリーズの中で ISO/IEC 25010が規定し

ている品質モデルを基本とした拡張規格である（第 2章 2.2参照）。

PSQ認証は、公正性を担保するため、先に説明した「制度ガイドライン」

に則り制度化されている。さらに、2015年 4 月から、ISO/IEC 25051:2014

に準拠した新評価基準により、対象とするソフトウェア製品を、従来のパッ

ケージソフトウェアに加え、クラウド環境で提供される会計システム等のア

プリケーションサービスも含むよう拡大している。

認証制度の目的

・ソフトウェア製品に関する利用者や市場への品質説明力強化

・国際市場における日本製品の品質に関する正当な評価の確立

・利用者の潜在的リスクの軽減

・ソフトウェア製品の本質的な品質向上

 

ソフトウェア製品はさまざまな分野での使用が増加しており、その役割

は非常に大きくなっている。しかし、それを購入しようとする利用者は事業

者が提供する製品情報（カタログやＷｅｂ等）でしか性能判断を行うことが

                                                        
1 CSAJ：Computer Software Association of Japan 
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できない。この規格は利用者が安心してソフトウェア製品を選択できること

を求めている。すなわち、製品説明と利用者用文書（マニュアル等）、ソフ

トウェアの試験文書が一致していること、整合性がとれていることを求めて

いる。

具体的には、ISO/IEC 25051 に基づき、「製品説明」「利用者用文書」

「試験文書」とソフトウェアが実装する機能で評価する（図 5.2-1）。評価の

ために評価機関が実際の環境下でソフトウェアを稼働して検証したり、開

発マネジメントの観点から間接的に品質を評価したりするものではない。

この点が本制度の特徴である。言い換えれば、提供側における品質基準

や開発プロセスではなく、できあがった製品に対する直接的な品質を見る

ものであり、あくまでソフトウェアの購入予定者、利用予定者にとって、要

求した通りの機能が正しく提供されているか、また、選定に必要な情報が

十分に提供されているかを評価する。

 

■製品説明の評価基準 

・入手／参照のしやすさ、利用のしやすさ 

・利用者の要求に対するソフトウェアの整合性を判断できる情報を含

んでいるか 

図 5.2-1 PSQ認証での文書間の相関関係（PSQ認証制度資料より引用） 
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・製品の特徴、機能、性能、制約などの情報が明確かつ正確に記載さ

れているか 

 

■利用者用文書の評価基準 

・利用する上で必要な情報が正しく記載されているか 

・製品説明と矛盾や不一致がないか 

・想定している利用者にとって理解しやすいか 

 

■試験文書の評価基準 

・製品説明や利用者用文書に記載されている製品の機能が正しく実

装されていることが、試験によって確認されているか 

・製品の性能や使いやすさなどが試験によって確認されているか 

・試験を実施した結果や合否判定が具体的かつ明確に記載されてい

るか 

 

これまでに認証取得に取り組んだ企業からは、品質評価の基準を国

際標準に合わせて具体化・整理することによって、自社開発プロセスの

標準化につながるメリットもあった、との意見が寄せられているとのことで

ある。 
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海外の品質認証制度

「PSQ 認証」と同様に、フランスや韓国でも国際規格 SQuaRE

に基づくソフトウェア品質認証制度が運用されている（いずれの

制度も 10 年以上の実績がある）。

どちらの制度も、SQuaRE の品質モデルに照らして、製品説明、

利用者用文書（マニュアルなど）、試験文書などに、求められる

品質をどのように記述し、それをどのように試験し確認している

かを見ている。

各々の認証制度が対象とするシステム及びソフトウェアには違

いがあり、韓国の Good Software 認証制度がより広範である。

韓国では中央省庁が関与して制度を運用していて、官公系の

調達案件では、認証取得製品が優遇されている。また、ソフトウ

ェアの欠陥に起因するトラブルによって発生する損害に対する

保険制度があり、認証を取得することで保険料率が軽減される

仕組みもある。

「PSQ 認証制度」を運用する CSAJ では、これらの制度を運営

する国々と、国際相互承認を目指した情報交換を進めている。
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多様化する利用者の期待

 

多くの開発現場では、機能そのものが利用者の期待であるという考え

をもとにして、想定している機能が動作しない危惧のみを考え、機能を正

しく動くようにすること（システム／ソフトウェアのバグをゼロにすること）が

主要な品質であるという考え方が一般的だったのではないだろうか。

しかし、IT を活用した製品 の種類や社会における役割が増えるにつ

れ、利用者の期待は、機能だけにとどまらず、利用目的や利用場面に応

じて、安全性・セキュリティはもとより、快適さや楽しさ、また、ビジネスへの

高度の貢献といった内容まで含まれるようになってきており、非常に多様

化している。必要な機能が使えるというだけではよい製品であるとはいえ

ず、利用者が必要とする機能を「高い満足度」で使えることが強く求めら

れようになっている。

製品を提供する事業者が、安心できる生活基盤を整備し、また競争力

のある製品を生み出すには、上記のように利用者の多様な期待を分析し

                                                        
1 量販品、特定用途のシステム、サービスを含む（以下同様）。 

図 1.1-1 多様化する利用者の期待 
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とは 、

の略称で、システムとソフトウェアに関する品質定義と品質評

価視点の枠組みを定める国際規格 シリーズの呼称である

。本書は、 品質モデル活用のための入門的なリファレンスを提

供する 。

この規格のシリーズは、 年の国際会議（ の下部組織であ

る の の金沢での会議）で提案されたプロジェクトにより

開発された 。それ以前からあった古い規格 、

のシリーズを統合・再編・強化する形で作られた。

さて、システム／ソフトウェアの品質を課題として取り上げるときには、製

品の開発に着目すると、図 に示すような流れとなる。

                                                        
1 本書では、SQuaRE の規格番号として、国際規格としての ISO/IEC で始まる番号表
示を主として用いる。JIS（日本工業規格）としての番号も数字の部分は基本的には同
じで、詳しくは「第 3 章 SQuaREの構成」に示した。 
2 ここでは、分かりやすさ、親しみやすさを主眼として紹介するので、厳密な表現とは
異なることがある。規格の詳細や応用については、章末に示した「主な役に立つ参考
文献」や巻末の文献リストにある文献等を参照。 
3 ISO: International Organization for Standardization、国際標準化機構 
IEC: International Electrotechnical Commission,国際電気標準会議 
4 JTC 1: Joint Technical Committee 1、第 1 合同技術委員会 
SC 7: Standardization Subcommittee 7、第 7 専門委員会（ソフトウェア及びシステム技
術） 
5 正式には、2000 年に行われたマドリード会議でプロジェクトが発足承認された。 
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図 1-1 品質取扱いの大きな流れ

（図は、第三者評価を想定する場合の流れ）

 
本書は、品質の取扱いで必要となる種々の課題を広範囲に対象とした
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者の中には、品質とはバグのないこと、機能仕様のテストを無事通過して

出荷できることだと思っている人々もいる。他方では、利用者の立場から、

ソフトウェアの品質とは、そのシステムがいかに素晴らしい価値を自分た

ちに届けてくれるかだと思っている人々もいる。 では、そうした観

点の拡がりをカバーした偏りない視点を提供している。

規格では、ソフトウェア品質を次のように定義している。

 

「明示された状況下で使用されたとき、
明示的ニーズおよび暗黙のニーズを
ソフトウェア製品が満足させる度合い」

 
また、品質の良し悪しは最終的には利用者のニーズに照らして判断さ

れると考えている。

そして、品質を表す特徴には、システム／ソフトウェアの品質要求定義

や評価を行う対象に応じて、「製品品質」と「利用時の品質」、また幅広く

考えると「データ品質」もあると考えている。この全体の様子を図 に示

し、次のパラグラフでそれぞれの考え方を説明する。
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図 1-2 SQuaRE 品質モデルの対象

（ IS X 25010:201 から簡略化して作成）

製品品質とは、文字通りソフトウェア製品（計算機プログラム、手続き、

関連文書とデータを含めた一つのまとまり）／システム製品の品質である。

システム／ソフトウェアは、ニーズにもとづくシステム要求・仕様を反映して

開発されるが、開発された製品がしっかりした機能や性能を持つものであ

り、信頼して使えるものであり、また多くの場面で使えるものであることが求

められる。そうした要求・仕様のあり方と開発のあり方とから見て、ニーズ
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に対応できる品質をどのような面から考えるべきかという観点を示している。

明らかな欠陥がないといった消極的な観点だけでなく、より良い品質を提

供できているかどうかも問題としている。

利用時の品質とは、広い意味での利用者に対するシステムの働きの影

響から品質をみる視点である。利用者から見た品質の視点であり、ビジネ

ス上・生活上の自分のニーズに照らして、 システムが効果的なシステム

であり、安全に安心して利用でき、総合的にみて満足できるもの、場合に

よっては快適に享受できるものであることを評価する品質の観点である。

製品品質が製品の側から品質課題をみているのに対して、ここでは利用

者への影響、利用者の満足の側から課題をとらえている。また、「広い意

味での利用者」という言い方をするのは、例えば自動改札機のシステムト

ラブルがあった場合、改札の現場では、担当者が保守作業をしなければ

ならないが、めったにない事故への対応、非常に多くの設置場所への対

応などで、迅速かつ有効なトラブル対処が可能なシステムとなっているか

どうかが問われる。その際の保守者は、「広い意味での利用者」に含まれ

る。また、もっと広く見る時は、自動改札機の故障によって不便を受ける

改札口利用者も場合により利用者に含めて考えるということである。

データ品質とは、主としてコンピュータシステムが取り扱うデータや情報

の品質を取り上げたものである。システムを利用者が利用する際には、プ

ログラムや装置のほかに、データや情報が一体となって利用者に価値を

提供する。そのデータ／情報の品質を問題としている。

それぞれの品質モデルでは、品質についてのより詳しく区分した観点

として品質特性という考え方を導入する。そして、こうした品質特性の状況

を評価するには、まず品質要求と関連した評価基準を設定し、それに沿

った測定が必要だというように考える。それぞれの品質特性は特定の分

野に依存しない品質の観点を定義したものであるため、その良し悪しを直

接測れるとは限らない。むしろ、測定できる品質に関した特徴が複数ある

ことが多くある。それらの複数の特徴の測定結果を用い、設定してある評

価基準に基づいて、本来システム／ソフトウェアはどうあるべきかの総合

的な評価（アセスメントともいう）を行って初めて元の品質特性の評価に結

び付く。こうした評価活動は多少複雑な観点を含むため、整理された評

価視点や準備活動、データ蓄積・整理活動などが求められるケースも

多々ある。
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本書では、このような品質特性、そのもう一段の詳細化である副特性、

そして品質の測定・評価について、 がどのように標準化をしてい

るか、それらをどのように応用すればよいかを見ていく。
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多様化する利用者の期待

 

多くの開発現場では、機能そのものが利用者の期待であるという考え

をもとにして、想定している機能が動作しない危惧のみを考え、機能を正

しく動くようにすること（システム／ソフトウェアのバグをゼロにすること）が

主要な品質であるという考え方が一般的だったのではないだろうか。

しかし、IT を活用した製品 の種類や社会における役割が増えるにつ

れ、利用者の期待は、機能だけにとどまらず、利用目的や利用場面に応

じて、安全性・セキュリティはもとより、快適さや楽しさ、また、ビジネスへの

高度の貢献といった内容まで含まれるようになってきており、非常に多様

化している。必要な機能が使えるというだけではよい製品であるとはいえ

ず、利用者が必要とする機能を「高い満足度」で使えることが強く求めら

れようになっている。

製品を提供する事業者が、安心できる生活基盤を整備し、また競争力

のある製品を生み出すには、上記のように利用者の多様な期待を分析し

                                                        
1 量販品、特定用途のシステム、サービスを含む（以下同様）。 

図 1.1-1 多様化する利用者の期待 
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システム及びソフトウェアの多岐にわたるステークホルダ（利用者、発注

者、開発者など）が持つ多様な品質要求を定義し、その実装を評価する

ための共通の考え方を示す基準のひとつとして、国際規格 SQuaRE シリ

ーズ（以下、SQuaRE）がある。 

開発した成果物が要求を満足しているかを確認する場合、候補製品を

比較選定する場合、第三者が利用者の立場で客観的な評価を行う場合

など、様々な立場のステークホルダが異なる観点から異なる基準で品質

に対する要求を出し、評価を行っていたのでは混乱が生じる。 

 

ソフトウェア品質の観点や基準には、唯一無二の正解がある訳ではな

い。したがって、観点に抜け漏れがないことや理解しやすいこと、基準が

実用的かつ客観的な判断につながることなどの基本要件を充足した上で、

国際的に広く受け入れられる標準が定められることが重要だとの考えから

SQuaREが作られた。 
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では、品質上の特徴を見る際に、品質要求定義や評価を行う

対象に応じて「製品品質」、「利用時の品質」という、 つの品質モデルを

用いる 。またこれらとは別にデータの品質にも注目するという考え方（デ

ータ品質モデル）が導入されている 。これらの品質モデルと品質要求事

項の関係を図 に示す。

 

 

図 2-1 品質モデルの区分と関係

 
各品質モデルには、品質を表す特徴を取り上げる枠組みとして、品質

特性が定義されている。この品質特性は複数の副特性を含み、さらに副

特性は、場合によって、より下位の品質特徴を含むとされる（図 ）。最

下位の品質特徴は属性とも呼ばれる。

図 から図 に、それぞれ、「利用時の品質」、「製品品質」、「デー

タ品質」の特性・副特性の一覧を示す。これらの品質特性は、歴史的には、

いろいろな研究者や実務者が整理したり、新しい視点を導入したりした結

果を受けて、現時点での国際的な知見をまとめたものである。現在のまと

め方の特色としては、利用時の品質が大きく取り上げられたこと、またイン

ターネットなどの下での互換性の視点や、セキュリティの視点が強化され

たことなどが挙げられる。

                                                        
1 旧規格の ISO/IEC 9126では、品質特性を外部特性と内部特性に大きく分類してい
た。現在のSQuaREではそれに類似した考え方として、製品品質に関わる測定におい
て、内部測定量、外部測定量という視点を用いる。内部測定量はソフトウェアを稼働さ

せないでソフトウェアの記述などから測定できる量、外部測定量はソフトウェアを稼働

させてシステムの運用状態で測定する量である。 
2 さらにシステム／ソフトウェアが提供するサービス品質についても SQuaRE の対象と
する方向で審議中である。 

利用時のシステム品

質モデル 
製品品質（システムと

ソフトウェア）モデル
データ品質モデル

ステークホルダ
のニーズ 品質要求事項 

モデルを利用して要求事項を明確化 
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図 2-2 品質モデルに使われる構造

JIS X 25010:2013 から簡略化して作成
 
利用時の品質とは、「利用者がある利用状況において、利用者のニー

ズに照らして、製品／システムを利用できる度合い」である。そのニーズと

は、品質特性である有効性、効率性、満足性、リスク回避性、及び利用状

況網羅性に関する特定の目標の達成を求めることである。利用時の品質

には、 つの特性と の副特性が定義されている。図 にその全体を

示す。

品質

特性１ 特性２ 特性ｎ

副特性１ 副特性２

下位品質特徴１ 下位品質特徴２

下位品質特徴４ 下位品質特徴５下位品質特徴３
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図 2-3 SQuaRE 品質モデル（利用時の品質）

 
製品品質とは、文字通りソフトウェア製品（コンピュータプログラム、手続

き、関連文書と、パラメータ等のデータを含めた一つのまとまり）、またシス

テム製品の品質であり、利用者のニーズに照らして判断される。製品品質

には、 つの特性（機能適合性、性能効率性、互換性、使用性、信頼性、

セキュリティ、保守性、移植性）と の副特性が定義されている。図

にその全体を示す。
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の品質を取り上げたものである。データ品質の品質特性は、「固有のデー

タ品質」と「システム依存のデータ品質」に分類されている。後者は、「ある

条件下のコンピュータシステム中でデータ品質が到達・維持される度合い」
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質特性が本来備えている潜在力の度合い」と定義される。すなわち、デー

タだけを取り出してみた場合に問題となる品質が「（データ）固有のデータ

品質」であり、システムの動作との関係でデータの品質が利用者に見える

のが「システム依存のデータ品質」である。図 にそれらの全体を示

す。

 
 

 
図 2-5 SQuaRE 品質モデル データ品質）

 
品質モデルは、システム／ソフトウェアの開発において、品質要求事項

の明確化に利用することができる。システム／ソフトウェアへの品質要求

事項のあり方を定めた では、システム／ソフトウェア開発
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書化されるようにする。

 利害関係者の品質要求事項の妥当性を確認する。
 システムの品質要求事項から対応するソフトウェア機能やソフトウェア
の品質要求事項を割り当てる。

 品質要求事項を、利用する品質特性モデルと関連付ける。製品品質
／利用時の品質などの品質モデルのどれに該当するかを明確化す

る。

 どのような測定量を用いるか、またその目標値（値の範囲など）を明確

化し、仕様として文書化する。

 ソフトウェア品質要求事項とソフトウェアの機能仕様との関係性を明
示する。

 測定量を選択する基準を明示する。

「はじめに」で、「品質特性の状況を評価するには、まず品質要求と関

連した評価基準を設定し、それに沿った測定が必要だというように考え

る。」と述べたが、品質測定の参照モデルを定めた では、

測定量の選択や新規の考案に関する基本的な要求事項を、概ね次のよ

うに規定している。

 規格で与えられている測定量の選択基準を明示するか、新しい測定
量と品質モデルとを関連づける。

 測定量の定義と測定量要素の定義を明確にする。
 測定を計画し、実施する。

品質要求事項に基づいて製品品質／利用時の品質やデータの品質

目標が定められ、それに対する評価基準が設定されると、それらは、開発

プロセスを進めるうえで、各プロセスにおける品質の目標値として具体化・

詳細化されることが望ましい。それにより、レビューや試験等で検証可能と

なる。

品質特徴の要素を個別に測定した結果を品質測定量要素という。品質

測定量要素はしばしば他の品質測定量要素と組み合わせて（測定の関

数による計算の結果として）、品質測定量になる。品質測定量をさらに総

合的視点から評価することにより、いろいろな品質（副）特性についての

品質評価結果（目標が達成されたかどうか）が得られる（図 参照）。

品質測定量の例として、 （平均故障間隔）を取り上げると、その構

成要素となる品質測定量要素は、故障数と時間である。故障数は、故障

の回数を何等かの基準を設けて（この基準設定が測定方法の定義にあた
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る）カウントすることで測定できる。測定対象とする時間は稼働時間につい

て同様に基準を設けて測定する。これらを用いて、測定関数 （時間）／

（故障数） を適用することにより、品質測定量 が計算される。（ここ

で詳しくいえば、故障数や時間も多くの測定の平均値である可能性があ

る。）そして、 は、品質特性の一つである「成熟性」を「指し示してい

る」ことになる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定量について

25010 は、測定量について次のような説明をし
ている。

「試験時に発見された故障の回数は、コンピュータシステムに存在
する障害の数に関係するソフトウェア品質の外部測定量である。
試験は全ての障害を発見できるわけではないので、二つの測定
量は、必ずしも同じではない。そして、障害は、異なる環境におい
て明らかに異なる故障を引きおこす。」

規格では、このように、実測された（される）測定量とその背後にあ
る測定される対象となる特徴の違いを明確にするために、測定量と
品質特徴という言葉を使い分けている。また、測定量は、個々の測
定値が入る入れ物である変数を意味している。
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図 2-6 測定量とその要素

JIS X 25021:2014 から簡略化して作成
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国際的に広く受け入れられる標準が定められることが重要だとの考えから

SQuaREが作られた。 
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SQuaRE は、ISO/IEC 25000 シリーズ規格の呼称だが、そのシリーズ
（規格類）は、全体として図 3-1のような構成を持っている。 

 

 
図 3-1 SQuaREシリーズの構成

 
品質管理部門（規格番号 2500n）は、SQuaRE 全体に共通の考え方、用

語などを定めるとともに、どのように SQuaRE 全体を利用したらよいかのガ
イドも提示している。 
品質モデル部門（規格番号 2501n）は、製品品質・利用時の品質・データ
品質の各観点から、詳細な品質特性・副特性を定義する。あわせて、品

質モデル利用のための手引きも提供する。 
品質要求部門（規格番号 2503n）は、品質要求事項の仕様化に役立つ
作業指針を示している。どのように品質要求事項を定めればよいか、検証

すればよいかも述べている。 
品質測定部門（規格番号 2502n）は、品質測定の基本視点である「品質
測定の参照モデル」を定めるほか、品質測定量の定義、具体的な品質測

定の要素及び測定法も例示している。 
品質評価部門（規格番号 2504n）は、品質モデルと品質測定の結果など
に基づき、品質についての判定・評価を行うプロセスを定めている。評価

基準には、仕様化された品質要求事項などが利用される。評価は、評価

専門家、利用者、または開発者がそれぞれの立場から必要なやり方で行

拡張部門

品質評価部門品質要求部門 品質管理部門
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う。 
SQuaRE拡張部門（規格番号 2505n～2509n）は、システム／ソフトウェア
製品一般ではなく、特定の応用範囲や特定のソフトウェアの種別につい

ての製品品質を扱う規格類を扱う計画となっている。現在、既製ソフトウェ

ア製品(RUSP1)ソフトウェア向けが開発済み、また、ユーザビリティに関わ
るものが開発中となっている。 
これらの規格のうち、2014 年末時点で JIS 規格となっているものは表 3-1
の通りである2。 
 

表 3-1 JIS化されている SQuaREの規格

ISO/IEC
及び JIS
番号 

JIS 
発行年 

JISのタイトル 
（2015年時点のタイトル共通部分： システム及びソフトウ

ェア製品の品質要求及び評価（SQuaRE）） 

25000 2010 SQuaREの指針（改訂予定） 

25001 2012 計画及び管理（改訂予定） 

25010 2013 システム及びソフトウェア品質モデル 

25012 2013 データ品質モデル 

25021 2014 品質測定量要素 

25030 2012 品質要求事項 

25040 2014 評価プロセス 

25041 2015 
（予定） 

開発者、取得者及び独立した評価者のための評
価手引 

25051 2011 
商用既成（COTS）ソフトウェア製品に対する品質
要求事項及び試験に対する指示 
（JIS改訂中であり、タイトルも変更される） 

 

                                                        
1 RUSP は、Ready to Use Software Product の略。 
2 JIS規格名称等のタイトルの最初の部分は、2015年時点、「システム及びソフトウェ
ア製品の品質要求及び評価（SQuaRE）」であるが、規格制定の始めのころは、「シス
テム及び」がないタイトルも使われていた。 
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本書では、表 と表 に示す形式を用いて特性項目、副特性項目

と、それらに付随する品質の測定方法例などを紹介する。

表 と表 の説明のうちで「品質（副）特性名／定義」の項目以外

は、 の文章内容ではなく、その趣旨を分かりやすくするために参

考資料などをもとにして執筆した説明である。

 

表 4-1 品質特性表の形式

表の項目名 項目の説明

品質特性名

／定義

規格が定めた品質特性名を示す。

（）内に英語名を示し、その後に規格（ または

）の対応する箇条番号を示す。

また規格における定義文を付記した（注記などは省略）。

説明 品質特性の簡潔な説明を示す。

【詳細】で、より踏み込んだ説明と解釈上の留意点を示す。

ニーズ 利用 及び開発においてこの品質特性が必要となる状況の例を示

す。

リスク この品質特性の考慮漏れや不完全な実装が及ぼす影響の例を示

す。

参考文献 この品質特性をより深く理解するのに役立つ参考文献を示す。

 

 

表 4-2 品質副特性表の形式

表の項目名 項目の説明

品質副特性

名／定義

規格が定めた品質副特性名を示す。

（）内に英語名を示し、その後に規格（ または

）内の対応する箇条番号を示す。

また、規格における定義文を付記した（注記などは省略）。

                                                        
1利用者には、通常の ITシステムの一次的利用者のほか、コンテンツプロバイダや保
守作業者などの二次的利用者（副次的利用者）、さらに、間接利用者（システムの出
力情報を業務等に利用する人、影響を受ける人）などが含まれる。これら多様な利用
者ニーズをどのように汲み上げ評価するかが、どの品質特性でも問題となる。 
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説明 品質副特性の簡潔な説明を示す。

【詳細】で、より踏み込んだ説明と解釈上の留意点を示す。

ニーズ 利用及び開発においてこの品質副特性が必要となる状況の例を

示す。

品質測定量 品質副特性の定量化に用いる測定量の例を示す。

必要に応じて、その測定方法、評価方法、品質目標などを補足す

る。

測定量の例示には、本書編集時点で審議中の国際規格案などに

記載された例を参考としている。

品質目標の例示では、一部、経済産業省「ソフトウェアメトリクス高

度化プロジェクト、プロダクト品質メトリクス ：システム／ソフトウェ

ア製品の品質要求定義と品質評価のためのメトリクスに関する調査

報告書 」などを参考としている。

参考文献 必要に応じてこの品質副特性の参考文献を示す。

注１： 副特性が対応する品質特性と同一の場合、表は一部簡略化している。また、類似の副特

性は場合により、合併して一つの表で示している。 

注２： データ品質については、副特性表は作成していない。 

  



 

第
４
章 

本書では、表 と表 に示す形式を用いて特性項目、副特性項目

と、それらに付随する品質の測定方法例などを紹介する。

表 と表 の説明のうちで「品質（副）特性名／定義」の項目以外

は、 の文章内容ではなく、その趣旨を分かりやすくするために参

考資料などをもとにして執筆した説明である。

 

表 4-1 品質特性表の形式

表の項目名 項目の説明

品質特性名

／定義

規格が定めた品質特性名を示す。

（）内に英語名を示し、その後に規格（ または

）の対応する箇条番号を示す。

また規格における定義文を付記した（注記などは省略）。

説明 品質特性の簡潔な説明を示す。

【詳細】で、より踏み込んだ説明と解釈上の留意点を示す。

ニーズ 利用 及び開発においてこの品質特性が必要となる状況の例を示

す。

リスク この品質特性の考慮漏れや不完全な実装が及ぼす影響の例を示

す。

参考文献 この品質特性をより深く理解するのに役立つ参考文献を示す。

 

 

表 4-2 品質副特性表の形式

表の項目名 項目の説明

品質副特性

名／定義

規格が定めた品質副特性名を示す。

（）内に英語名を示し、その後に規格（ または

）内の対応する箇条番号を示す。

また、規格における定義文を付記した（注記などは省略）。

                                                        
1利用者には、通常の ITシステムの一次的利用者のほか、コンテンツプロバイダや保
守作業者などの二次的利用者（副次的利用者）、さらに、間接利用者（システムの出
力情報を業務等に利用する人、影響を受ける人）などが含まれる。これら多様な利用
者ニーズをどのように汲み上げ評価するかが、どの品質特性でも問題となる。 

 

第
４
章 

本書では、表 と表 に示す形式を用いて特性項目、副特性項目

と、それらに付随する品質の測定方法例などを紹介する。

表 と表 の説明のうちで「品質（副）特性名／定義」の項目以外

は、 の文章内容ではなく、その趣旨を分かりやすくするために参

考資料などをもとにして執筆した説明である。

 

表 4-1 品質特性表の形式

表の項目名 項目の説明

品質特性名

／定義

規格が定めた品質特性名を示す。

（）内に英語名を示し、その後に規格（ または

）の対応する箇条番号を示す。

また規格における定義文を付記した（注記などは省略）。

説明 品質特性の簡潔な説明を示す。

【詳細】で、より踏み込んだ説明と解釈上の留意点を示す。

ニーズ 利用 及び開発においてこの品質特性が必要となる状況の例を示

す。

リスク この品質特性の考慮漏れや不完全な実装が及ぼす影響の例を示

す。

参考文献 この品質特性をより深く理解するのに役立つ参考文献を示す。

 

 

表 4-2 品質副特性表の形式

表の項目名 項目の説明

品質副特性

名／定義

規格が定めた品質副特性名を示す。

（）内に英語名を示し、その後に規格（ または

）内の対応する箇条番号を示す。

また、規格における定義文を付記した（注記などは省略）。

                                                        
1利用者には、通常の ITシステムの一次的利用者のほか、コンテンツプロバイダや保
守作業者などの二次的利用者（副次的利用者）、さらに、間接利用者（システムの出
力情報を業務等に利用する人、影響を受ける人）などが含まれる。これら多様な利用
者ニーズをどのように汲み上げ評価するかが、どの品質特性でも問題となる。 

 

第
４
章 

本書では、表 と表 に示す形式を用いて特性項目、副特性項目

と、それらに付随する品質の測定方法例などを紹介する。

表 と表 の説明のうちで「品質（副）特性名／定義」の項目以外

は、 の文章内容ではなく、その趣旨を分かりやすくするために参

考資料などをもとにして執筆した説明である。

 

表 4-1 品質特性表の形式

表の項目名 項目の説明

品質特性名

／定義

規格が定めた品質特性名を示す。

（）内に英語名を示し、その後に規格（ または

）の対応する箇条番号を示す。

また規格における定義文を付記した（注記などは省略）。

説明 品質特性の簡潔な説明を示す。

【詳細】で、より踏み込んだ説明と解釈上の留意点を示す。

ニーズ 利用 及び開発においてこの品質特性が必要となる状況の例を示

す。

リスク この品質特性の考慮漏れや不完全な実装が及ぼす影響の例を示

す。

参考文献 この品質特性をより深く理解するのに役立つ参考文献を示す。

 

 

表 4-2 品質副特性表の形式

表の項目名 項目の説明

品質副特性

名／定義

規格が定めた品質副特性名を示す。

（）内に英語名を示し、その後に規格（ または

）内の対応する箇条番号を示す。

また、規格における定義文を付記した（注記などは省略）。

                                                        
1利用者には、通常の ITシステムの一次的利用者のほか、コンテンツプロバイダや保
守作業者などの二次的利用者（副次的利用者）、さらに、間接利用者（システムの出
力情報を業務等に利用する人、影響を受ける人）などが含まれる。これら多様な利用
者ニーズをどのように汲み上げ評価するかが、どの品質特性でも問題となる。 

 

第
４
章 

 

 



  

 

第
５
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章

利用時の品質 品質特性表

  

 

第
５
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章

利用時の品質 品質特性表

  

 

第
５
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章

利用時の品質 品質特性表

  

 

第
５
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章

利用時の品質 品質特性表



 

第
５
章 

以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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品質特性名

／定義
有効性

明示された目標を利用者が達成する上での正確さ及び完全さの度合い。

説明 該当システムを利用すると、どの程度うまく、実施したい事柄のニー

ズの内容を達成できるか。

【詳細】

システムを利用して様々な業務を実施する場合に、その利用目的

の一つは実施したい事柄（企業向けシステムでは「業務内容」）の

品質（正確さや、完成度の高さ）の向上である。その向上への寄与

度に関する特性である。

システムの利用において何らかの制限事項・前提条件がある場合

には、そのことが明示されていないで導入されると、「実際には使え

ない」といった事態になることもある。そうした場合は有効性が低い

（ない）といえる。

ニーズ ・システムの導入効果、投資効果を業務品質の面から評価したい。

・システムを結合して利用するとき、全体的な有効性がどのようにな

っているか評価したい。

リスク ・有効性の評価をしないため、システムを導入しても導入した目新

しさだけで満足し、導入効果を具体的に把握できなかった。

・システムを導入した結果、かえって業務品質が低下しているのに

気が付かなかった。

・会計ソフトが、今年度の税制までしか対応しておらず、翌年使え

ないことが後から判明した。
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品質副特性

名／定義
副特性 有効性

（品質特性「有効性」と同じ）

説明 （品質特性「有効性」と同じ）

品質測定量  『あるワープロソフトには数式入力機能があるが、機能や表示性
能が不十分であるため、執筆論文 本のうち、 本しかそのワー

プロでは完成せず、残りは他の文書ソフトを利用せざるをえなか

った』。この場合、業務が完了したことの判定基準を明確にする必

要がある。また、業務に重み付けをして集計することもある。

 有効性に関するデータの処理の仕方として、有効性を測る手法、
「課題達成率」があり、次の手順で算出する。

事前に課題の成功の条件と達成の度合の指針を決めておき、課

題ごとの被験者の成功率を算出する。成功＝１、部分的成功＝

、失敗＝０など任意のスコアを用意する。

【品質目標設定例】

「新バージョンでの業務のエラー率は旧バージョンより○○ 以上

改善」とすることにより新旧システムの有効性の改善目標を明示す

る。

業務完了率 ＝ 

完了した業務項目数 

着手した業務項目数 



  

 

第
５
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章

利用時の品質 品質特性表

  

 

第
５
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章

利用時の品質 品質特性表

  

 

第
５
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章

利用時の品質 品質特性表

  

 

第
５
章 

品質特性名

／定義
効率性

利用者が特定の目標を達成するための正確さ及び完全さに関連して，使
用した資源の度合い。

説明 該当システムを利用すると、業務資源（作業時間、作業要員、エネ

ルギー、材料等を含む）の使い方がどの程度効率的なのか。

【詳細】

様々な業務にシステムを利用する目的の一つは業務における使用

資源量の上での効率の向上である。

ニーズ  システムの導入効果、投資効果を業務資源効率の面から評価し
たい。

 システムを結合して利用するとき、全体の効率性がどのようになっ
ているか評価したい。

 業務効率や業務の拡張性の面で、同時に並行作業して効率を上
げるため、同時アクセス可能な端末数が多いのがよい。

リスク ・システムを導入してもその目新しさだけで満足し、業務効率上の

導入効果を具体的に把握できなかった。

・システムを導入した結果、かえって業務効率が低下しているのに

気が付かなかった。

・パッケージソフトウェア等のシステムを導入した時に、付加的に導

入すべきシステム、周辺機器、消耗品等が結構多く、コストが予

定より多大となった。
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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品質副特性

名／定義
副特性 効率性

（品質特性「効率性」と同じ）

説明 （品質特性「効率性」と同じ）

品質測定量 ・ （副）特性の直接的な測定量の例。有効性が同じでも、業務完了

に必要な時間が短くなれば効率性は向上する。

評価では、熟練者（設計者）と一般利用者の操作時間を測定

し、 比（熟練者の操作時間を１とした場合に一般利用者の操作

時間がその何倍かの比）を計算する。操作ステップを横軸とし、操

作時間と 比の値をプロットしたグラフから操作ステップの問題

点を抽出する。

【品質目標設定例】

「 評価の 比が４．５倍以上にならないようにする」という目標

を設定する。

  

利用効率 ＝ 
達成した業務目標数 
業務に要した時間 
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利用時の品質 品質特性表
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利用時の品質 品質特性表
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品質特性名

／定義
満足性

製品又はシステムが明示された利用状況において使用されるとき，利用者
ニーズが満足される度合い。

説明 システム利用によって利用者がどの程度満足するか。

【詳細】

満足性は、製品品質特性の使用性と強く関係しているが、使用性

と比べて、利用時の品質としてシステムの品質を見ている。満足性

は、利用者がシステムをどのように理解・認識できているかといった

基本点にも関係し、有効性、効率性、リスク回避性といった他の利

用時の品質にも関係している。

開発者が使用性を試験するときに、利用者の実際の満足性の評価

ができると、使用性設計の改善に貢献することがある。

システムのリリース後の（専門的な）アンケート評価等で、ニーズに

合致していたかどうかの満足性の程度を効果的に評価できることが

ある。また、利用者に対するヘルプデスクなどの支援サービスの提

供が満足性を向上させることがある。

ニーズ ・他システムとつながった状態での満足性を十分検討したい。

リスク ・開発者が自信を持って開発するあまり、実際の利用者のニーズ

に合致していなかった。

・習熟していない利用者が誤った使い方をしたり、使用方法や指

示するメニューの所在が分からず困惑したりした。

・システムの利用手順や操作の組合せがあるか理解できず、また

面倒な操作に嫌気がさすことがあった。

・利用者が操作法、不具合等について相談したいが、連絡する方

法が明示されておらず、不満が高まった。

参考文献 ・ユーザビリティテスティング 共立出版 黒須 正明編著

・ユーザビリティハンドブック 共立出版 『ユーザビリティハ

ンドブック』編集委員会
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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品質副特性

名／定義
副特性 実用性

利用の結果及び利用の影響を含め，利用者が把握した目標の達成状況に
よって得られる利用者の満足の度合い。

説明 利用者が行いたいことが達成され、満足するか。

【詳細】

利用者が実際のビジネスの場面や、生活の場面で、「これは使え

る」と評価できるかどうか。利用者にとっての目標の達成状況がキ

ーポイントである。なお、利用に際して見出されるシステム不安定

等の不具合点は「信用性」の副特性で扱う。

ニーズ ・マーケットでソフトウェア製品が訴えたい点が、利用者の具体的な

目標達成の程度や、それを利用者が納得できる程度、にある場

合には、この副特性が基本的な品質の指標となるので十分検討

したい。

品質測定量 ・利用者が、実用性を認めて利用した機能やシステム（製品）がど

れかを相対評価する測定量の例として次のものがある。

選択利用率 ＝ 
特定の機能やシステムの利用回数 

評価対象全体の利用回数 
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利用時の品質 品質特性表
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品質副特性

名／定義
副特性 信用性

利用者又は他の利害関係者がもつ，製品又はシステムが意図した通りに動
作するという確信の度合い。

説明 利用者がシステムの動作として提示され、期待して、行いたいこと

が達成されるという確信をどの程度持てるか。

【詳細】

システムが示す情報や動作が利用者からみて疑わしい場合には、

システムの満足性は低下し、利用されない可能性もある。システム

が活用されるためには、信用性・信頼感の醸成も重要な要因とな

る。

ネットバンキングやネットショッピングでは、信頼感ある取引が常に

実施でき、利用者の不慣れな各種操作に対するシステムの対応も

適切である必要がある。

災害警報システムは、その通知内容が常に正しく、タイミングも適

切だという信用を持つ必要がある。

官庁の広報 システムは、データ内容の品質とともに、システム

動作として常に正しい最新情報を提供しているという信用性が求め

られる。

ニーズ ・利用者のシステムへのアクセスにおける信用性を重視したい。セ

キュリティが保たれているか、個人情報の取扱いは大丈夫か、シ

ステム利用上で難しい点や動作欠陥はないかなど、利用者から

みて不安になる点は多数ある。システムが利用者の不慣れな操

作をカバーしてくれるか等にも配慮したい。

・ヘルプデスクのサービス品質を高め、利用者からの意見を反映し

て、製品改良のサイクルを適切に実施することにより信用性を高

めたい。

・システムの保守性や保守サービス品質でも信用性を高めたい。

品質測定量  副特性の直接的な測定量の例。

「計量心理学的測定量」とは、 段階尺度等を用いたアンケートの

設計や結果集計に関して、心理学的な観点からのひずみ等を考

慮しつつ数値的に取り扱っていく手法にもとづいた測定量の総称

計量心理学的信用性 ＝ 
信用性に関する計量心理学的測定量 
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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である。ここでは、単なる定量的調査結果ではなく、専門的な見地

からの分析が必要であるという立場から、この用語を用いている。

参考文献 ・
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品質副特性

名／定義
副特性 快感性

個人的なニーズを満たすことから利用者が感じる喜びの度合い。

副特性 快適性

利用者が（システム又はソフトウェアを利用する時の）快適さに満足する度合
い。

説明 知識欲や個性の発揮といった利用者の欲求を満たせるか。

システム操作上の快適性を提供できるか。

【詳細】

快感性と快適性は似ているが、快感性の方は、使ってうれしかったと

いう感覚に対応している。また快適性の方は、操作感がスムースであ

ったなど、素早いシステム動作に快適さを覚えたといった状況を表し

ている。快適さがない状況では利用者のイライラ感が募ることになる。

これらの品質特性は、製品品質モデルのユーザインタフェース快美

性と関係がある。ユーザインタフェース快美性では、製品としての品

質への注力の仕方や見栄えに焦点を当てているのに対して、ここで

は利用者の主観的な受け取り方を問題としている。

（注）快美性という言葉は一般にはなじみが薄いが、辞書でも「快く美

しいこと。また、非常に快いこと。また、そのさま」と説明されている（大

辞林 第 版から）。英語の はしばしば美学、美的センス

などと訳される。

ニーズ ・システムが愛されて使い込まれるように、そのシステムにほれ込むと

いった好感の度合いを獲得することを目指したい。

・マニュアルレスで使えるシステムなど、直観的に活用できるシステム

を目指したい。それにより効率性が上がるとともに、利用者の快適

性向上にも貢献できる。

品質測定量 ・副特性の直接的な測定量の例。

「計量心理学的測定量」については、「信用性」の副特性の項を参

照。

計量心理学的快感／快適性 ＝ 
快感／快適性に関する計量心理学的測定量 
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。
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有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性
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環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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・一般に品質特性「満足性」の測定量として、

がある。ユーザビリティ評価で広く使われる質問紙

調査手法である。 項目の尺度（それぞれ、「私はこのシステムを

頻繁に利用したい」というような文章からなる）について、 段階ない

し 段階の賛成・反対の程度を選択させる手法（リッカート法）を用

いる。最終的な総合得点は、 ～ の間に位置したものになる。

参考文献 ・

・

・

・電 子 政 府 ユ ー ザ ビ リ テ ィ ガ イ ド ラ イ ン 付 属 文 書

（

）
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品質特性名

／定義
リスク回避性

製品又はシステムが，経済状況，人間の生活又は環境に対する潜在的なリ
スクを緩和する度合い。

説明 利用によって出会うかもしれない様々なリスクが低く抑えられている

か。

【詳細】

システムを利用することにおいて何らかのリスクが生じることがある。

そのようなリスクで悪影響を受けるものには経済的なもの、健康や

身体の安全上のもの、また人間の生活環境全般に関するものが考

えられる。リスク回避性の品質特性では、システムがどのように有効

にそうしたリスクを生まないようにしているか、緩和してくれるかを評

価する。

システムのステークホルダのうち、保守者の安全リスクの配慮が重

要となることがしばしばある。また、間接利用者の様々なリスクに対

する幅広い配慮が重要となることがある。

ニーズ ・システムの動作目的が直接に経済活動、健康や安全上の措置

（医療機器の場合や、機械の機能安全装置の場合など）、環境保

護（危険物質の漏えい防止装置など）に寄与している場合に、特

にシステムの失敗によるリスクの分析と、リスクに対応する品質達

成を重視したい。

・インテグリティレベルといったレベルを表す評価を用いて、リスク

回避性の評価をしたい。

・運用時のリスクを回避するために、運用時インシデント管理や運

用保守サービスの品質を評価したい。

・複合的なシステムでは、リスクの分析と回避等の対応はこれまで

に比べて一層高度なものが求められる。

・システムの生むリスクの評価に際しては、製品の機能適合性、互

換性、使用性などといった特性の評価が役立つことがあるため、

組み合わせて評価したい。

リスク ・利用すると高いリスクがある機能を起動した時に、その起動後の

状態が表示されず、また、アクセス権限を逸脱しても適切に通知・

拒否されないことがあった。

・ リスクがある機能について、過去のログが残されていないため、イ

ンシデント発生時に実施履歴の点検ができなかった。
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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品質副特性

名／定義
副特性 経済リスク緩和性

意図した利用状況において，財政状況、効率的運用操作，商業資産，評
判又は他の資源に対する潜在的なリスクを，製品又はシステムが緩和する
度合い。

説明 システム利用によって出会うかもしれない経済的なリスク、ビジネス

リスクが低く抑えられているか。

【詳細】

システム事故事例で、システムのデータチェック機能や入力データ

修正機能が甘かったために多額のビジネス損失を出した例があ

る。また、セキュリティに関連して、個人情報の漏えい等が直接的な

損害賠償や企業ブランド価値の損傷につながった例がある。安全

性に関連して、製品のリコール等が広範に生じた例がある。

そのような経済的な事故を防ぐシステムの機能や品質が幅広く求

められる。

ニーズ ・上記の説明にあるような事故を幅広く防止するために、適切な要

求事項を幅広い情報に基づいて設定したい。

・消費者等からの訴訟リスクにも対応した堅実な開発を実施した

い。

品質測定量 ・経済的な影響のあるエラーの発生確率に関わる基本的な測定量

の例。

結果として生じる経済的影響を測定するための基本測定量はビジ

ネスの特性に応じて多数考えられるため、品質評価の実情に応じ

て適切な基本測定量の組合せを考慮する必要がある。また、個々

の品質特性がどのように経済的な影響を持つかを評価するのは難

しく、事例経験に頼る場合も多くある。

経済影響エラー率 ＝ 
経済影響エラー発生件数 
システム利用状況数 
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利用時の品質 品質特性表
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・経済的な影響を事前に評価する立場の測定量の例。

仕様外シナリオ想定度 ＝ 

仕様外のリスクシナリオを考慮している件数 
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性

経済リスク緩和性

健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

利用状況網羅性

利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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品質副特性

名／定義
副特性 健康・安全リスク緩和性

意図した利用状況において，製品又はシステムが人々に対する潜在的なリ
スクを緩和する度合い。

副特性 環境リスク緩和性

意図した利用状況において，環境に対する潜在的なリスクを製品又はシス
テムが軽減する度合い。

説明 システム利用によって出会うかもしれない健康・安全上のリスクと環

境破壊のリスクが低く抑えられている。

【詳細】

システム事故事例で、プログラムの不具合や、システムのデータチ

ェック機能の甘さのために、システム誤動作、誤表示を起こした例

がある（航空管制上のトラブルの誘発、自動車やロボットの不具合・

危険動作、医療機器の誤診誘発など）。

日常の 端末操作でも、プログラムの不具合とは言えないが、操

作者に頚肩腕症候群や眼精疲労への影響等が報告されたことが

ある。

制御装置や警報装置のソフトウェアの不具合により、機械の危険動

作、災害への対応の遅れ、環境影響物質の漏えい等が懸念される

事例もある。

そのような健康・安全上の、または環境上の事故を防ぐシステムの

機能や品質が幅広く求められる。また、品質の状況について評価

する必要がある。

ニーズ ・上記の説明にあるような悪影響の発生を防止するために、リスク

分析等にもとづいて適切な要求事項を幅広く設定したい。

・ リスク発生の可能性が既知である機能がある場合は、そのことを

漏れなく明示したい。

・熟練者向けのシステムで、利用者に特定の訓練や取扱い上の注

意等が必要であることを、説明書等に明記するとともに、利用者

の訓練環境を整備したい。

・医療機器の分野で、健康・安全面での法的な規制、業界標準等

に対応したい。

・システムの保守時の作業者の安全性や、保守作業のミスの誘発

によるセーフティハザードに十分に留意したい。
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品質測定量 ・次のような測定量は、例えば医療機器使用現場において、患者

の中で正しくない治療を受けた患者の割合といった測定量として

利用できる。

【品質目標設定例】

医療機器ソフトウェアの開発にあたって、医療機器の安全性に関

しても規定している を指針として適用し、安全性

確保方策、品質目標とすることがある。

参考文献 ・ （医療機器へのユーザビリティ工学の適用）

・ 医療機器ソフトウェア － ソフ

トウェアライフサイクルプロセス

・ 委員会（工業用プロセス計測制御； を開発）や、

（ セキュリティ技術）委員会が提供してい

る諸規格及びその分野別規格

 

  

システム利用で影響を受ける対人安全性 ＝ 
ハザードにさらされる人数 

全利用人数 
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。
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有効性

効率性

効率性
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快適性
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副特性
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品質特性名

／定義
利用状況網羅性

明示された利用状況及び当初明確に識別されていた状況を超越した状況
の両方の状況において，有効性，効率性，リスク回避性及び満足性を伴っ
て製品又はシステムが使用できる度合い。

説明 提供している利用時の品質は、いろいろな利用状況の違いに関わ

らず提供できるか。

【詳細】

たとえば、特定のコンピュータや 、周辺機器のみを対象とするシ

ステムもあるが、より広い、多様な条件で利用できるとよい場合もあ

る。そのような対応可能条件の広さや柔軟性を評価する品質特性

である。

利用状況網羅性では、 機器を用いる作業環境（温度・湿度等を

含む）や、多様な人的特性 熟練度や好み、利き手といったものを

含む を持つ利用者の存在が考慮されているかどうか、という観点も

重要である。そのため、利用者ごとのカスタマイズ機能といったもの

も必要となる可能性がある。またこの観点は、製品品質モデルのア

クセシビリティ副特性とも関連する。

ニーズ ・市場に存在する多様なコンピューティングプラットフォームに対応

して、システムがどの程度の多様な範囲で正常に稼働可能か、製

品企画・設計・実装・試験に対応して明確にしたい。

・プラットフォームやその他の利用条件も時間とともに変化する。そ

うした変化に対してどの程度対応できるか明確にしたい。

・多様な利用者の範囲や、過酷な稼働（作業）環境をどこまで見込

むかの判断を正確に行いたい。また、操作のやり直しといった、

利用状況の多様なあり方をできるだけ網羅したい。

・稼働可能なプラットフォームの範囲がどの程度かの認識につい

て、ベンダーとして稼働を確認・保障する範囲を定義するほか、

利用者が試みた稼働可能プラットフォームの情報も収集したい。

リスク ・実装や試験で用いた環境とは異なるプラットフォームに展開する

ことが困難となった。

・利用する情報機器の画面サイズ、メモリサイズ、利用者の能力等

に制約があるにも関わらず、そのことが認識・説明されず、利用者

からクレームが寄せられた。

・システムがいろいろな利用条件に合わせた設定パラメータを持っ

ているにもかかわらず、現在の設定や変更の方法が分かりやすく

提示されていないため、利用者が利用環境に合わせた使い方が

できなかった。
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品質副特性

名／定義
副特性 利用状況完全性

明示された全ての利用状況において，有効性，効率性，リスク回避性及び
満足性を伴って製品又はシステムが使用できる度合い。

説明 最初から意図した範囲では完全に、いろいろな利用状況の違いに

関わらず利用時の品質を提供できるか。

【詳細】

利用状況完全性のイメージは、「携帯機器等の小さい画面を使用

したり、低いネットワーク帯域幅しか使えなかったり、熟練していな

い利用者が使ったり、また、オフラインモードで使ったりした場合で

も、ソフトウェアが使用可能である程度」と説明されている。

この副特性では、利用状況網羅性のうち、開発者があらかじめ利

用を想定している範囲の広さと、その対応策の実現の程度を問題

としている。

ニーズ ・複合的なシステムでは、どのようなシステムの要素の組合せで、ニ

ーズを実現できるのかの見極めが、ベンダー側からも利用者側か

らも難しくなるため、特に注意して利用状況網羅性を明確にした

い。

・利用者特性ごとに網羅的にシナリオベースのデザインを実施した

い。シナリオの網羅性は、タスクの特徴を列挙する場合や、ヒュー

マンエラー／想定外誤操作事象を列挙する場合などがある。

品質測定量 ・副特性の直接的な測定量の例。

 

  

利用状況完全性 ＝ 
適切な使用性とリスク水準が維持可能な利用状況数 

要求にあるすべての利用状況数 
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。

 

  

有効性

有効性

効率性

効率性

満足性

実用性

信用性

リスク回避性
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利用状況完全性
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快適性
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副特性
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以下に利用時の品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で

示す。
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有効性

効率性

効率性
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利用状況完全性

柔軟性

快感性

快適性

特性

副特性
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品質副特性

名／定義
副特性 柔軟性

要求事項の中で初めに明示された状況を逸脱した状況において，有効
性，効率性，リスク回避性及び満足性を伴って製品又はシステムが使用で
きる度合い。

説明 最初から意図したのとは違う状況でも、ある程度の状況の違いに関

わらず利用時の品質を提供できるか。

【詳細】

利用状況網羅性のうち、あらかじめ意図しなかった状況でも対応可

能な程度。柔軟性が不足している場合、意図していない状況で製

品を使用すると安全でなくなる可能性があり、そのような、「意図し

ていないが、想定としてはありうる利用」での安全性等の確保が重

要となることもある。また、柔軟性が高いことで、利用者の創造性を

刺激することもある。

ニーズ ・システム開発時に想定しなかった対象システム／人との連携や、

環境が変化する中でも稼働させたい。

・当初は特定のスキルを持った利用者を前提としていたが、より広

範囲の利用者に提供するようになった場合でもシステムを少ない

改良で対応させたい。

品質測定量 ・企業向けのシステム開発等で、要求事項が増えていくことが予想

されるときに、副特性の直接的な測定量の例として次のものがあ

る。

「顧客に利用条件として示した スペックを満たさなくとも、国内で

年以内に購入されていると推定されるすべての 機種で稼働す

るようにする」といった品質目標を立てることがある。

 

製品柔軟性 ＝ 
追加要求に対して既存機能で対応可能な件数 

追加要求の総件数 
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製品品質 品質特性表
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し
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品質特性名

／定義
機能適合性

明示された状況下で使用するとき，明示的ニーズ及び暗黙のニーズを満足
させる機能を，製品又はシステムが提供する度合い。

説明 機能がステークホルダのニーズにどの程度うまく適合しているか。

【詳細】

製品やサービスは、入力／表示／計算／動作など、多くの機能を

持っているが、それらがステークホルダの本来のニーズにどの程度

適合しているかの度合いである。

これは、機能項目の内容を列挙することではなく、機能が総合的な

見地から「適合」していて過不足がないかどうかを問題としている。

実際の開発においては、開発途中で何らかの理由により、予定し

ていた機能を狭める、あるいは利用に制限をかけたりすることがあ

るが、その場合、適合の度合いは低くなる。

機能には、利用者の目的に沿った、「目に見える（説明書に明記さ

れた）」ものだけでなく、例えば利用者の間違った使い方を制限し

たり、データ訂正作業を支援したり、万が一障害が発生した場合に

利用者やそのデータの安全を確保したりするような、文章の上では

見えにくいものもある。

ニーズ ・当初の機能仕様が抽象的であったり、複雑な利用条件があったり

する場合に、実装の結果がニーズに合っているかどうか点検・評

価したい。

・開発プロセスにおける「妥当性確認」といった事柄と関連づけて

機能適合性を検討したい。

・他システムとつながった状態での機能適合性を幅広く検討した

い。

リスク ・製品説明に利用者が呼び出せる機能がすべて書かれていない、

また逆に、実装機能が説明書記載通りに網羅されていなかった。

・安全性やビジネスリスクに関係する機能の内容が十分説明され

ず、あるいは実装されていないため、利用者がリスクにさらされ

た。

・ソフトウェア機能が異なるバージョンや製品導入時の選択肢があ

る場合に、その説明が不十分であったため、利用現場での導入

時の必要機能オプションの選択漏れがあった。

・データ容量やデータの精度、範囲等に制約があるにも関わらず、

そのことが適切に説明されず、または不適切に実装された。

・ソフトウェアやその機能に対する不適切なアクセス（うっかりミスな

どを含む）とその誤動作が適切に防護されていなかった。またそ
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し
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の防護機能の有効範囲などが適切に説明されていなかった。

・操作手順書やインストールガイドの内容が、実際の作業順序を反

映しておらず、省略があった。
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品質副特性

名／定義
副特性 機能完全性

機能の集合が明示された作業及び利用者の目的の全てを網羅する度合
い。

説明 機能が、必要な作業や利用目的達成の範囲をどの程度網羅して

いるか。

【詳細】

各種ステークホルダの本来のニーズに対して機能が十分に網羅さ

れているか、また利用者の実際の利用時の満足に足る機能が十分

に網羅されているかどうか、さらに本当に実装されているかどうかを

問題としている。

ニーズ ・機能要求事項はレビューされていて良好だが、仕様上の要求機

能件数が非常に多く、比較的短いプロジェクト期間にそのすべて

が実装及び試験されたのかどうか確認したい。

・旧システムで、機能が不足し、業務で必要となる作業の一部が面

倒な手作業を必要とすることがあり、また、機能が不足し、データ

や操作の後日での訂正等が適切にできないことがあったので新

システムでは対処したい。

・複合的なシステムでは、システムの要素間で相互に期待する機

能の完全性を十分検討したい。

・パッケージソフトウェアの各種バージョン間に機能上や法的規制

への対応上などでの違いがあり、それらが適切にマニュアル等に

反映されているか確認したい。

品質測定量 ・副特性の直接的な測定量の例。

実務上で入力データの訂正など特定の操作が必要であるにも関わ

らずそれが実装されていない、といった機能不足をカウントすること

も測定量として考えられる。

 

  

機能実装率 ＝ 
実際に実装された機能件数 
機能要求事項中の機能件数 
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品質副特性

名／定義
副特性 機能正確性

正確さの必要な程度での正しい結果を，製品又はシステムが提供する度合
い。

説明 機能がどの程度に正確な処理機能や出力データを提供している

か。

【詳細】

もともとの各種ステークホルダのニーズや、利用者の実際の利用に

際しての満足から見て、製品の機能が、きちんとした正確なデータ

や機能を提供しているかどうかを問題としている。正確さのうちに

は、精度や桁あふれ処理、端数処理の正確さといった課題もある。

ニーズ ・工学的な設計の計算で、データの精度や誤差の程度を評価した

い。

・会計計算で、端数処理が正しく行われているかどうか評価した

い。

・システムの要素間で授受されるデータ等の正確性の程度が異な

らないか評価したい。

品質測定量 ・副特性の直接的な測定量の例。

工学的な計算では精度見積もり・比較やシミュレーション計算を用

いた精度試験の結果等が測定量となる。

  

機能正確率 ＝ 
正しく実現されている機能件数 
機能要求事項中の機能件数 
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品質副特性

名／定義
副特性 機能適切性

明示された作業及び目的の達成を，機能が促進する度合い。

説明 機能とそれに対応する操作が不必要に煩雑なものとなっていない

かどうか。業務の的確な実施を促進しているかどうか。

【詳細】

同じ機能を提供するとしても、煩雑な手順や、手戻りを起こしやす

い機能の組合せが提供されていては、利用者の満足が得られな

い。

この副特性は使用性の品質特性とも関係するが、ここでは機能が

ニーズに適合しているかどうかという観点から問題としている。

要求事項を確立する場合に即して言えば、機能要求の確立では、

「特定のある機能ができること」を中心に述べているのに対して、こ

の機能適切性の品質要求では、「その機能あるいは関連する機能

群によって業務が適切に促進できること」を要求する。

ニーズ ・同じようなデータを入力する画面で毎回すべてのデータの入力

が必要となるような場合に、複写機能やデフォルト入力機能など

がどの画面にもあることが望ましいことがある。

・コンテキストに応じて適切なメニュー選択肢を提供するといった機

能性を十分考慮したい。

・業務の効率化のためのシステムでは、システムが業務の流れを

適切に反映したものとなっているか評価したい。

・システムの要素の機能の組合せが不必要に複雑になっていない

か評価したい。

品質測定量 ・副特性の直接的な測定量の例。

機能適切率 ＝ 
適切に実現されている機能件数 
機能要求事項中の機能件数 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し
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・機能適切性の測定量として次のような測定量もある。

参考文献 ・ 人間工学－人とシステムとのインタラクション－対

話の原則

 

  

機能仕様安定率 ＝ １－ 
ライフサイクル中に改訂された機能件数 

機能要求事項と利用者マニュアル中の機能件数
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製品品質 品質特性表

  

 

第
６
章 

品質特性名

／定義
性能効率性

明記された状態（条件）で使用する資源の量に関係する性能の度合い。

説明 システムの実行性能が効率的か、効率的に資源を使っているか。

【詳細】

利用時の品質にも「効率性」があるが、そちらは業務としての効率

性を問題としているのに対して、ここの性能効率性は、システム自

体の動作や直接使用するコンピュータ周辺の資源（計算時間、使

用メモリ量、使用媒体量、通信量、印刷量など）を問題としている。

どれくらいの労力を必要とするかという「人の稼働量」については、

利用時の品質として扱われる。

個々のシステム要素の性能から期待される性能効率が全体として

の様々な状況に対応できているかどうかが問題となることがある。

ニーズ ・技術計算等で、実際の技術上の解に到達できるまでに要する時

間を評価し短縮したい。

・利用者との対話型システムで、一つ一つの操作の応答時間を評

価したい。

・メモリ量が低く抑えられた組込みシステムで、特殊な状況でも稼

働できるようメモリ使用量を低く抑えたい。

・結合された他のシステムからの応答を待つ時間など、統合された

システムとしての性能効率性を評価し、実用性を高くしたい。

リスク ・対話型システムで、処理の応答時間が長く、またそのことへの警

告表示・途中経過表示もないため、利用者はシステムが不具合

に陥ったのか、正常に稼働しているのか判断できなかった。

・システムとしての性能効率の低下により、利用時の品質としての

利用者の業務効率も大きく低下させてしまった。
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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品質副特性

名／定義
副特性 時間効率性 （ ）

製品又はシステムの機能を実行するとき，製品又はシステムの応答時間及
び処理時間，並びにスループット速度が要求事項を満足する度合い。

副特性 資源効率性 （ ）

製品又はシステムの機能を実行するとき，製品又はシステムで使用される
資源の量及び種類が要求事項を満足する度合い。

説明 システムの実際の動作速度や、システムが利用する実際の資源の

種類と量が、システムへの要求を満たすか。

【詳細】

この二つの効率性は、それぞれ時間と、資源（時間を除く）とを対象

としている。この副特性項目ではシステムを動かすための技術的な

効率性を問題としているが、利用時の品質の効率性では、広く業

務上の資源が問題となる。

時間効率性は主に次の 点が課題となる。

― 応答速度

― 一定の処理を完了するのに要する時間

― 一定時間に何件の処理ができるかというスループット

資源効率性は主に次のような資源を考慮する。

― 使用 時間

― 使用メモリ

― 使用媒体（ディスク、外部媒体など）

― 通信回線占有率

― その他の外部資源（プリンタなど）占有率

ニーズ ・業務システムにおいて、システム稼働上の時間や資源が少なくて

済むスリムな運用を実現したい。

・メモリ使用量等が大きな問題となる組込みシステムで、そうした制

約に対応できているかどうかを評価したい。

品質測定量 ・副特性の説明で言及している要素の時間・資源効率性を測定す

るのものとして次のものがある。
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ターンアラウンドタイム充足率 ＝ 
ジョブ完了時刻 － ジョブ開始時刻 

目標ターンアラウンド時間 



 

第
６
章 

以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性
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品質副特性

名／定義
副特性 容量満足性 （ ）

製品又はシステムのパラメータの最大限度が要求事項を満足させる度合
い。

説明 取り扱えるデータのサイズや量、投入される速度、また利用者数な

どが、システムへの要求を満たすか。

【詳細】

この容量満足性とは、システムが取り扱えるデータ量、データ投入

速度や、同時アクセス可能数などの能力を扱うものである。

ニーズ ・データベースや通信回線の容量など非機能要求を正確に評価・

対応したい。

・データベースや サイトなどで、運用時の同時アクセス数を見

積もり、対応できるシステム容量を設計・構築したい。

品質測定量 ・オンラインシステムでの典型的な測定量の例。

 

  

オンラインリクエスト処理率 ＝ 
処理されたリクエスト件数 ／ 運用時間 

最大処理容量 
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品質特性名

／定義
互換性

同じハードウェア環境又はソフトウェア環境を共有する間，製品，システム
又は構成要素が他の製品，システム又は構成要素の情報を交換することが
できる度合い，及び／又はその要求された機能を実行することができる度
合い。

説明 他のシステムなどと適切につながるかどうか、共存できるかどうか。

【詳細】

あるシステム／ソフトウェアが、他のシステム／ソフトウェアと相互に

情報をやりとりする場合に適切に／円滑に情報交換が行われるこ

と、あるいは、相互に独立して動くべき場合に、相互に相手方の動

作の障害とならないこと。

他のシステムと情報交換をするシステムでは、特にこの互換性に対

する注意が必要となる。動作環境と、想定する他システムをできる

だけ明確にする必要がある。自システムと他のシステムという２者間

の観点だけでなく、同時に稼働するシステム全体としての要素間の

互換性を考慮しなければならない場合もある。情報交換する他の

システムの範囲には、周辺機器や通信回線の利用可能な種類な

ども含まれる。

ニーズ ・互換性は利用時の品質の利用状況網羅性を支えるものだと位置

づけて、評価・向上させたい。

・他のシステムとのインタフェースとなるデータの品質を、システム

のアウトプットの品質として評価・向上させたい。

リスク ・システム／ソフトウェアが特定のバージョンのプラットフォームや特

定の周辺機器に依存しているにも関わらず、そのことが明示され

なかった。

・インストール時に、その時の環境に応じた適切な設定の選択がで

きなかった。

・システム／ソフトウェアの特定の設定が他のシステムの動作を妨

げた。

・ソフトウェアの機能の一部しか他のシステムとの互換性がないにも

関わらず、その制限が明示されなかった。

・他のシステムとの互換性がないためにインストールができない、あ

るいはプラットフォーム等の設定変更が必要になることが、事前に

利用者に明示されなかった。
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性
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品質副特性

名／定義
副特性 共存性 （ ）

その他の製品に有害な影響を与えずに，他の製品と共通の環境及び資源
を共有する間，製品が要求された機能を効率的に実行することができる度
合い。

説明 他のシステムと、相互に妨害することなく、共存できるかどうか。

【詳細】

一つのハードウェア環境や一つのオペレーティングシステム環境の

もとで、複数のシステム／ソフトウェアが共存して稼働でき、コンピュ

ータ資源の共用にも支障がないこと。

ニーズ ・他のソフトウェアと共通の動的部品を利用する場合に、どのような

動的部品とそのバージョンを利用するか明確にし、他のソフトウェ

アの動作と両立するかを幅広く点検したい。

品質測定量 ・副特性の直接的な測定量の例。

【品質目標設定例】

品質目標として、「新規開発ソフトウェアと、市場で広く利用されて

いるソフトウェア及び自社ソフトウェアの各バージョンとの共存性

は、製品試験時に試験項目に取り入れる」といった方針をとり、共

存性の評価（共存が確認できる件数の評価）をすることが考えら

れる。

 

  

利用可能な共存 ＝ 
共存可能なソフトウェア件数 

運用環境で共存を求められるソフトウェア件数 
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品質副特性

名／定義
副特性 相互運用性 （ ）

二つ以上のシステム，製品又は構成要素が情報を交換し，既に交換された
情報を使用することができる度合い。

説明 他のシステムなどと適切に情報交換し、つながるかどうか。

【詳細】

情報交換をするシステム同士が、適切に情報交換できるかどうか、

またそのように適切に情報交換できる対象の範囲はどの程度かを

問題にする。

情報交換の手段・経路には、メモリ上でのやりとり、通信回線を通じ

たやりとり、ファイルを通じたやりとりなどがある。

ニーズ ・ネットワークを通じたデータ交換や入出力ファイルを取り扱うシス

テムにおいて、交換するデータの形式の対応可能範囲や形式の

規格のバージョン等を厳密にしたい。

・情報交換をする相手システムや稼働する環境にさまざまなバージ

ョンやバリエーションがある場合に、対応の可否を明確にしたい。

品質測定量 ・ファイルを通じて情報交換するシステムについての測定量の例。

  

データ交換率 ＝ 
情報交換可能なファイルフォーマット数 
情報交換したいファイルフォーマット数 
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品質特性名

／定義
使用性

明示された利用状況において，有効性，効率性及び満足性をもって明示さ
れた目標を達成するために，明示された利用者が製品又はシステムを利用
することができる度合い。

説明 「利用時の品質」を支えるために、製品自体が技術的に見てどの程

度使いやすいか。

【詳細】

使用性は、操作や外観に関して使用のしやすさを問題とする品質

特性である。

使用性がカバーする範囲は広く、六つの副特性によって具体的な

内容が定められている。

「利用時の品質」は、全体として、この製品品質モデルの「使用性」

に対応する事柄をそれぞれの品質特性の内容として持っていると

いうこともできる。

使用性が対象とする製品の範囲には、利用者マニュアルや保守マ

ニュアルなども含まれる。マニュアルの使い勝手は、使用性の一部

として重要なことがある。

・ネットショッピング等で、クレジットカード支払い画面が他システム

である時に、その画面を含めた使用性を考えたい場合がある。

ニーズ ・会話的なシステムでは、人とシステムとの迅速で確実なコミュニケ

ーションの確保を全体的に目指したい。

次のような選択肢から適切なユーザインタフェースを選びたい。

― コマンドラインインタフェース（キーボードからの命令文字列入

力により、システムへの指示を与える。）

― キャラクタベースのユーザインタフェース（ ； 矢印キー等を

含むキーボード入力と、文字ベースの表示を行う。）

― グラフィックベースのユーザインタフェース（ ビットマップ表

示と、ポインティングデバイス等の使用により、グラフィカルな表

示と操作を提供する。）

― 音声や動作によるインタフェース

― センサー等による自動データ読み取り

・オペレーティングシステム（ ）や、 ブラウザが標準的に提供

する操作仕様を徹底活用したい。

・例えばＥコマース（ネットショッピング）のサイトで、次のような幅広

い「利用者」の「使用性」を十分に考慮したい。

― 購入利用者

― 出店者

― ショッピングマート運営者
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リスク ・ビジネス推進の核となる サイトが見栄えがしなかったり、操作

性が悪かったりして、再度利用することが敬遠された。

・ユーザインタフェースの種別や方針が明確にされないため、一つ

のシステム／ソフトウェア内で統一がとれていなかったり、利用者

の期待に反する理解しにくいインタフェースが提供されたりした。

・アプリケーションの使用やシステムとしての運用操作に必要な知

識が明確にされないため、知識の少ない利用者の利用が困難と

なり、エラーや利用できない例が多発した。

・個人の好みや利用の事情に合わせるためのカスタマイズの「設

定」の方法やそうした設定の支援ツールの利用方法が分かりやす

く提示されていなかったので、多くの機能が実際には使われなか

った。

・ソフトウェアの知的財産権を保護するために行われる各種の使用

制限措置が明示されず、制限措置によって利用者が利用場面を

狭められた。

・アクセシビリティの対応範囲が狭く、かなり多くの人が利用から締

め出された。または、説明書等にアクセシビリティの範囲が明示さ

れておらず、障がいを持つ人にとっては利用困難であるにも関わ

らず誤って購入される事例が出た。

・システムが表示するメッセージ類が分かりにくく、利用者が理解し

ないまま、次のステップに進み、誤操作のようになってしまった。ま

た、エラーメッセージについて、そのエラーにどう対処したらよい

かが不明な例が多発した。
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品質副特性

名／定義
副特性 適切度認識性
（ ）

製品又はシステムが利用者のニーズに適切であるかどうかを利用者が認識
できる度合い。

副特性 習得性 （ ）

明示された利用状況において，有効性，効率性，リスク回避性及び満足性
をもって製品又はシステムを使用するために明示された学習目標を達成す
るために，明示された利用者が製品又はシステムを利用できる度合い。

説明 システムが利用者のニーズに合っているかどうかが製品やマニュア

ルから容易に判断できるか、また、システム活用法が製品やマニュ

アルから容易に習得できるか。

【詳細】

この二つの副特性は、一般利用者がシステム／ソフトウェアを比

較・検討したり、あるいは使い始めたりするときに問題となる。

適切度認識性は、購入・導入したりする際に、実際に購入・導入し

使いこむより前に、利用者のニーズに合っているかの判断が容易

であるかどうかを問題としている。パッケージソフトの場合、製品の

無償トライアル利用や機能制限版の無償提供が行われることもある

が、この時、初回起動後に短時間で良し悪しを判断できることが求

められる。

習得性は、次のようなことがあるかどうかを問題としている。

＜特別な学習や訓練なしで利用される場合＞

― 時間をかけて習得したりマニュアルを詳しく見たりしなくても自

然な流れで操作できる。

― ヘルプ機能や適切なワーニング、エラー告知等を手掛かりに

容易に操作できる。

＜何らかの程度の学習や訓練がある場合＞

― 簡潔な説明を受けたり、マニュアルを読んだりすることによって

利用できる。

― 自習支援機能や、効果的な習得コースが提供されている。

ニーズ ・利用者としてどのようなニーズと知識・スキルの背景がある人が利

用するかを的確に判断したい。

・どのような利用者にも利用してほしいというシステムの場合に、直

観的に馴染みやすく、親しみのわくユーザインタフェースにより、

習得性の難易度を特に低くしたい。
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品質測定量 ・適切度認識性の副特性に関する測定量の例。

・初回起動後の画面表示に着目した測定量の例。

・習得性の副特性に関する測定量の例。

製品又はシステムの基本機能、応用機能、及び優位さを述べてい

る特徴（サービス、タスク、もしくは機能）については、文書化の必

要があり、特に、利用者にとって重要度が高く、利用頻度の高い機

能については、利用状況を想定した説明が有効となる。

 

  

デモ表示装備率 ＝ 
デモ表示能力がある機能数 
製品記述にある全機能件数 

利用者マニュアル・ヘルプ完全率 ＝ 
利用者マニュアル・ヘルプで適切に説明されている機能件数

実装されていて文書化の必要がある機能件数 

起動直後に表示される画面内の主たる作業項目表示率 ＝ 
起動直後に表示される画面内の主たる作業項目数 
起動直後に表示される画面内のメニュー項目数 
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品質副特性

名／定義
副特性 運用操作性 （ ）

製品又はシステムが，それらを運用操作しやすく，制御しやすくする属性を
もっている度合い。

副特性 ユーザエラー防止性
（ ）

利用者が間違いを起こすことをシステムが防止する度合い。

説明 システムがどの程度使いやすく、また利用者の間違いを防止してく

れるか。

【詳細】

運用操作性は、操作や表示に一貫性があり使いやすいことととも

に、現在状態表示やパラメータ設定機能等によって操作しやすさ

の向上や操作の中断といった制御が可能であることを表す。

ネットショッピングのサイトで、購入のための様々な操作を途中でや

めたり、内容変更したりできること、経過や最終結果（購入完了な

ど）の確認ができることも、この運用操作性の課題に含まれる。

運用操作性とは、 の訳語だが、日本語では、運用性と訳

すべき場合と、操作性と訳すべき場合とがある。 では、まと

めて運用操作性と訳している。

ユーザエラー防止性は、利用者がメニュー選択やデータ入力等の

際に間違わないようにガードすることとともに、利用者が間違えた

り、試し入力をしたりしたときに、訂正入力できたり、元の状態に復

帰できたりする能力に対応している。

ニーズ ・利用者の煩雑なデータ入力負担を軽減するために、コンテキスト

に依存したメニュー表示をしたり、入力欄によく使われるデフォル

ト値を表示したりする方針を徹底したい。

・重大な結果を引き起こす可能性がある利用者入力に対しては事

前や実行時に警告を出したい。また、入力データの範囲や組合

せが不正な場合は、それを識別し、警告・入力拒否したい。

・システムに習熟していない利用者は、入力の途中経過では多数

の誤りを犯すことがある。利用者がエラー入力をした場合に、その

訂正作業が容易なユーザインタフェースを提供したい。

・エラー表示では、例えば、複数ある入力欄のうちでエラー箇所は

どの欄であるかを明示したり、複数のエラーがある場合にそのす

べてを一挙に表示したりするなどの対応を品質方策としたい。

・画面遷移をした場合に、すでに入力した正しいデータを再度入



  

 

第
６
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第６章

製品品質 品質特性表

  

 

第
６
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第６章

製品品質 品質特性表

  

 

第
６
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第６章

製品品質 品質特性表

  

 

第
６
章 

力させることがないように配慮したい。

・利用者の基本データや作業途中データは、保存でき、再入力に

よるエラー防止をしたい。

・不正防止のためのログアウト、サインアウトの方法は分かりやすく

提示し、ログアウトが実施されたことはその場で確認できるようにし

たい。

品質測定量 ・運用操作性の副特性の測定量の例。

・画面操作のしやすさの測定量の例。

・ユーザエラー防止性の副特性の測定量の例。

 

  

操作遷移（戻る動作）の滑らかさの度合い ＝  
戻る動作が適切に設計されている数 

戻る操作の全数 

ユーザエラー検査率 ＝ 
入力エラーが識別され明確に修正されるユーザ入力項目数 

エラー検出可能なユーザ入力項目数 

画面操作のしやすさの度合い ＝ １－ 
間接操作のための画面遷移数 
タスク遂行のための全画面遷移数 



 

第
６
章 

以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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品質副特性

名／定義
副特性 ユーザインタフェース快美性
（ ）

ユーザインタフェースが，利用者にとって楽しく，満足のいく対話を可能に
する度合い。

説明 ユーザインタフェースの見栄えや、対話のリズム感などの考慮をし

ているか。

【詳細】

特に一般利用者を対象とするシステムでは、利用者の好みにも対

応でき、また優れた鑑賞物、対話相手としての性質も持っているこ

とが望ましい。

利用時の品質の満足性でも同様のテーマを取り扱っているが、ここ

では、製品開発時にエンジニアリングとして追求する観点からユー

ザインタフェースの快美性というものを定義している。

快美性は、受け取り手の性別や年齢その他に起因する好みに依

存するものであることに留意する必要がある。不要なマンガや動画

の提示にも不快を感じる利用者もいる。このようなことに対応するに

は、多くの利用者に対応できるようにするアプローチもあり、対象と

する利用者の範囲を明確化するというアプローチもある。

ニーズ ・色の使用やグラフィックデザインなどの見栄えの要素を重視した

方針としたい。

・視覚的な要素だけでなく、聴覚的な要素、その他の感覚要素も

取り入れたい。

品質測定量 ・この副特性のうち、利用者の好みに適応できるという側面を表す

測定量の例。（I/F はインタフェースの略）

・この副特性のうち、一定の寸法リズムを提供することで利用者が

心地よい印象を得られる側面を表す測定量の例として次のものが

ある。

（ ） 表示要素のプロポーション（設計寸法比）が一定の等比級数

の組み合わせで構成されている自然界の法則（重力や生物の

成長）にもとづく寸法体系を用いている程度を評価する。

（ ） 表示要素のプロポーション（設計寸法比）が一定の等差級数

ユーザ I/F 要素のカスタマイズ可能率 ＝ 
カスタマイズ可能要素数 
ユーザ I/F 要素総数 
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の組み合わせで構成されている建築分野で活用され、人体寸

法との整合性を持つ寸法体系を用いている程度を評価する。

【品質目標設定例】

この副特性のうち、利用者が心地よい印象を得られる色彩構成

（色の組み合わせの問題）の側面を表す測定量の例としてコント

ラストの評価がある。コントラスト品質目標設定例として、次の場合

がある。

（ ） 白地に黄色の文字や、黒字に茶色の文字のように、コントラス

トがほとんどないと問題となり、カラーモニターによっても色は

違って見えるので、背景色とテキストの色の組み合わせについ

て注意深いテストが必要との方針をたてる。

（ ） コンテンツの前景色と背景色のコントラストが十分かどうか

を判定する基準に、 の『 』で定義されている「コ

ントラスト比」の計算式を用いることがある。
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性
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解析性

修正性

試験性
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真正性

回復性

特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性
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修正性
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品質副特性

名／定義
副特性 アクセシビリティ （ ）

製品又はシステムが，明示された利用状況において，明示された目標を達
成するために，幅広い範囲の心身特性及び能力の人々によって使用でき
る度合い。

説明 幅広い範囲の心身特性及び能力の人々がシステムを利用できるよ

う製品が配慮されているか。

【詳細】

アクセシビリティの副特性は、システム／ソフトウェアを、障害のある

人を含むすべての人が快適・有効に使用できる程度を問題として

いる。

高齢者や、場合によっては子供も、アクセシビリティの考慮の対象

となる。多くの人々にとって、流行語、略語、専門用語（業界用語）

が理解できないことも多々ある。開発者の好みに合わせるのではな

く、対象利用者をよく見極める必要がある。

アクセシビリティの範囲には、多様な言語、特に少数民族の言語を

カバーしているかどうかを含めることがある。

ニーズ ・ のページ上などで広報をする場合、その情報をできるだけ多

くの人にまんべんなく伝えたい。

・社会的な要請により、アクセシビリティの規格を満たしたい。

品質測定量 ・視覚障害や聴覚障害にしぼってアクセシビリティの測定を課題と

した場合の、測定量の例。

・視覚障害にしぼってアクセシビリティの測定を課題とした場合、測

定する品質特徴の例として次のものがある。

サイト利用タスク準拠 アクセシビリティチェックリスト

 表示速度
 概要の理解
 完全なアクセス
 利用者による操作
 本文の読みやすさ
 適切な音声読み上げ

 コンテンツの視認性

視聴覚障害者のアクセシビリティ ＝ 
視聴覚障害のある利用者が利用可能な機能数 

実装されている総機能件数 
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【品質目標設定例】

品質目標として、 「高齢者・障害者等配慮設計指針－

情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス」での要求事

項をできるだけ満たすようにすることがある。

参考文献 ・ シリーズ（ シリーズ）「高齢者・障害者等配慮

設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス」

・
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性
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解析性

修正性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性
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品質特性名

／定義
信頼性

明示された時間帯で，明示された条件下に，システム，製品又は構成要素
が明示された機能を実行する度合い。

説明 システムが、期待どおり動かないといった不具合から脱却できてい

るのはどの程度（頻度、時間など）か。

【詳細】

信頼性という用語は、元来は、故障等により製品が使用できなくな

る状況に対応して、そうした事態が軽減される程度として考えられ

た。ソフトウェアでは、故障の原因は、機械類のように摩耗等ではな

く、主として、開発過程での不具合、利用環境の変化、セキュリティ

上の攻撃などから生じるので、特有の軽減策が必要となる。

システムが停止したり誤動作したりする場合、そこから早期に復帰

する必要がある。また、システムの停止や復帰に際して、取り扱って

いたデータが壊れることがあり、そのデータの回復も課題となる。

なお、信頼性と類似の言葉に、「ディペンダビリティ」という考え方が

ある。

ニーズ ・人命に関わるシステムや、ノンストップ運用のシステムにおいて、

システム運用上の基本的な問題として、信頼性を確保するための

分析と方策を重視したい。

リスク ・システム利用上のエラー発生時に、連動する物理システムが制御

不能になり、ソフトウェアや取扱いデータが使用不能になった。

・システムの制御不能・使用不能状態からの回復手段がなかった。

・利用者データや設定したパラメータ等のデータの退避手段がな

かった。

・入力データが制限違反であるにもかかわらず、それを検知できな

かった。

・データの自動バックアップ機能や、ソフトウェアの致命的な障害時

の自動再起動、多重系による担保といった措置が施されていなか

った。
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品質副特性

名／定義
副特性 成熟性 （ ）

通常の運用操作の下で，システム，製品又は構成要素が信頼性に対する
ニーズに合致している度合い。

説明 システムが十分にテストされ、または、実運用で使い込まれ、どの

程度長く正常に稼働するといえるか。

【詳細】

この副特性は、システムはしっかりテストされ、または、使い込まれ、

なかなか故障しないといった品質への信頼感と関係している。ま

た、開発中のシステムでは、残存欠陥密度などの低減度合を判断

する。運用時の測定量の見地からは、故障の頻度はどうか、故障な

くどの程度の長時間の稼働を続けているかという面で評価する。

（注）成熟性の定義で「通常の運用操作」と言っているのは、例外

的でない運用操作が行われている（少なくとも停止していない）状

態またはその時間帯のことである。

ニーズ ・バグの収束等を厳密に評価し、テストの十分性を評価したい。

・新規に稼働を始めたシステムは、初期不良発生の可能性がある

ものとして運用上の措置をとる方がよい場合がある。初期不良を

防ぐために、成熟性の基準を設けて、対応するシステム運用試験

を厳重に行うといった方策を考えたい。

・使い込まれ、実務上で多くのケースで評価されている再利用部

品は、新規の開発で成熟性の観点から信頼して利用できる可能

性があるため、再利用を促進したい。

品質測定量 ・出荷前の代表的な測定量の例。式の「信頼性に関わる」とは、例

えばエラー処理（方針・実装・試験）が不適切である等。

欠陥修正率 ＝ 
設計／コーディング／試験で各修正完了した欠陥数 

指摘（発見）された信頼性に関わる欠陥総数 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 
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インテグリティ
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モジュール性
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解析性
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特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性
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・運用に入ってからの代表的な測定量の例。

「ノンストップ稼働のシステムであるため、 は初期不良なしに

○年程度を目標とする」といった品質を目標とする。

 

  

平均故障間隔（MTBF） ＝ 
総稼働時間 

システム／ソフトウェア故障発生件数 
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品質副特性

名／定義
副特性 可用性 （ ）

使用することを要求されたとき，システム，製品又は構成要素が運用操作可
能及びアクセス可能な度合い。

説明 システムが利用可能状態にあるのはどの程度（の時間割合）か。

【詳細】

システムがまれに短時間停止しても、すみやかに復旧し、トータル

で見ると、ほぼ常に利用できていれば、可用性は確保されていると

言える。

可用性を保つには、システムのサービスが不本意にダウンしない、

また情報にアクセス不能にならないということとともに、回復性や障

害許容性といった特性をシステムが持つことが必要であり、総合的

な品質特性であるといえる。

ニーズ ・計画的な保守期間を除き、 休止することなくサービスを続け

るシステムとして可用性を確保したい。

・最低限の可用性のレベルを高く確保するために、縮退運転（一部

の機能を一部の構成要素だけからなるシステムで提供する）機能

を持つことにし、可用性への寄与の程度を評価したい。可用性の

ニーズと、可用性を構成する品質特性に関わる構成要素の特性

（ 等）からの故障のリスクの見積りを行いたい。

品質測定量 ・副特性の直接的な測定量の例。

 

  

稼働率 ＝ 
実際に稼働した総時間 

運用スケジュールで規定された稼働時間 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性
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品質副特性

名／定義
副特性 障害許容性 （耐故障性）

（ ）

ハードウェア又はソフトウェア障害にもかかわらず，システム，製品又は構成
要素が意図したように運用操作できる度合い。

副特性 回復性 （ ）

中断時又は故障時に，製品又はシステムが直接的に影響を受けたデータ
を回復し，システムを希望する状態に復元することができる度合い。

説明 システムが正常運用できなくなり、運用困難や停止となった場合へ

の対応が有効・迅速にできるか。

【詳細】

障害許容性は、耐故障性ともいう。異常なデータの検出やソフトウ

ェアの意図しない誤動作の検出時に、利用者ヘのシステムのサー

ビスを何等かの内容で継続することができるように対処しておくと、

利用者は安心してシステムを利用することができる。このような対処

は、アプリケーションのレベル、基本ソフトウェアのレベルなど、様々

なレベルが考えられる。

回復性は、システムが提供するサービス（関連するデータを含む）

が実際に回復するまでの時間等に着目している（関係が深い特性

に「保守性」があるが、こちらは、保守作業がどの程度容易かという

視点から見ている）。そのため、システムを回復させるような機能の

実装など、システム全体としての動きや、保守の在り方とも関係す

る。

ニーズ ・故障の発生率とともに、障害許容性のニーズを把握したうえで、

システム／ソフトウェアの停止時に取り扱っているデータの保全を

図るための定期自動データセーブの機能を実装する。

品質測定量 ・副特性の直接的な測定量の例。

回復時間の目標値は と呼ばれる。

 

平均回復時間 ＝ 
回復に要した時間総計数 
回復が必要となった件数 
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品質特性名

／定義
セキュリティ

人間又は他の製品若しくはシステムが，認められた権限の種類及び水準に
応じたデータアクセスの度合いをもてるように，製品又はシステムが情報及
びデータを保護する度合い。

説明 システムが、情報や機能に対するアクセス制御と、情報やデータの

保全とをどの程度行っているか。

【詳細】

ここでは主としてデータベースや、オペレーティングシステムなど管

理された領域でのセキュリティを念頭に置いているため、セキュリテ

ィの説明にアクセスの保護という概念を用いている。

この特性の記述に出てくる用語の意味は、セキュリティのコミュニテ

ィで用いられている用語の意味と完全には一致していないので、注

意が必要である（例えばインテグリティの使い方については、副特

性のインテグリティの解説箇所を参照）。

ニーズ ・現在では、セキュリティは多様な要求があるため、それらに対して

どの程度、どのような手段で対応していくのが妥当か、見極めた

い。

・セキュリティのニーズの程度とリスクの認識に応じて、セキュリティ

機能の実装や、セキュアな設計、ソフトウェア実装におけるコーデ

ィング規約などの適用の程度を決定したい。

・形式手法の適用など、セキュリティをある程度保証できるアプロー

チを考えたい。

・セキュリティに関する認証制度に対応した設計を行いたい。

リスク ・セキュリティの具体的な対処法が分からないため、要求仕様に

「セキュリティ事故が一切起こらないこと」とだけ記載したが、実装

ベンダーは対応できなかった。

・ニーズが不明であるため、セキュリティの規格で要請されているす

べての項目を実装しようとしたが、コストが膨大となり、途中で断念

せざるを得なくなった。

・アクセス制御の方策として、システム管理者には全権限を与え、

一般利用者には自分のデータへのアクセス権限だけを与える設

計をしたが、それでは、利用者が利用時のシステムパラメータの

変更等ができず、結局一般利用者もシステム管理者権限で利用

することとなってしまった。

・公開されている 画面において、システムの詳しいエラーメッ

セージ表示を行ったため、攻撃者が容易にシステムの構造を理

解し、次の攻撃に利用した。
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性
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品質副特性

名／定義
副特性 機密性 ）

製品又はシステムが，アクセスすることを認められたデータだけにアクセス
することができることを確実にする度合い。

副特性 インテグリティ （ ）

コンピュータプログラム又はデータに権限をもたないでアクセスすること又は
修正することを，システム，製品又は構成要素が防止する度合い。

説明 システムが情報の機密保護やデータ保護の観点からどの程度アク

セス制御を実施しているか。

【詳細】

機密性は、システム／ソフトウェアの機能として、定められたアクセ

ス権限の逸脱がないように管理する品質上の能力を定めている。

インテグリティは、「定義」では、ソフトウェア製品等の品質特性とし

てとらえているため、攻撃防止の度合いとして定義している。同じイ

ンテグリティという用語を情報の側からとらえ、情報の全般的な整合

性、また、破壊を免れている程度を表す用語として用いることもあ

る。それについては、データ品質の「一貫性」等を参照。

インテグリティには、いわゆるバッファーオーバーフローの防止措

置なども含まれる。

ニーズ ・個人情報など機密性の高いデータを特に保護するため、厳密な

暗号化・復号の仕組みを設けたい。

・インテグリティ侵害をレビューできるようにするために、アクセスロ

グの記録・保存の仕組み、侵害検出と通知の仕組みを用いたい。

・広い意味でのインテグリティに対処するため、データベースの対

応する機能を有効に使いたい。

・広い意味でのインテグリティに対処するため、複数の主体のアク

セスが競合する同時アクセス制御の課題が適切な技術で対処さ

れるよう設計し評価したい。

・アクセスログやバックアップデータの機密保護や真正性保護の方

針（長期方針を含む）を立て、実施したい。

品質測定量 ・機密性に関わって暗号化実施の程度の測定量の例。
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主な暗号アルゴリズムには公的な評価がされている。

・インテグリティ実現の程度の測定量の例。

 

  

暗号アルゴリズムの強さ ＝１－ 
使用リスクがあるか危殆化しているアルゴリズム数 

使用されている暗号アルゴリズム総数 

データインテグリティ適合性 ＝１－ 
データが実際に損傷したアクセス件数 
データ損傷を防止すべきアクセス総数 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 
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品質副特性

名／定義
副特性 否認防止性 ）

事象又は行為が後になって否認されることがないように，行為又は事象が
引き起こされたことを証明することができる度合い。

説明 情報アクセスや情報伝達などの行為とその内容が偽って否認され

ないようにシステムが作られているか。

【詳細】

コンピュータ利用やインターネット上のサービスでは、システム利用

者やビジネスのやりとりの相手などが、以前のシステム利用ややりと

りの内容を否認して自己に有利な主張をすることがありえる。それ

を効果的に防止するには特別の仕組みが必要である。それが否認

防止である。

否認防止には、単純にログ等でメッセージのやりとりを記録する方

法や、厳密に電子署名応用によって否認できなくする方法などが

ある。

ニーズ ・ビジネス上のメールの送・受信はすべて電子署名付きのものに限

り、署名を常に検証することで、効果的に否認防止をしたい。

・システムのログイン記録を管理者の電子署名で保護することによ

り、ログの改ざんを防止したい。

品質測定量 ・発生イベントの否認防止測定量の例。

  

電子署名利用率 ＝ 
電子署名処理が行われているイベント件数 

否認防止を要するイベント件数 
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品質副特性

名／定義
副特性 責任追跡性 ）

実体の行為がその実体に一意的に追跡可能である度合い。

説明 情報アクセスや情報伝達などの行為が記録され追跡できるか。

【詳細】

ア ク セ ス 制 御 の 一つ の側 面 と し て 、 こ の 責 任 追跡 性

（ ）は最近特に重要となってきている。各種のインシ

デントが起こった場合に、その原因の特定と、品質上の問題点の

抽出、再発防止策の策定といった事柄が求められる。

ここでは、ログ等の追跡 にとどまらず、真正性がある

行為者にたどり着けることを意図している。

（注）英語の という用語は、もともとは会計的な説明

責任という意味の用語だが、今では広く社会的な説明と原因究明

ができるようにする仕組みを指して用いられている。

ニーズ ・システム停止などの事故に備えることが必要なログ記録では、発

生したイベントが確実に（システム停止にいたっても）記録されるよ

うに、ソフトウェア／ハードウェアを選択・設計したい。

・セキュリティを重視するシステム内のリソースへのアクセスは漏らさ

ずすべて記録（誰が、何に、いつ、どうアクセスしたか）したい。

品質測定量 ・アクセスログの網羅性を問題とする測定量の例。

【品質目標設定例】

例えば「ログインと主要な外部記憶・周辺機器・ネットワークアクセ

ス、データベースアクセスはすべて記録し、そのログは ディス

クを経由してクラウド上に永久に保存する」という要求により、責任

追跡性の実施目標とする。

  

アクセス監査性 ＝ 
システムログに記録されているアクセス数 

実際に発生しているアクセス数 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性
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特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性
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品質副特性

名／定義
副特性 真正性 ）

ある主体又は資源の同一性が主張したとおりであることを証明できる度合
い。

説明 いわゆるアイデンティティを表明した主体が、本人・本物であること

を、証明により確認しているか。

【詳細】

定義の中にある「同一性」とはアイデンティティ の訳語で、

多くの場合は通常 と呼ばれるものに当たる。

ここでは、人の のほかに、メッセージの内容等が「主張した

通りである」という、電子署名／電子証明書の目指す品質特性も含

まれている。

なお、関連する という英語は主体認証などと訳され

ることもある。

ニーズ ・ アプリケーションの作成において、利用者認証方式を厳密に

し、またセッション乗っ取りを防止したい。

・アプリケーションが独自に利用者パスワード管理をするときに、パ

スワード自体の機密性管理をどのような手段でどの程度実施すべ

きか、現在の攻撃の水準や標準的な防護技術の状況と照らし合

わせて明確にしたい。

・ネットバンキングやネットショッピングにおいて、事業者から利用者

への通知は、電子署名などにより真正のものであることを保証す

る方針としたい。

品質測定量 ・真正性がうまく手順として実現しているかどうかの測定量の例。

【品質目標設定例】

真正性確保に使われる電子証明書にも証明の度合いなどの種別

があるため、リスク分析や国際的な規制の状況を考慮して適正な証

明書による真正性の検証を行うことが品質目標設定の一例となる。

 

 

真正性手順適合率 ＝ 
正しく実現されている真正性確認手順件数 
仕様中で真正性確認手順が必要な件数 
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品質特性名

／定義
保守性

意図した保守者によって，製品又はシステムが修正することができる有効性
及び効率性の度合い。

説明 システム保守・修正が容易か。

【詳細】

システム／ソフトウェアは多くの場合、リリース後も修正することが必

要となる。その時に、その修正の状況に応じて、ソースプログラムが

修正しやすいか、過去のプログラムの構造などが解析しやすいか、

状況変化に合わせたアドオンやアップデートがしやすいかなどが

問題となる。

保守性は、システム／ソフトウェアの本体だけでなく、マニュアルや

関連ドキュメントを含める。

ニーズ ・長期にわたり、いろいろな開発要員が対象のシステムを修正する

ために、高い保守性を持ちたい。

・運用時の不具合発生を予防的に、また効果的に発見し、修正作

業を容易にするために、モニタリング機能を持ちたい（ソフトウェア

の振舞い、会話的な操作、データ入出力、実行時の性能、重大イ

ベントの兆候、ログ中の要注意事項発生、業務データとしての健

全性など）。

・システム／ソフトウェアの中核部分とは別にアドオン機能を装備

し、利用者が状況に合わせてアドオン部品を選択利用し、また、

アップデートできるようにしたい。

リスク ・システム／ソフトウェア開発チームの解散後、保守担当による修

正作業がうまくできなかった。

・システム／ソフトウェアが巨大で、全体を把握している要員がいな

い上に、効果的な技術資料もなく、事故等の対応で、不具合箇

所を突き止め、効果的に修正できなかった。

・毎回同じようなアプリケーションを開発しているにも関わらず、共

通部品化等ができないため、いつも工数をかけてスクラッチから

開発し、それによりリリースする製品の品質も低下している。

・構成管理（システム全体の変更管理や、システム一式の構成要

素とその要求事項の管理）を的確に行っていないため、リリース製

品自体やそれに含まれる構成要素の版番号が不明であり、開発

者の修正作業や利用者側での構成要素のアップデートがいつも

適切に実施できない。

・要求から試験に至るまで、トレーサビリティが確立されていないた
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性
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信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性
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め、一部の要求事項が満足されていなかったり、要求や実装の変

更がどのように波及するかが不明確であったりすることが多数あっ

た。
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品質副特性

名／定義
副特性 モジュール性 （ ）

一つの構成要素に対する変更が他の構成要素に与える影響が最小になる
ように，システム又はコンピュータプログラムが別々の構成要素から構成さ
れている度合い。

説明 システムやプログラムが適切にモジュールや基本構造に分割され、

構成されているか、またそのモジュール間の独立性はどの程度か。

【詳細】

モジュール性は、システム／ソフトウェアが大きいときに、いくつか

のまたは多数の基本的な単位の集まりとしてシステムを構成する方

がよいという考えにもとづいている。モジュール同士は情報のやりと

りをして連携動作するが、情報のやりとりが複雑すぎるといろいろな

場面で制御しきれないため、モジュール間の独立性や、モジュー

ル間の情報交換の単純化が要求される。

歴史的には、モジュール性は、不適切な 文や、複雑な条件

分岐がソースプログラムを複雑にしたことへの反省として行われた

「構造化プログラミング」や「モジュール化プログラミング」といった考

え方と関連している。また、それらの延長で、「オブジェクト指向」の

考え方とも関連している。「構造化プログラミング」では、プログラム

のロジックが複雑となった場合に、機能の一部を別の関数／サブ

ルーチンに仕立てて外出ししたりする。オブジェクト指向では、さら

に再利用性を重視して、機能面の分割だけでなく凝縮性や結合性

のような性質からモジュール性を評価する。モジュール性はより詳

細化した単位であるプログラムの内部構造（選択構造や繰返し構

造など）について問題とすることもあるし、より大きな視点で、システ

ム／ソフトウェアのアーキテクチャ面で考えることもある。

このモジュール性を、各構成要素を修正した際のインパクトの面か

ら見ると、「定義」で述べられている「変更の影響が最小になるよう

にする」という条件となる。

（注）「定義」で述べている「構成要素 」とは、多くの

場合、システム／ソフトウェアのコンパイル単位等のいわゆるモジュ

ールと言われるものや、機能的に密接に関連したソフトウェアの集

合した単位で、システムを構成する部品となるものである。

では、構成単位のことを、少し一般化した表現で、「別々の構造（例

えば、アセンブリ又はソフトウェアモジュール）で、特別な水準での

分析で考慮されたシステム内のもの」と定義している。

ニーズ ・システム／ソフトウェアを適切な機能単位／データ単位に分割

し、プログラムの複雑性に起因する機能適合性の低下を防止した

い。

・開発に関わる多くのプログラマごとに、長大なプログラムや、複雑
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し
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な論理を持ったプログラムなどのばらつきがあると、ソフトウェア全

体の保守性が落ちるため、モジュール性に関する指針を決め、定

量的に評価することが望ましい。

品質測定量 ・ソフトウェアモジュール内の複雑性の測定量の例。

ここで、サイクロマチック複雑度とは、プログラムのロジックの複雑さ

を表すもので、プログラム構造をグラフ表現したときに、グラフの頂

点数 、辺数 、接続されたプログラム要素数 から次式で計算

される。

–

・構成要素の結合度の測定量の例。

 

  

システム複雑度（サイクロマチックから見た） ＝ 
基準以上のサイクロマチック複雑度を持つモジュール数 

製品中のソフトウェアモジュール総数 

構成要素結合度適合性 ＝ 
変更の他への波及が基準以下の構成要素数 

独立性が要求される構成要素数 
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品質副特性

名／定義
副特性 再利用性 （ ）

一つ以上のシステムに，又は他の資産作りに，資産を使用することができる
度合い。

説明 ある状況に合わせて、または、汎用に作ったシステム、ソフトウェア

構成要素などが、多様な状況でも利用できるようになっているか。

【詳細】

再利用性は、特定の目的を持って開発したシステム／ソフトウェア

やその構成要素を、他の目的に転用して利用する場合にも、また、

最初から多くのシステム／ソフトウェアで利用されることを目指す部

品の開発の場合にも問題になる。

再利用部品は、多くの場合、利用できる環境に多少の制約がある

が、再利用部品開発の上では、できるだけ多様な環境で利用でき

ることが望ましいといえる。制約の例としては、稼働可能なプラットフ

ォーム、入力データの数とデータ範囲・データ種別、時間効率と資

源効率、などがある。

ニーズ ・開発プラットフォーム提供ベンダーの立場や、自社開発ソフトウェ

アの開発効率化・高品質化の立場から、共通利用部品を開発し

たい。

・移植性の品質特性とも関連して、多くの稼働環境への移植を最

初から想定し、再利用性を高めたい。

・システム／ソフトウェアの設計を比較的抽象的なモデルのレベル

で行い、いろいろな状況でモデルを再利用し、実装はそれぞれ

の状況に応じて対応するというアプローチをとりたい。

品質測定量 ・副特性の直接的な測定量の例。

 

  

資産再利用性 ＝ 
再利用可能なように設計／実装されている資産数 

システム中の総資産数 
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品質副特性

名／定義
副特性 解析性 （ ）

製品若しくはシステムの一つ以上の部分への意図した変更が製品若しくは
システムに与える影響を総合評価すること，欠陥若しくは故障の原因を診
断すること，又は修正しなければならない部分を識別することが可能である
ことについての有効性及び効率性の度合い。

副特性 修正性 （ ）

欠陥の取込みも既存の製品品質の低下もなく，有効的に，かつ，効率的に
製品又はシステムを修正することができる度合い。

説明 システムの変更や障害対応に際して、変更の影響範囲や障害原

因を解析し、修正するのが容易か。

【詳細】

解析性は、動作時の不具合などに対する原因の理解が容易にで

きるという特性を表していて、プログラムコードの静的な性質も、動

作時の動的な性質も含む。

解析性は、いわゆるリバースエンジニアリングの容易性について述

べたものではない。正当な保守者によるシステム／ソフトウェアの修

正のためには、その動作及び構造をよく理解し、一貫性をもって必

要な修正を行う必要がある。モジュール性が高度であれば修正箇

所が一か所または狭い範囲で済むが、一般的には修正箇所が広

い箇所に波及したり、分かりにくい波及を招いていたりすることがあ

る。全体の動作及び構造がよく理解できれば、修正必要箇所を特

定し、網羅するうえでの間違いを少なくすることができる。

修正性は、修正実施においていわゆるデグレードが生じないで、

迅速・的確に修正ができることを述べている。解析性が高度であっ

ても修正が容易であるとは限らない。修正すべき内容が膨大となっ

たり、隠れた依存関係があることを見逃したり忘れたりして修正漏れ

が発生し、デグレードが生じることがある。

オブジェクト指向プログラミングでは、制御の流れが見えにくくなり、

実行時のデータの計算・変更結果がどのように波及するか見えにく

くなることがある。

ニーズ ・解析性と修正性の向上のために、コーディング規約を導入した

い。

・実行時の不具合の状況を分かりやすく検出するために、適切な

実行ログをとり、また自己診断機能をシステム／ソフトウェアに実

装したい。

・解析性と修正性をモニタリングするため、静的解析ツールで出荷
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前の製品品質チェックを行い、それにもとづく開発チームへのフィ

ードバックプロセスを実施したい。

・保守作業に伴うデグレードの防止のため、構成管理の厳密化や

モジュール性の高度化を試みたい。

品質測定量 ・自己診断機能の実装に関わる測定量の例として次のものがある。

【品質目標設定例】

例えば、障害対応の解析性を高めるために診断機能を充実させ

ることにし、すべてのプログラムに診断実行モードという自己診断

機能の厳密実施とログ抽出を目的とした実行オプションを設ける

ことを方針とする。

 

  

診断機能有効性 ＝ 
原因分析に有効な診断機能数 
実装されている診断機能数 
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品質副特性

名／定義
副特性 試験性 （ ）

システム，製品又は構成要素について試験基準を確立することができ，そ
の基準が満たされているかどうかを決定するために試験を実行することがで
きる有効性及び効率性の度合い。

説明 ある機能やシステムの構成要素が的確に試験できるように構成さ

れているかどうか。

【詳細】

試験が可能かどうか、及び試験の容易性は、内部特性としても、外

部特性としても評価できる。すなわち前者では、試験実施を容易に

する支援機能（モニタリング機能、プロファイリング機能等）が充実

しているかどうかの評価などが含まれる。後者に関する測定では、

試験従事者や利用者（受入れ試験等を担うとした場合の利用者）

が実地にどの程度の努力を要したのかの測定が行われる。

試験実施結果の信頼性（テストカバレジなど）は、成熟性などの品

質特性で扱われる。

試験性には、ライフサイクルの各段階でのものがある。要求の仕様

化時の試験性は、モデルベース試験、レビューやプロトタイピング

と関係がある。製品出荷時の試験性は、受入れ試験と関係がある。

運用時の試験性は、運用システム動作のモニタリングと関係があ

る。

試験が進行したのちの修正に対応する試験をリグレッションテスト

（回帰試験）という。リグレッションテストについてもこの「試験性」が

重要となる。

ニーズ ・試験工数の見積もりは、プロジェクトの工期管理の上で大きな留

意事項となることがある。そのときに試験性を考慮した試験工数の

短縮可能性を検討したい。

・受入れ試験実施において、効率的で的確な顧客側の試験実施

は、ビジネス上も、技術上も有効な効果を生む可能性があり、試

験の効率性を検討したい。

・運用時の不具合の修正に伴う高い試験性（リグレッションテストの

試験性）は、解析性とともに、全般的な保守性の向上に大きく役

立つため、その効率化を検討したい。

品質測定量 ・他システムに依存する試験実施環境に関わる試験性の測定量の

例として次のものがある。
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自立試験可能性 ＝ 
依存していてもスタブ等で実施できる試験数 
他システムに依存している試験項目数 
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し
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相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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品質特性名

／定義
移植性

一つのハードウェア，ソフトウェア又は他の運用環境若しくは利用環境から
その他の環境に，システム，製品又は構成要素を移すことができる有効性
及び効率性の度合い。

説明 異なる環境にシステムを移すことが、どの程度容易にできるか。

【詳細】

移植性は、再利用性とも関係するが、製品そのものというより、異な

る環境へシステム／ソフトウェアを移す作業、または新規インストー

ル、アップデートインストールする作業に焦点を当てている。

移植で問題となる「他の環境」とは、異なるホストや異なる 、異な

る運用設定のほかに異なる部署・組織等を含む。

移植性も、試験性と同様に、移植の作業を容易にする支援機能が

充実しているかという側面と、実際に移植を経験した際に作業が容

易だったかという実情評価の側面の両面で評価できる。

ニーズ ・様々な環境での利用が可能なことをうたうソフトウェアでも、実際

にインストールしようとすると実務的障害に出会うことがある。利用

者から見た場合には、スムースなインストールが期待されるので、

その評価を重視したい。

・初期インストール手順だけでなく、アップデートインストール手順

や、アンインストール手順についても容易性を確認・評価したい。

・異なるプラットフォームへのソフトウェアの移植を容易にするため、

様々な仮想化技術を積極的に利用したい。

リスク ・製品を動作させ、インストールを成功させるために必要なプラット

フォームやリソースがリリースに際して明示されていなかった。この

リソースには、 種別・性能、メモリ量、ハードディスク容量、周

辺機器、ネットワーク環境などを含む。

・インストールに必要な準備作業や実施に要する時間が、インスト

ール開始以前に、分かりやすく明示されていなかった。

・アプリケーションのアンインストール時に、利用者が作成したデー

タやパラメータは保存されたままになることがあり、そのことが利用

者の不都合となることがあった（別途、利用者データ／パラメータ

の削除が必要だった）。

・アプリケーションのインストールに必要なアクセス権限等が明示さ

れていなかった。また、インストールがシステム管理者一人分しか

行えず一般利用者として利用できないためセキュリティ方針に沿

わなかった。
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品質副特性

名／定義
副特性 適応性

異なる又は進化していくハードウェア，ソフトウェア又は他の運用環境若しく
は利用環境に，製品又はシステムが適応できる有効性及び効率性の度合
い。

副特性 設置性

明示された環境において，製品又はシステムをうまく設置及び／又は削除
できる有効性及び効率性の度合い。

説明 利用環境の変化に対応して、システムを移動させたり、（再）インスト

ールさせたりするのがどの程度容易か。

【詳細】

これらの副特性は、システム／ソフトウェアをいろいろな利用者の環

境に持ち込んだ際に適切に稼働できるかどうかを問題としている。

適応性では、環境が多用であったり、変化していったりする時に、

それに追随できるかを問題としている。

設置性は、稼働環境にインストール／アンインストールする手順が

容易かどうか、思い通りのインストールができるかどうかを問題とし

ている。

ニーズ ・製品が多様な環境への対応を目標としている場合には、その対

応範囲を明確にしたい。

・製品が一般利用者自身の手によるインストールやアンインストー

ルを想定している場合、その手順を明確にし、また利用者の個別

の利用環境の状況や、考えうるエラー操作等に対して柔軟に対

応できるか明確にしたい。

品質測定量 ・ 箇所での平均インストール時間を評価する測定量の例。

期待時間は、過去のデータや業界標準により決まる。

 

インストール時間効率性 ＝1/n * 

i 番目のインストールの実際の時間 

i 番目のインストールの期待時間 
 ⬚
𝑖𝑖=1,𝑛𝑛
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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以下に製品品質の各特性／副特性の内容をそれぞれ表の形で示し

た。 

  

機能適合性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

性能効率性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

互換性

共存性

相互運用性

ユーザエラー防止性

使用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザ 快美性

アクセシビリティ

信頼性

成熟性

可用性

障害許容性

セキュリティ

機密性

インテグリティ

否認防止性

保守性

モジュール性

再利用性

移植性

適応性

設置性

置換性

解析性

修正性

試験性

責任追跡性

真正性

回復性

特性

副特性
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品質副特性

名／定義
副特性 置換性

同じ環境において，製品が同じ目的の別の明示された製品と置き換えるこ
とができる度合い。

説明 ある製品を、同じ目的の別のバージョンや別の製品と容易に置き換

えることができるか。

【詳細】

置換性は、システム／ソフトウェアの稼働環境／操作者が継続的

に利用できることを評価する。システム／ソフトウェアがバージョンア

ップしたり、他社の類似製品と交換したりする場合などに問題とな

る。

ニーズ ・多くの既存利用者がいる製品のバージョンアップが必要になった

ときに、新機能や新インタフェースを積極的に導入したいが、利

用者が新製品への移行に困難を感じることは回避したいとの立場

で、置換性の程度を評価したい。

・同様に、製品の機能向上に伴ってデータファィルの形式を変更し

たいときに、データファイルのコンバータ機能を新旧両製品に持

たせる（追加する）など、置換性に配慮したい。

品質測定量 ・データファイルの後方置換性の評価の例。

ここで、後方置換性とは、新製品が旧製品の機能やデータをカバ

ーできることをいう。前方置換はその逆である。

 

 

データの再利用性/インポート能力 ＝ 
従来同様に引続き使える件数 

旧ソフトウェア中データで引続き使われる件数 
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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以下にデータ品質の各特性の内容をそれぞれ表の形で示す。この

章では、特性表は、「説明」を中心に簡略化して示す。 
 

＜本章のまとめ方について＞
データ品質全体の性格づけを、特性表に似せて最初にま
とめた。以下の分類でデータ品質特性を示している。

◆固有のデータ品質特性
正確性、完全性、一貫性、信ぴょう性、最新性

◆固有及びシステム依存のデータ品質特性
アクセシビリティ、標準適合性、機密性、効率性、
精度、追跡可能性、理解性

◆システム依存のデータ品質特性
可用性、移植性、回復性 

 
（用語の説明）

「固有のデータ品質」とは、データを取り扱うシステム機能とは独立して存

在する、データの品質特性である。

「固有及びシステム依存のデータ品質特性」とは、それら両者の性質を両

方とも持つデータの品質特性である。

また、「システム依存のデータ品質特性」とは、システム機能に関連し、シ

ステムと独立でないデータの品質特性である。

なお、データ品質の特性項目と、利用時の品質特性（副特性）や製品品

質特性（副特性）の名称が同じ場合があるが、名称が同じでも、多くの場

合、同じ事柄をデータの利用を主眼として問題にしているか、システムの

果たすべき働きを主眼にして問題にしているか、という基本的な違いがあ

る。それに従って、具体的な品質特性の内容も異なっている。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質モデル

名
データ品質

指定された状況で使用するとき，明示されたニーズ及び暗黙のニーズをデ
ータの特性が満足する度合い。

説明 （この項目では、データの品質に関する事項をまとめてとりあげ

る。）

【詳細】

データ品質は次の理由から重要だとされている。

 データ生成プロセスの品質が分からない組織、または品質が
劣っている組織からデータを獲得する場合がある。

 不満足な情報、使用できない結果、また顧客の不満を生み出
す不完全なデータがある。

 様々な所有者／利用者のところにデータが分散していることが
ある。

 データ自体に意味の曖昧性があったり、あるデータと他の関係
するデータとの間に一貫性が欠如していたりすることがある。

 レガシーなコンピュータシステムと、分散オープンシステムとの
共存において、データや通信の考え方が異なる場合がある。

 サイトのシステムのように頻繁なデータ交換 統合が重要

な場合がある。

ニーズ ・データ品質特性は、次のような目的に使用される。

― データの生成、取得、統合のプロセスで、データ品質要求事項

を定義し、評価する。

― データの品質保証基準を決定する。

― データのリエンジニアリング、総合評価及び改善に役立てる。

― データの標準適合性を法律／契約上の要求事項で評価する。

・データ品質が悪いと判断されるような場合（セキュリティ上の攻撃

者が悪意あるデータを用意するような場合を含む）には、それに

対応できるソフトウェア品質を考慮する必要がある。

・ サイト開発・運用等のコンテンツプロバイダも、データ品質に

対するニーズを持っている。

リスク ・入力データの品質を見誤ったため、品質の悪いデータでシステ

ムが誤動作した。

・セキュリティ上の攻撃者が仕込んだ攻撃データを画像データ、文

書データとして読み込み、セキュリティ事故を起こした。

・情報の受け渡しをするシステムにおいて、受け渡し情報に含まれ

るデータの精度や、プロトコルの厳密性についての考え方が異な

るために情報交換が実施できなかった。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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・ 情報が適切に管理されていないために、名寄せによる適切な

サービスやアクセス管理が実施できなかった。

・測定条件の異なるデータが、データ名称が同じまたは類似という

理由だけで統合され、統計的な処理対象としての意味を失った。

・データベース上に記録されている個別項目の計算上の集計値

が、集計値として別途記録されている値と整合しなかった。

・データが改ざんされ、デジタル的なメッセージの本体と電子署名

データが整合しなかった。

・文字コードや語彙の整合性が取れていなかったり、いわゆる外字

が多用されていたりするため、他のシステムでの利用が困難にな

った。

 

  



  

 

第
７
章 

品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
正確性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，意図した概念又は事象の属性の真の値を正し
く表現する属性をデータがもつ度合い。構文上の正確性，意味的な正確性
という二つの主要な局面をもつ。

説明 意図した概念や事象を、どの程度正しく、表現できているか。

【詳細】

日常用語の意味で、データが正しいかどうかを示している品質特

性である。その内容としては、例えば、次の例のような２つの場合が

ある。

（ ） 姓と名を記入する２つの欄があるときに姓と名が反対に記入さ

れている。または、ハイフン抜きに郵便番号を記載すると決ま

っている欄にハイフン付きで記入されているといった不正確さ

（ ） そもそも名前が違う、番号が違うといった不正確さ

 

品質特性名

／定義
完全性

固有のデータ品質
実体に関連する対象データが，特定の利用状況において，全ての期待さ
れた属性及び関係する実体インスタンスに対する値をもつ度合い。

説明 対象が複数のものの集合であるときに、どの程度その集合の全体

のデータをカバーできているか。

【詳細】

典型的には名簿データや、各種一覧表等のデータにおいて必要

なデータが揃っているかどうかを問題としている。調査結果のデー

タ等では、未調査データや、回答が得られなかったデータ等があ

り、完全性をよくすることがデータの有用性を高める。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
一貫性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，矛盾がないという属性及び他のデータと首尾一
貫しているという属性をデータがもつ度合い。それは，一つの実体に関する
データ相互間，又は同等の実体に対する類似のデータをまたがったデータ
同士間の，いずれか一方又は両方となる場合がある。

説明 対象データやそれを用いた統計値等が複数記録されているとき

に、それらはどの程度相互に矛盾がないか。

【詳細】

本来同じデータが、データ集合の複数の場所に違った形で記録さ

れているときに、一方がアップデートされても他方のアップデートが

遅れたり、行われなかったりすることがある。また違った角度から収

集されたり計算されたりしたデータが本来は一致しているべきなの

に異なっていたり矛盾していたりすることがある。例えば、 年に

調査された年齢 歳の人の生年月日が 年 月 日だった

場合は一貫性がないということになる。

 

品質特性名

／定義
信ぴょう（憑）性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，利用者によって真（実）で信頼できるとみなされ
る属性をデータがもつ度合い。

説明 データの内容の正しさがどの程度信頼できるか。

【詳細】

データの表す内容が信頼するに足るかどうかを示している品質特

性だが、正確さとは異なり、何らかの信頼性に関する保証があるか

どうかといった点を問題としている。データの収集方法や検証方法

について信頼性に関わる情報が提供されている必要がある。信ぴ

ょう性の概念は、データの真正性（ ）の観点を含むとさ

れている。すなわちデータ提供者／保証者の身元情報や、保証の

手法の正しさを含むとされる。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。

 

 



 

第
７
章 

品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
効率性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，適切な量及び種類の資源を使用することによっ
て処理することができ，期待された水準の性能を提供できる属性をデータが
もつ度合い。

説明 データの取扱いにおいて、システム上のリソース（メモリ等）をどの

程度効率的に利用しているか。

【詳細】

同じことを表すにも、冗長な表し方と、効率的な表し方がある。冗長

性をあえて大きくして、理解性、移植性、回復性などを上げたりする

こともあるが、不必要な冗長性は、処理時間や消費するリソースの

量を過大なものとし、システムの全般的な効率性を下げる要因とな

る。また、データベース等が一定のデータを管理するために用いる

管理データのオーバヘッドがどの程度かなどもデータ効率性の問

題となる。

 

品質特性名

／定義
精度

固有の及びシステム依存のデータ品質
正確な属性，又は特定の利用状況において弁別を提供する属性をデータ
がもつ度合い。

説明 データはどの程度精密か。

【詳細】

データは誤差を伴うものとみた場合に、その誤差の想定される幅

や、表示されている有効数字の桁数が問題となる。システム依存の

面でいえば、システムがどの程度のデータ精度を提供できるかは、

製品品質モデルの機能正確性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。

 

 

 

 

 

第
７
章 

品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
追跡可能性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データへのアクセス及びデータに実施された変
更の監査証跡を提供する属性をデータがもつ度合い。

説明 データへのアクセス事象やデータの変更事象をどの程度まで、ま

た容易に追跡できるか。

【詳細】

あるデータに着目した場合に、そのデータがどの程度の信頼性や

機密性が保たれているかといった観点は、そのデータがどの程度

アクセス制御されているのかに関連する。この特性は、製品品質モ

デルの責任追跡性副特性と関連するが、ここでは、どの範囲のデ

ータ値、データ種類が（あるいはあらゆるデータが）きちんと追跡さ

れているかどうかという観点から追跡性を問題としている。

 

品質特性名

／定義
理解性

固有の及びシステム依存のデータ品質
利用者がデータを読み，説明することができる属性で，特定の利用状況に
おいて，適切な言語，シンボル及び単位で表現された属性をデータがもつ
度合い。

説明 データの内容がどの程度容易に判読・理解できるか。

【詳細】

利用者にとってシステムが持ち、表示するデータ、あるいは入力操

作に伴うデータが容易に理解できるかどうかを問題としている。

この特性は製品品質モデルの使用性特性と関連する。

 



  

 

第
７
章 

品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
最新性

固有のデータ品質
特定の利用状況において，データが最新の値である属性をもつ度合い。

説明 システムの持つ／表示するデータが、どの程度、現実の変化に追

随できているか。

【詳細】

交通機関の運行に関する時刻データのように、予定と現実が異な

ることがある。また、株価のように刻々と変化していくデータもある。

システムが変化する現実のデータをタイムリーに収集・表示すること

をデータ側の固有属性として表している。

 

品質特性名

／定義
アクセシビリティ

固有の及びシステム依存のデータ品質
特に，幾つかの障害が原因で，支援技術又は特別の機器構成を必要とす
る人々が，特定の利用状況において，データにアクセスできる度合い。

説明 障がいのある人々が、どの程度、そのデータにアクセスできるか。

【詳細】

データがその特定の表現形式（画面上の文字、スピーカーから流

れる音声等）に関わらず、意図した情報そのものとして、確実に、伝

えられることを問題としている。一つの情報が複数のチャネル（文

字、画像、音声、しぐさ、異なる言語などを含む）で伝えられれば、

一般にアクセシビリティは高いといえる。利用者が実際に利用でき

るかどうかは、特定の装置（スピーカー等）をシステムが装備してい

るかどうかにも依存する。

この特性は、製品品質特性のアクセシビリティに関連する。
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品質特性名

／定義
可用性

システム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者及び／又はアプリケーション
がデータを検索できる属性をデータがもつ度合い。

説明 データを利用したいときにどの程度の割合で利用できるか。

【詳細】

可用性の課題には、データが保全されていてすぐ使える状態とな

っているといった状況のほかに、同時アクセスがどの程度スムース

に可能となるか（待ち時間が長くないか）、夜間や週末、年末年始、

定期点検日といった特定の日時にどの程度使えるかといったことも

含まれる。

この特性は、製品品質モデルの信頼性（特に可用性）と関連する。

 

品質特性名

／定義
移植性

システム依存のデータ品質
特定の利用状況において，既存の品質を維持しながら，データを一つのシ
ステムから他のシステムに実装したり，置き換えたり，移動したりできる属性
をデータがもつ度合い。

説明 データが、どの程度、プラットフォームや組織を越えて実装したり、

移動したりできるか。

【詳細】

データは、オフラインやオンラインの各種手段によりシステム間で共

有されたり交換されたりする。そのことがどの程度スムースに実現で

きるかを問題としている。レガシーなシステムでは、文字コードの相

違や外字の取扱い等から移植性に問題が生じる例が多数あった。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
標準適合性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，データ品質に関係する，規格，協定又は規範，
及び類似の規則を遵守する属性をデータがもつ度合い。

説明 データに関する法令や各種の基準にどの程度適合しているか。

【詳細】

個人データや金融商品（株式等）に関わる情報（データ）は、法令

の規制を受ける。あるデータが法令違反であるかどうかは、例えば

そのデータが違法に取得されたものであれば、データ固有の品質

として違法であるといえるが、厳重に管理すべきデータがシステム

のずさんな管理機能により機密漏えいしたのであれば、システムの

機能に依存して法令違反となったということができる。

 

品質特性名

／定義
機密性

固有の及びシステム依存のデータ品質
特定の利用状況において，承認された利用者によってだけ利用でき，解釈
できることを保証する属性をデータがもつ度合い。

説明 データ利用が、どの程度、正当な利用者にのみ限られているか。

【詳細】

データの機密性は、例えばデータが暗号化されているといった状

況を想定している。

この特性のシステム依存の側面は、製品品質モデルの機密性副特

性と関連する。
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品質特性名

／定義
回復性

システム依存のデータ品質
特定の利用状況において，故障発生の場合でさえ，明示された水準の操
作及び品質を継続し，維持することを可能にする属性をデータがもつ度合
い。

説明 システムにトラブルが生じたとき、どの程度、本来のデータを回復で

きるか。

【詳細】

データが何らかの理由で破壊されたり喪失したりした際にも、当初

の目的を果たせる状態に戻れることを求めている。

この特性は、データにエラー修正コードのような冗長性を持たせた

り、 のような装置を利用したり、またデータバックアップをとるこ

とによって達成される。データ管理の立場からは、どの範囲のデー

タがどのような手段で回復性を保持できているかどうかが問題とな

る。また、回復に要する平均時間や、トラブル発生前のどの時点の

状態に戻れるのかも問題となる。
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